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円と直線は道路網を表わし、その中央に整備された道路を画いた。道路網の色を毎月変えて季節感を出すようにした。
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概
要

吉

田

光
市

正
予
算
と
一
体
的
に
と
ら
え
、
当
面
の
景
気
回
復
に

向
け
全
力
を
尽
く
す
と
の
観
点
に
立
っ
て
編
成
す
る
。

な
お
、
財
政
構
造
改
革
の
基
本
的
考
え
方
は
維
持
し
、

･限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
経
費
の
一
層
の
合
理
化
･
効

率
化
･
重
点
化
を
図
る
。

②

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
即
応
し
、
景
気
回
復
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、

資
金
の
重
点
的
･
効
率
的
な
配
分
を
図
る
。

②

公
債
発
行

公
債
発
行
額
は
、
前
年
度
当
初
発
行
予
定
額
よ
り
一
五

兆
四
、
九
三
〇
億
円
増
額
し
、
三
一
兆
五
〇
〇
億
円
と
す

る
-0③

行
政
改
革

①

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
、
簡
素
に
し

て
U功
｣率
内
~な
い一行
改
め
｣実
見
を
日
]彪
日
し
、一汀
改
め
M川
岸
予

一

は
じ
め
に

平
成
=
年
度
予
算
編
成
は
、
平
成
一
〇
年
一
二
月
二

〇
日
に

｢平
成
=

年
度
の
経
済
見
通
し
と
経
済
運
営
の

基
本
的
態
度
｣
(閣
議
了
解
)、
｢平
成
=

年
度
予
算
編
成

方
針
｣
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
翌
二
一
日
、
臨
時
閣
議
で
の

大
蔵
省
原
案
の
了
承
後
直
ち
に
各
省
庁
に
内
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
事
務
折
衝
、
大
臣
折
衝
を
経
て
一
二
月
二
四
日

に
編
成
作
業
を
終
え
、
翌
二
五
日
の
臨
時
閣
議
で
平
成
一

一
年
度
政
府
予
算
案
が
決
定
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
道
路
関
係
予
算
案
の
概
要
の
ほ
か
に
、
政

府
全
体
の
予
算
案
、
予
算
編
成
方
針
の
概
要
等
を
含
め
て

紹
介
す
る
。

一
一
政
府
…予
算
案
の
概
要

1

予
算
編
成
方
針

平
成
=
年
度
予
算
は
、
現
下
の
我
が
国
の
厳
し
い
経

済
情
勢
の
下
で
、
い
わ
ゆ
る
財
政
構
造
改
革
法
を
凍
結
し
、

抑
制
型
で
あ
っ
た
平
成
一
〇
年
度
予
算
か
ら
転
じ
て
積
極

型
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
い
わ

ゆ
る
一
五
カ
月
予
算
の
考
え
の
下
昨
年
末
に
成
立
し
た
大

型
の
平
成
一
○
年
度
第
三
次
補
正
予
算
と
一
体
的
に
と
ら

え
、
当
面
の
景
気
回
復
に
向
け
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

(主
要
内
容
抜
粋
)

ゆ

財
政
規
模

①

一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
一
五
カ

月
.予
隣
鼻
の
し考
え
の
下
.に
、
平
I友
三

)̂
)~土I
一蔓
箋
玉
子
欠
▲柄
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運
営
に
つ
い
て
の
不
断
の
か
つ
徹
底
し
た
見
直
し
を

⑤

公
債
発
行
額
三
一
兆
五
〇
〇
億
円
、
公
債
依
存
度

行
い
、
所
要
の
改
革
合
理
化
措
置
を
着
実
に
実
施
す

三
七
･
九
%

る
･0

、

･

ん

②

国
家
公
務
員
の
定
員
に
つ
い
て
は
、
各
省
庁
と
も
、

一
層
の
新
規
増
員
の
抑
制
及
び
定
員
削
減
の
実
施
を

図
る
こ
と
と
し
、
国
家
公
務
員
数
の
一
層
の
純
減
を

行
う
。

③

各
省
庁
の
部
局
等
及
び
特
殊
法
人
等
に
つ
い
て
は
、

既
存
機
構
の
合
理
的
再
編
成
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、

新
設
は
行
わ
な
い
。

(単位 :億円)表 1 平成11年度予算フレーム

10年度予算
皿｣

予

め皸 備 考
10'↓11'

収
入
金
債
債

収

公

公

)

他
債

設
例

入

の

童

寺

G
税

そ
公
““-‘姓

惣霊
徽

箋
縦

剱
009
930
130
800

難

題
上
鶉
a
儀

糺

▲

1

1

%銘度依頌

計

費
等
出

戻

税
乏

繰

音
付
誌

金

の
侍
交
投

資

封

方
残

調

G
国
地

一

共

一一繊 鞠亨

91
72
16

74

9

粁
粁
5

ユ

知

筍
器
器

蜷

L

▲

4

読鴇る係

円

担

億

負

o

庫

即

凋

羸

輸

原

生

搬

厚

籟

翻

棡

伽礬
預
地

5

.
計

2

政
府
関
係
予
算
案

前
述
の
予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
編
成
さ
れ
た
平
成
一

一
年
度
予
算
案
の
フ
レ
ー
ム
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

そ
の
特
色
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

恒
久
的
な
減
税
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
･
地
方
あ

わ
せ
て
九
兆
円
の
減
税
を
実
施

②

一
般
会
計
予
算
は
十
五
･
四
%
、
一
般
歳
出
も
十

五
･
三
%
。
特
に
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
予
算
ベ

ー
ス
･
支
出
ベ
ー
ス
と
も
に
一
0
%
を
上
回
る
伸
び

を
確
保
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
財
政
運
営

③

金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
化
･
預
金
者
保
護
を
図
る
た

め
、
交
付
国
債
償
還
財
源
と
し
て
二
･
五
兆
円
を
確

保
④

財
政
構
造
改
革
の
基
本
的
考
え
方
を
維
持
し
つ
つ
、

メ
リ
ハ
リ
効
い
た
予
算
配
分

三
七
･
九
%

こ
の
う
ち
公
共
事
業
関
係
費
の
概
要
は
表
2
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
そ
の
特
色
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

景
気
回
復
に
向
け
た
積
極
的
対
応

い
わ
ゆ
る

｢
一
五
カ
月
予
算
｣
の
考
え
の
下
、
一

〇
年
度
第
三
次
補
正
予
算
と
一
体
と
な
っ
た
景
気
回

復
に
向
け
た
積
極
的
な
対
応
を
図
る
こ
と
と
し
、
一

般
公
共
計
で
対
前
年
度
五
･
○
%
増
を
確
保

②

公
共
事
業
予
算
の
重
点
化
の
推
進

特
別
枠
の
活
用
合
物
流
効
率
化
に
よ
る
経
済
構
造

改
革
特
別
枠

(
一
、
五
〇
〇
億
円
)｣、
｢環
境
･高
齢

者
等
福
祉
･
中
心
市
街
地
活
性
化
等
二
一
世
紀
の
経

済
発
展
基
盤
整
備
特
別
枠

(
一
、
○
○
0
億
円
)｣、

｢生
活
関
連
等
公
共
事
業
重
点
化
枠

(二
、
五
〇
〇

億
円
)｣)
に
よ
り
、
物
流
効
率
化
に
よ
る
経
済
構
造

改
革
に
資
す
る
分
野

(国
際
ハ
ブ
空
港
、
ハ
ブ
港
湾
、

高
規
格
幹
線
道
路
等
)
や
二
一
世
紀
を
展
望
し
た
経

済
発
展
基
盤
と
な
る
分
野

(情
報
通
信
、
環
境
、
高

齢
者
福
祉
、
中
心
市
街
地
活
性
化
等
)、
更
に
は
生
活

関
連
社
会
資
本

(下
水
道
、
集
落
排
水
施
設
、
各
種

防
災
対
策
等
)
へ
優
先
的
･
重
点
的
に
配
分

299

小
渕
総
理
が
提
唱
す
る
生
活
空
間
倍
増
戦
略
プ
ラ

セ一丁

ン
の
推
進
の
一
環
と
し
て
新
た
に
、
｢地
域
戦
略
プ
ラ

道

ン
推
進
費

(総
額
二
、
○
○
0
億
円
、
国
土
庁
一
括

/̂&

計
上
)｣を
計
上
し
、
地
方
自
ら
の
相
違
工
夫
の
発
現



を
促
す
地
域
戦
略
プ
ラ
ン
の
推
進
に
最
大
限
の
支
援

⑧

公
共
事
業
の
効
率
化
･
透
明
化
の
徹
底

⑧
ン

再
評
価
シ
ス
テ
ム

(
い
わ
ゆ
る

｢時
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
｣
)を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

一
〇
年
三
月
に
各

表 2 平成11年度公共事業関係費 (政府案)

lo年度予算額

仲 率 シェア

11年度予算額

伸 率 シェア仲 率 シェア 伸 率 シェア

1 . 治 山 ･ 治 水 1 ,399 ,169 △12.4 15 .69 1,427,348 5 .2 15.73

7k

山

海 岸

1,112 ,108

184,021

103 ,040

△13.2

△8.9

△9.3

12 .47

2 .06

1,16

1 1 82 ,843

186 ,304

103 ,201

6 .4

1.2

0 .2

l2.63

1.99

1.10

2 . 道 路 整 備 2 ,684 ,337 △0.8 30 ,10 2 ,702 ,522 0 .7 28 .86

3 . 港 湾 ･ 漁 港 ･ 空 港 679,864 △7.5 7.62 704 ,739 3 .7 7 .53

港 湾
漁 港
空 港

337 ,537

198 ,390

143 ,937

△7.0

△8.9

△6.4

3 ,79

2 .22

1 61

345 ,978

l99 ,928

l58 ,833

2 .5

O B

10 .3

3 ,70

2 .14

l.70

4 . 住 宅 ･ 市 街 地 1,068 ,312 △13.7 11.98 1,136 ,586 6 .4 12 .14

住 宅 対 策
市 街 地

1,016 ,130

52 ,182

△13 .9

△9 .5

11.39

0 .59

1 ,056 ,340

80 ,246

4 .O

53 .8

1上28

0 .86

5 . 下 水 道 ･ 環 境 衛 生 等 1,628 ,422 △7･0 18 .26 1,667 ,049 2.4 l7 .80

下 水 道
環 境 衛 生

都 市 公 園
自 然 公 園

1,112 ,109

345 ,923

157 ,455

12 ,935

△7･0

△7,2

△7.5

1 .0

12 .47

3 .88

1･77

0 .15

1 ,129 ,228

359 ,309

162 ,026

l6 ,486

1 .5

3 .9

2 .9

27.5

12 .06

3 .84

1.73

0 .18

6 . 農 業 農 村 整 備 1,083,653 △11.8 12 .15 1 ,090 ,025 0 ･7 11.65

7 . 森林保全 ･都市幹線鉄道等 339,948 △12 .4 3.81 350 ,858 3.2 3 .75

森 林 保 全

森 林 環 境
工 業 用 水
沿 岸 漁 場 整 備
離 島 電 気
都 市 ･ 幹 線 鉄 道

新 幹 線
航 路 標 識

171,763

27 ,004

11,978

30 ,000

19

62 ,525

29 ,438

7 ,221

△13 .5

△6 ,7

△14.6

△7･7

△9 ,5

△13 .O

△13 .5

△7 ･0

1.93

0.30

0.13

0.34

0.00

0･70

0.33

0.08

173 ,984

28 ,214

12 ,051

30 ,367

18

67 ,267

31,700

7 ,257

1,3

4 .5

0 .6

1.2

△5.3

7 .6

7 .7

0 .5

1 .86

0 .30

0 .13

0 3 2

0 .00

0 .72

0 .34

0 .08

8 , 調 整 費 等 33 ,953 △2.8 0.38 238 ,ool 601 ,O 2 .54

調 整 費 等
地 域 戦 略 プ ラ ン

沖縄特別振興対策費

33,953 △2.8 0 3 8 33 ,ool

200 ,000

5 ,00O

△2.8

皆増

皆増

0 ,35

2 .14

0 ,05

一 般 公 共 計 8,917 ,658 △7,8 100 9 ,363 ,028 5 .O 100

災 害 復 旧 等 67 ,674 0 .0 67,674 0ぬ

合 計 8 ,985,332 △7.8 9 ,430 ,702 5 .O

N T T - A 94 ,433 △7.0 94 ,433 0 .0

総 計‐ 9,079 ,765 △7.8 9 ,525,135 4 .9

(単位 ;百万円、 % )

省
庁
が
再
評
価
の
実
施
要
領
を
策
定
し
、
本
年
度
中

に
全
事
業
に
つ
い
て
再
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

事
業
採
択
段
階
に
お
け
る
費
用
対
効
果
分
析
の
積

極
的
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
、
本
年
度
中
に
全
事
業

で
費
用
対
効
果
分
析
手
法
を
導
入
し
、
共
通
的
な
運

用
方
針

(試
行
案
)
の
策
定
に
向
け
た
検
討

④

=
年
度
予
算
に
お
け
る
徹
底
し
た
見
直
し

④
用

上 一 方
記 一 針
趣 年 (
旨 度 試
を 予 行

上
記
趣
旨
を
踏
ま
え
、
一
一

お
い
て
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事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
行
い
、
事
業
の
中
止
･
休

止
等
を
決
定

圏

右
記
見
直
し
に
は
、
再
評
価
シ
ス
テ
ム
の
適
用
に
よ
る
も

の
と
、
再
評
価
の
対
象
で
は
な
い
が
、
事
業
の
必
要
性
等
の

見
直
し
を
行
っ
た
も
の
を
含
む
。

工
業

用

水

大
規
模
林
道

国
有
林
林
道

農
業
農
村
整
備

漁

港

港

弯 山

夕"

事
業
名

2
事
業

1
事
業

m
事
業

3
農
業
ダ l嚢妾

7
夕"

中

止

3
事
業

2
事
業

2
事
業

1
農
業
ダ 晶

業
絮
業棄

5
夕"

休

止

2
事
業

1
事
業

5
事
業

1
農
業
ダ美嚢

1
事
業 l

葉
の
縮
小

3

財
政
投
融
資
計
画

財
政
投
融
資
計
画
に
お
い
て
は
、
現
下
の
厳
し
い
社
会
･

経
済
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
景
気
回
復
に
十
分
配
慮
し

て
財
政
投
融
資
資
金
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
特
殊
法

人
の
整
理
合
理
化
へ
の
対
応
や
、
政
策
コ
ス
ト
分
析
へ
の

取
り
組
み
な
ど
改
革
に
向
け
た
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
計
画
全
体
で
は
対
前
年
度
比
五
･
九
%
増
の

五
二
兆
八
、
九
九
二
億
円
、
一
般
財
政
投
融
資
で
対
前
年

度
比
七

･
三
%
増
と
な

っ
て
い
る

(表
3
)。

三

建
設
省
関
係
予
算
案
の
概
要

一
一
年
度
の
建
設
省
関
係
予
算
は
、
昨
年
末
に
成
立
し

た
平
成
一
○
年
度
第
三
次
補
正
予
算
と
合
わ
せ
、
当
面
の

景
気
回
復
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
二
一
世
紀
に
向

け
て
、
豊
か
な
生
活
と
活
力
に
満
ち
た
経
済
･
社
会
を
構

築
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
質
の
高
い
住
宅
･
社
会
資
本

整
備
を
的
確
に
推
進
す
る
た
め
、
国
費
六
兆
五
、
0
0
八

億
円

(対
前
年
度
比
÷
0
三
)、
事
業
費
二
六
兆
五
、
三

築 け 景 た 表 3 平成11年度財政投融資の概要 (単位 ;億円)
す て 気 平 一 = 区 分 平成10年度鴫初計画 平成11年度計画る 、 回 成 一 区 分 平成10年度当初計画 平成11年度計画

[一 般 財 政 投 融 資]
1 . 住宅関連機関

住宅金融公庫
住宅 ･都市整備公団

2 , 中小企業関連機関

うち国民金融公庫
中小企業金融公庫
環境衛生金融公庫

3 . その他の公庫 ･銀行等

北海道東北開発公庫
日本輸出入銀行『

ち日本開発銀行

海外経済協力基金
農林漁業金融公庫

4 . その他の公団 ･事業団等

うち日本道路公団
年金福祉事業団
社会福祉 ･医療事業団
首都高速道路公団
阪神高速道路公団
国有林野事業特別会計

小 計

5 , 地 方

地方公共団体
公営企ゞ業金融公庫

109,033 (△ 6.3) 110 ,926 ( 上7)

住宅金融公庫
住宅 ･都市整備公団

中小企業関連機関

99,183 Gこさ 6.8)
9 ,850 ( 0.0)

62 ,705 ( 19 .2)

101,176 ( 2.o)
9 ,750 (△ 1.○)

64,705 ( 3.2)

うち国民金融公庫
中小企業金融公庫
環境衛生金融公庫

その他の公庫 ･銀行等

37,900 ( 19 .6)
20 ,100 ( 18 .9)
4 ,000 ( 17 3 )

32 ,025( 0 .8)

37,900 ( 0 .0)
22 ,100( 10 .0)
4 000( 0 .0)

61,805( 76 .5)

うち日本開発銀行
北海道東北開発公庫
日本輸出入銀行
海外経済協力基金
農林漁業金融公庫

その他の公団 ･事業団等

13,550( 0 .0)
1,350( 0 .0)

10 ,650( 0 .5)
4,390 (△11.○)
2,600 ( 8 .3)

66,379 (△20.の

25,550 ( 88
3,550 ( l63
19,100 ( 79
7,465 ( 70
3,200( 23

61,606 (△ 7

AU
=̂〉
〆̂〕
Û
14
つし

うち日本道路公団
年金福祉事業団
社会福祉 ･医療事業団
首都高速道路公団
阪神高速道路公団
国有林野事業特別会計

20 ,236 (△ 7.6)
19 ,699 ( 0 .0)
3 ,645 (△15.3)
3 ,697 (△ 7.6)
3 ,108 (△25.3)
1,450 (△47.7)

21,063 ( 4
16,956 (△13
3,645( O
3 ,414 (△ 7
3,100 (△ O

- ( 皆

･1)

.9)

,0)

･7)

,3)
成)

273 ,142 (△ 4.9) 299,042 ( 9 .5)

93 ,450 (△1l.8) 94,450 ( 1.1)

76 ,000 (△11.6)
17 ,450 (△12.8)

77,400 ( 1.8)
17 ,050 (△ 2.3)

計 366 ,592 (△ 6.8) 393 4 92 ( 7.3)

[資 金 運 用 事 業]
郵便貯金特別会計
年金福祉事業団
簡易保険福祉事業団

80 ,000 ( 6.7)
28 ,000 ( lo .7)
25 ,000 ( 25 .0)

85 ,000( 6 .3)
30 ,500( 8 .9)
20,000(△20.の

計 133 ,000 ( 10 .6) 135,500( 1.9)

合 計 499,592(△ 2.7) 528 992 ( 5 .9)

[国 債 引 受] - 78 ,000( 62 .5) - ( 皆減)

八
八
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
二
)
を
計
上
し
て
い
る

こ
の
う
ち
災
害
関
係
を
除
く
一
般
公
共
事
業
費
は
国
費
六

兆
三
、
四
八
九
億
円

(対
前
年
度
比
÷
○
三
)、
事
業
費

一
エ
ハ
兆
二
、
八
七
三
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
二
)
と

し
、
財
政
投
融
資
資
金
に
つ
い
て
は
一
四
兆
三
六
七
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
○

=

を
確
保
し
て
い
る
。

建
設
省
関
係
予
算
の
各
事
業
別
は
、
表
4
の
と
お
り
で

あ ( し 二 兆 こ 八
る 建 対 ･ 六 三 の 八
o 設 前 財 兆 ･ う 億

い 、･ 一 打 [国 債 引 受] -
る 三 ･ = 費 上

、 (注) ( ) 内は、 対前年度仲率である。
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表 4 平成11年度建設省関係予算総括表
事業費 ･国費総括表

事 項

事 業 費 国 費

備 考
鱸
鍵

前年度

@)

倍 率

の/⑬

11 年 度

うち物流効率化に うち21世紀の経済 うち生活関係等公
よる経済構造 発展基盤整備 共事業重点化

(C) 改革特別枠 特別枠 枠 -

前 年 度

うち物流効率化に うち生活関係等公
よる経済構造 共事業重点化

⑲ 改革特別枠 枠

倍 率

(C)/⑲

うち物流効率化に
よる経済構造
改革特別枠

うち21世紀の経済
発展基盤整備
特別枠

うち生活関係等公
共事業重点化
枠 ‐

うち物流効率化に
よる経済構造
改革特別枠

うち生活関係等公
英事業重点化
枠

道 路 整 備

治 山 治 水
治 水
海 岸
急傾斜地等

都 市 計 画
公 園
下 水 道

住宅 ･市街地
住 宅 対 策
宅 地 対 策
市街地整備

一般公共事業計

7,418,574

2,097,554
1,938 742

60,003
98,809

2,460,293
372,188

2,088,105

14,310,898
13,178,703

625,722
506,473

26,287,319

7,604,991

2,020,931
1.864,379

61,325
95,227

2.435 208
365 711

2,069,497

13,590,814
12,369,427

770,575
450,812

25,651,944

63,989

25,715,933

124,009

76,337

200,346

25,916,279

硼
螂
臥
鰓
期
則
泌
雌

蘂
期
剱
辺

逆-
断
叱

硼
邸

鵤
則

2,583,122

1,262,962
14 77,269

35,915
49,778

1,291,254
162,026

1,129,228

1,21L 586
1,128,340

0
83,246

6,348.924

48,588

6,397,512

24,059

79.256

103,315

6.500,827

113,987

0
0
0
0

0
0
0

1,494
0
0

1,494

115,481

0

115,481

0

0

0

115,481

19,827

10,937
lo.674

163
100

18,468
1,517
16,951

16,065
13,040

0
3,025

65,297

0

65,297

1,851

上549

3,400

68.697

51,537

44,597
41,532
1,175
L 890

38,164
4,614
33,550

30,4n
30,011

0
400

164,709

0

164,709

0

0

0

164,709

2,543,937

L 215,208
1,131,373

35,827
48,008

1,269,564
157,455

1,112,109

1,141,242
1,086,060

0
55江82

6,169,951

48,588

6,218,539

23,313

75,579

98,892

6,317,431

114,588

0
0
0
0

0
0
0

2,458
0
0

2,458

117,046

0

117,046

0

0

0

117,046

50,037

48,300
44,789
1,450
2,061

358 50
4,800
31,050

30,900
30,500

0
400

165.087

0

165,087

0

0

0

165,087

祕

聰
鰓
則
螂
簸
鵬
叱
驫
脾
-

題

邸一
期
邸

那
邸
臘

鵬

1. 本表には、北海道開発庁、沖縄開発
庁、国土庁計上の建設ル省関係分を含む。

2. 11年度国費には
○ 道路関係社会資本として

治山治水 製,400百万円
住宅対策 72,000百万円
市街地整備 3,000百万円

を含む。
○ ほかにNTT ･A型92,689百万円及

び特別会計国費として揮発油税直
入分等がある。

災 害 関 係

公共事業関係計

62,069

26,349,388

109,391

80,006

189,397

26,538,785

官 庁 営 繕

建設行政経費

計

計

(単位:百万円)

国針本一般公共事業計 一 9,363,028 150,000 100,000 250.000 8,917,658 150,000 250,000 1‐05



以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
平
成

=
年
度
の
道
路

関
係
予
算
案
は
、
一
般
会
計
計
上
分

(
一
般
会
計
か
ら
道

路
整
備
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
国
費
)
二
兆
五
、

八
三
一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･0
二
)、
揮
発
油
税
収
の

直
入
分
六
、
七
一
六
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0

一)
を

確
保
し
、
こ
れ
に
道
路
開
発
資
金
貸
付
金
償
還
金
等
及
び

N
T
T
ー
A
タ
イ
プ
事
業
分
を
加
え
た
道
路
整
備
特
別
会

四

道
路
関
係
予
算
案
の
概
要

1

道
路
関
係
予
算
案
の
概
要

平
成

=
年
度
は
、
新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
二
年

度
目
で
あ
り
、
本
格
的
な
推
進
の
年
と
し
て

｢人
中
心
の

安
全
で
活
力
に
満
ち
た
社
会
･
経
済
･
生
活
の
実
現
｣
を

図
る
た
め
、
｢物
流
効
率
化
に
よ
る
経
済
構
造
改
革
特
別
枠
｣

や

｢景
気
対
策
臨
時
緊
急
特
別
枠
｣
等
の
活
用
に
よ
り
、

①
物
流
の
効
率
化
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
新
た
な

経
済
構
造
改
革
実
現
に
向
け
た
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、

②
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･
都
市
づ
く
り
の
支
援
、
③
よ

り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
、
④
安
心
し
て
住
め
る
国
土
の

実
現
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
効
果
的
･
効
率
的
に
道

路
政
策
を
実
施
す
る
た
め
、
事
業
の
重
点
化
や
コ
ス
ト
縮

減
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
実
験
の
推
進
、
P
I

(パ
ブ

リ
ッ
ク
･
イ
ン
ポ

ル
ブ
メ
ン
ト
)
方
式
の
活
用
、
評
価
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
道
路
政
策
の
進
め
方
の
改
革
を
一
層

N 確 直 八 路 関 推 ス リ 減
T 保 入 三 整 係 以 進 テ ッ を
T し 分 - 備 予 上 す ム ク 図
l 、 六 億 特 算 の る の ･ る
A こ 、 円 別 案 基 o 導 イ と
タ れ 七 ( 会 は 本 入 ン と
イ に 一 対 計 、 方 な ボ も

表 5 道路整備の財源内訳 (単位 :億円)

区 分 l1年度 前年度 . 対前年度比

一般会計繰入

揮発油税直入
小 計

貸付金賞金等
N T T - A 型

国 費 計

25 ,831

6 ,716

32 ,547

720

903

34 ,171

25,439

6,654

32,093

669

897

33,660

1,02

1 .01

1 .01

L 08

1.01

1.02

(注) 1 , 一般会計繰入には、 物流効率化による経済構造

改革特別枠1,140億円、 環境 ･高齢者等福祉 ･中

心市街地活性化等21世紀の経済発展基盤整備特

別枠198億円、 生活関連等公共事業重点化枠515

億円を含む。
2 , このほかに、 道路関係社会資本1,194億円があ

3 . 四捨五入の関係で、 各計数の和が合計と一致し

ないところがある。

金
に
つ
い
て
は
、
二
兆
八
、
九
三
一
億
円

(対
前
年
度
比

一
･
0
0
)
を
確
保
し
て
い
る

(表
6
)。

こ
れ
に
よ
り
、
道
路
整
備
の
総
事
業
費
は
、
七
兆
四
、

一
八
六
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
八
)
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
一
般
道
路
事
業
は
四
兆
七
、
九
〇
八
億
円

(対
前
年

度
比
一
･○
=
、
有
料
道
路
事
業
二
兆
六
、
二
七
七
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
三
)
と
な
っ
て
い
る

(表
7
)。

計
国
費
と
し
て
は
、
三
兆
四
、
一
七
一
億
円

(対
前
年
度

比
一
･
0
二
)
を
計
上
し
て
い
る

(表
5
)。

一 金 比
･ に ま ー
0 つ た ･
○ い 、 ○
) て 有 二
を は 料 )
確 、 道 を
保 二 路 計
し 兆 事 上
て 八 業 し
い 、 の て
る 九 財 い

( 三 源 る
表 一 と (
6 億 な 表
ち 円 る 5

( 財 ち
対 政
前 投
年 融
度 資
比 資

表 6 財政投融資等総括表 (単位 :百万円)

区 分

＼＼＼＼＼

資金内訳 財 政 投 融 資 道路特会

出資等

そ の 他

自己資金等

小 計

⑲

倍 率

鍋/(B)

計

(C)+⑲

倍 率

回/(B)

資金運用部資金

簡 保 資 金
政府保証債

小 計

(C)

倍 率
閲/(B)

日 本 道 路 公 団
11年度鈎
前年度@)
上跿疫囚-(B)

2,000,300
1,928,900

71“00

1OG OOO
94,700
11,300

2,106,300
2,023,600

82,700
1.04

288,4l2
265,335
23,077

2,972,988
3-003,110
△ 30,122

3,26主400
3,268,445
△ 7,045

1･00
5,367,700
5,292,045

75,655
1･01

首都高速道路公団
11年度囚
前年度(B)
比較の- (B)

341,400
329,700
11'700

0
40,000

△ 40,00O

341,400
369,700

△ 28,300
0.92

24,050
22,300
1,750

393,857
410,490

△ 16,633

417,907
432,790

△ 14,883
0.97

759,307
802,490

△ 43-183
0.95

阪神高速道路公団
11年度国
前年度(B)
J聾交燭一(B)

310,000
280,800
29-200

0
30,000

△ 30,000

310,000
310,800
△ 800

1･00
15,850
21,250

△ 5,4m

298,794
297,473
1,321

314,644
318,723

△ 4,079
0.99

624,644
629,523

△ 4,879
0.99

本州四国連絡橋公団
11年度国
前年度@)
I燒咬黛- (B)

135“00
148,300

△ 12,900

0
30,00O

△ 30,00O

135,400
178,400

△ 42,900
0.76

53,333
53,333

0

235,l24
304,494

△ 69,370

288,457
357,827

△ 69,370
0.81

4238 57
536,127

△ 112,270
0.79

合 計
11年度囚
前年度(B)
上坤交問- (B)

2,787,100
2,687,700

99,400

l06,000
1947 00

△ 88,700

2,893,100
2,882,400

10'700
1･00

381,645
362,218
19,427

3,900,763
4,015,567
△ l14,纏

4,282,408
4,377,785
△ 95-377

0.98
7,175,508
7,260,185
△ 84,677

0.99

(注) 本州四国連絡橋公団は、道路分である。
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表 7 道路関係予算総括表 (単位 "百万円)

区 分
11 年 度 (A ) ‐ 前 年 度 (B ) 倍 率(A )/ (B )

備 考
事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

一 般 道 路
一 般 国 道
直 轄
補 助

地 方 道
街 路
街 路
区 間 整 理
再 開 発

交 通 安 全

雪 寒
調 査
機 械
補 助 率 差 額 等
住 宅 宅 地 関 連
沿 道 整 備 融 資 等
沿 道 環 境 改 善
(緊急地方道路整備事業)
(電線共同溝整備事業)

4,790,825

2 ,100,184

1,589,329

510,855

977,922

1,074 ,723

758 ,587

266,022

50,114

392,765

123,637

30,438

21 4 36

16 ,000

5 ,450

48 ,570

(1,281,255)

( 162,379)

2 ,894 ,863

1,377,917

1,1OQ 298

277,619

527 ,712

566,452

399 ,018

141,637

25 ,797

216 ,262

80 ,567

22 ,603

14 ,391

48 ,707

8,000

2,800

29 ,452

( 671,600)

( 85 ,682)

4,764,686

2 ,080,676

1,562,293

518 ,383

1,006 ,436

1,097,793

778 ,031

268 ,886

50,876

393 ,856

122 622

2上915

20 ,938

16 ,000

4 ,450

(1,269 ,320)

( 153 ,912)

2 ,858 474

1 3 57,940

1,077,191

280 ,749

544 ,334

576,931

408,409

142 ,348

26,174

215 ,038

79 ,925

18,922

14 ,278

40 ,806

8 ,00O

2 ,300

( 665 ,400)

( 81,079)

L O1

1･01

1.02

0 .99

0 .97

0 ･98

0 ･98

0 .99

0･99

L oo

L O1

1.39

1.01

1.00 ･

1･22

(1‐01)

(1･06)

1‐01

L O1

L 02

0 .99

0.97

0 .98

0 .98

1‐00

0 ･99

1‐01

1‐01

1-19

L ol

L 19

1.00

1.22

(1.01)

(1.06)

1. 一般道路の各区分の計数には、 (緊急地方道路整備事業)及
び (電線共同溝整備事業) を含む。 また電線共同溝整備事業

には、 新設、 改築に伴って整備される電線共同溝の事業費、
国費相当分を含む。

2. 沿道整備融資等には、沿道整備融資及び道路交通環境改善
促進事業を計上している。

3 . 沿道環境改善に相当する前年度の計数は、 一般道路の各区

分に含まれており、 その合計は、 事業費4L 587百万円、 国費

25,563百万円である。
4 . 有料道路事業-の各区分の計数には、 (N T T‐A型事業)を含

む。
5 . 地方道路公社等は、地方道路公社及び地方公共団体に対す
る有料道路融資等である。

6. 再掲の高規格幹線道路及び地域高規格道路には、一般道路
事業及び有料道路事業のうち、高規格幹線道路及び地域高規
格道路に係る額を一括計上している。 ただし、 調査を除く額

であり、 事業費欄には建設費を計上している。
7 . この他に道路関係社会資本として、
河川等関連公共施設整備促進事業 (河川改修 ･ダム建設等に
関連して必要となる橋梁、 付替道路等の道路整備)

事業費 91,641百万円、 国費 44,400百万円

住宅宅地関連公共施設整備促進事業‐ (住宅建設 ･宅地開発事
業-‘=関連して必要となる道路整備)

事業費144,000百万円、 国費 72,000百万円

都市再開発関連公共施設整備促進事業に (都市の再開発を図る

事業に関連して必要となる道路、 バスターミナル、 広場等の

道路整備)
事業費 6,000百万円、 国費 3,000百万円

の合計、 事業費241,641百万円、 国費119,400百万円がある。

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団

首 都 高 速 道 路 公 団

阪 神 高 速 道 路 公 団

本州 四 国 連 絡 橋 公団

地 方 道 路 公 社 等
( N T T ‐ A 型 事 業 )

道 路 開 発 資 金

2.627,749

1,831,905

273 ,892

164 ,346

28 ,098

289.558

( 214,042)

39,950

522 ,233

289,462

40,050

15 ,850

53 3 33

103 ,538

( 90 ,336)

20 ,00O

2,840,305

1,83L 526

321,483

204 ,046

142 ,588

300 ,712

( 216,242)

39,950

507,511

266 910

38 ,060

21,250

53 ,333

107,958

( 89,716)

20,000

0･93

1.00

0 .85

0 .81

0 .20

0 .96

0 ･99

1‐00

1.03

1･08

1･05

0･75

l‐00

0 .96

1.01

1.00

道 路 整 備 計 7,418,574 3 ,417,096 7,604 ,991 3 ,365 ,985 0.98 1‐02

[再 掲]
高 規 格 幹 線 道 路
地 域 高 規 格 道 路

2 ,068 ,554

801,327

929 ,483

376 ,654

2 ,073 ,313

853 ,364

854,054

355,978

1‐00

0 .94

1.09

1.06

住宅宅地関連幹線道路
整備事業 (一般会計)

600 300 580 300 1.03 1･00



2

道
路
整
備
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

ゆ

地
域
の
競
争
条
件
確
保
の
た
め
の
幹
線
道
路
網
の
構

築
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

の
自
立
的
な
発
展
や
物
流
の
効
率
化
な
ど
を
支
援
す
る
た

め
、
高
規
格
幹
線
道
路
や
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
て
全
国
的

な
幹
線
道
路
網
を
形
成
す
る
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
を

推
進
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
整
備
に
あ
た

っ
て
は
、
有

料
道
路
の
償
還
期
間
の
延
長
や
公
的
助
成
の
拡
充
等
を
図

ろ
%

(重
点
事
項
)

･
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
推
進

･
高
速
自
動
車
国
道

建
設
費

三
一、
一
四
〇
億
円

(倍
率
一
･○
=

･
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路

建
設
費

八
、
五
三
〇
億
円

(倍
率
一
･0
九
)

･
高
規
格
幹
線
道
路
の
供
用
予
定

一
ニ
ニ
○
如

･
本
州
四
国
連
絡
道
路

(尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
)
の

海
峡
部
の
橋
梁
の
完
成
に
よ
り
、
本
州
と
四
国
が

三
ル
i
ト
で
結
ば
れ
、
交
流
･
連
携
が
一
層
強
化

･
四
国
四
県
の
県
庁
所
在
地
が
高
規
格
幹
線
道
路
で

直
結
す
る
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
展

･
北
関
東
自
動
車
道
と
東
九
州
自
動
車
道
で
一
部
区

間
が
初
の
供
用

･
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
推
進

･
一
般
道
路

建
設
費

四
、
○

-
一
億
円

(倍
率
一
･
一
○
)

･
地
域
高
規
格
道
路
の
供
用
予
定

一
○
如

②

物
流
効
率
化
の
支
援

物
流
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
た
め
、
総
合
物
流
施
策
大

綱
に
基
づ
き
関
係
省
庁
と
の
連
携
の
も
と
、
物
流
効
率
化

を
支
援
す
る
o

①

広
域
交
通
基
盤
連
携
強
化
の
推
進

広
域
的
な
視
点
で
の
交
通
基
盤
の
利
用
効
率
の
向

上
を
図
る
た
め
、
国
際
空
港
、
重
要
港
湾
等
の
施
設

,
管
理
者
と
と
も
に
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
利
用
を

含
め
た
各
種
交
通
基
盤
間
の
連
携
強
化
を
図
る

｢広

域
交
通
基
盤
連
携
強
化
計
画
｣
を
策
定
し
、
ア
ク
セ

ス
強
化
、
交
通
結
節
点
の
改
善
、
情
報
提
供
の
推
進

を
図
る
等
の
施
策
を
展
開
す
る
。

D

国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
推
進

高
規
格
幹
線
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

国
際
空
港
･
港
湾
、
広
域
物
流
拠
点
等
の
国
際
交

流
基
盤
を
総
合
的
･
重
点
的
に
整
備
す
る

｢国
際

交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業
｣
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

複
合
一
貫
輸
送
を
推
進
す
る
た
め
、
内
貿
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
高
規
格
幹
線
道
路
等
と
の
連
絡
を
強
化
す

る
道
路
整
備
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業

仙
台
市
、
岩

沼
市
、
多
賀
城
市
を
中
心
と
し
た
地
域

(宮
城

県
)
等

一
三
地
域

･
複
合
一
貫
輸
送
を
推
進
す
る
道
路
整
備

名
古
屋
港
等

五
箇
所

の

交
通
拠
点
へ
の
連
絡
強
化

高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
空
港
、
港
湾
と
い
っ
た

主
要
な
交
通
拠
点
へ
連
絡
す
る
道
路
整
備
を
推
進

す
る
。

･

(重
点
事
項
)

･
主
要
な
交
通
拠
点

(空
港
･
港
湾
)
へ
の
連
絡

を
強
化
す
る
道
路
整
備

一
般
国
道
四
七
七
号

四
日
市
湯
の
山

道
路

(四
日
市
港
)
等

一
〇
九
箇
所

②

車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
道
路
整
備

物
流
拠
点
、
重
要
港
湾
等
を
連
絡
す
る
高
規
格
幹

線
道
路
、
一
般
国
道
等
を
中
心
と
す
る
約
六
万
如
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
平
成
一
四
年
度
ま
で
に

車
両
の
大
型
化

(車
両
の
長
さ
及
び
軸
距
に
応
じ
総

重
量
最
大
二
五
t
)
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
橋
梁

の
補
強
等
の
整
備
を
行
う
。

(重
点
事
項
)

･
橋
梁
の
補
強

一
般
国
道
三
一
七
号

新
柳
橋

(愛
媛
県
)
等

約
三
四
〇
箇
所

③

高
規
格
幹
線
道
路
等
と
連
携
し
た
物
流
拠
点
の
整

慣行セ 99 2

一

新
た
な
経
済
構
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け
た
支
援



備
貨
物
車
の
積
載
効
率
の
向
上
に
よ
る
物
流
の
効
率

化
等
を
図
る
た
め
、
民
間
事
業
者
が
高
速
道
路
と
連

結
す
る
物
流
拠
点
の
整
備
を
行
う
場
合
、
連
結
通
路

等
に
対
す
る
融
資
制
度
を
創
設
す
る
。
[新
規
]

③

中
心
市
街
地
の
活
性
化

①

中
心
市
街
地
の
活
性
化
基
盤
の
整
備

中
心
市
街
地
活
性
化
法
等
に
基
づ
き
、
バ
イ
パ
ス
･

環
状
道
路
等
の
重
点
的
な
整
備
を
推
進
し
、
中
心
市

街
地
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
面
整
備
等
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
中
心
市

街
地
の
商
業
業
務
地
区
等
に
お
い
て
、
駐
車
場
整
備

を
推
進
し
、
特
に
、
民
間
施
設
と
の
一
体
的
整
備
に

よ
り
効
率
的
に
公
共
駐
車
場
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
等
に
資

す
る
大
規
模
駐
車
場
に
対
す
る
融
資
制
度
を
創
設
す

る
。
[新
規
]

ま
た
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備
と
合
わ
せ
、

市
街
地
中
心
部
の
道
路
に
お
い
て
、
歩
道
の
拡
幅
･

車
道
幅
員
の
縮
小
、
修
景
等
道
路
空
間
の
再
構
築
を

推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
道
路
整
備

事
業
費

四
、
六
六
五
億
円

(倍
率
一
･
0
五
)

･
駐
車
場
の
整
備

(特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事

業
)

約
三
五
箇
所

②

中
心
市
街
地
の
活
性
化
施
策
の
推
進

市
町
村
が
策
定
す
る
基
本
計
画
等
に
基
づ
き
、
各

種
の
道
路
整
備
を
総
合
的
か
つ
短
期
集
中
的
に
実
施

す
る

｢賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
｣
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
通
産
省
施
策
と
の
連
携
の
も
と
道
路
整
備
を

総
合
的
･
計
画
的
に
実
施
す
る

｢二
一
世
紀
活
力
圏

創
造
事
業
｣
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業

石
川
県
輪
島
市
等

約
二
五
箇
所

･
二
一
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業

栃
木
県
宇
都
宮
地
域
等

二
七
地
域

◎

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築

高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
向
け
、
民
間
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
整
備
支
援
の
た
め
、
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ

ー
網
の
整
備
に
合
わ
せ
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
収
容
空
間
(情

報
B
O
X
等
)
の
整
備
を
推
進
す
る
。
特
に
、
道
路
と
情

報
通
信
の
基
幹
網
で
あ
る
直
轄
国
道
で
先
行
的
に
整
備
す

る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
等
が
情
報
B
O
X
を
単
独
で
整

備
す
る
場
合
に
つ
い
て
補
助
事
業
の
対
象
と
し
、
地
域
の

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
支
援
す
る
。
[新
規
]

(重
点
事
項
)

･
情
報
B
O
X
の
整
備

約
一
、
五
〇
〇
如

上
記
を
含
む
収
容
空
間
の
整
備

事
業
費

二
、
八
一
一
億
円

(倍
率
一
･
0
四
)

◎

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
高
度
情
報
化

(-
T
S
)
の

推
進

渋
滞
･
交
通
事
故
と
い
っ
た
現
代
の
道
路
交
通
問
題
の

解
決
の
切
り
札
で
あ
り
、
新
産
業
創
出
が
期
待
さ
れ
る
I

T
S
に
つ
い
て
、
新
た
に
以
下
の
施
策
を
柱
と
し
た
戦
略

的
な
実
配
備
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、継
続
し
て
実
用
化
･

展
開
、
研
究
開
発
、
シ
ス
テ
ム
の
共
通
的
な
基
盤
の
構
築
、

国
際
標
準
化
活
動
の
支
援
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
I
T
S
の
研
究
開
発
･
整
備

事
業
費

六
四
七
億
円

(倍
率
二
･
六
二
)

･
I
T
S
の
推
進
体
制
の
強
化

①

E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ

ム
)
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
普
及
促
進

首
都
圏
の
主
要
な
料
金
所
を
中
心
に
E
T
C
の
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
と
と
も
に
民
間
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、

普
及
促
進
と
新
た
な
市
場
の
創
出
を
図
る
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
区
間

･
東
関
東
自
動
車
道
、
京
葉
道
路
、
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
、
首
都
高
速
道
路
大
宮
線
、
湾
岸
線

(本

線
料
金
所
)
等

②

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ

(知
能
道
路
)
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

先
端
的
な
I
T
S
技
術
を
統
合
し
て
組
み
込
ん
だ

安
全
性
、
円
滑
性
等
に
お
い
て
画
期
的
に
優
れ
た
二

一
世
紀
の
道
路
に
つ
い
て
、
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策



定
し
、
制
度
･
基
準
類
の
整
備
に
着
手
す
る
。

③

I
T
S
の
地
域
レ
ベ
ル
で
の
積
極
的
な
導
入
推
進

道
路
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
や
道
路
管
理
の
高
度
化

等
を
図
り
、
併
せ
て
地
域
の
活
性
化
を
支
援
す
る
た

め
、
各
地
域
に
お
い
て
、
互
換
性
、
汎
用
性
を
確
保

し
た
I
T
S
の
積
極
的
な
導
入
を
推
進
す
る
。

の

都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
の
推
進

金
広滞
対
策
)

①

総
合
的
な
都
市
圏
交
通
円
滑
化
対
策

都
市
圏
の
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
交
通
容

量
拡
大
策
に
加
え
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T

D
M
)
や
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を
組
み
合
わ
せ
て

推
進
す
る

｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
を
関

係
省
庁
等
と
連
携
し
て
策
定
し
、
都
市
の
交
通
渋
滞

の
解
消
･
緩
和
、
都
市
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
を

図
る
。

特
に
、
渋
滞
の
著
し
い
地
区
や
交
通
結
節
点
を
対

象
と
し
た
特
定
地
区
の
交
通
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
し
、
重
点
的
か
つ
総
合
的
に
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
社
会
実
験
手
法
な
ど
も
活
用
す
る

｢都
市
圏
交

通
円
滑
化
総
合
対
策
事
業
｣
を
創
設
す
る
。
[新
規
]

さ
ら
に
T
D
M
施
策
の
推
進
方
策
と
し
て
、
N
P
O

法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
交
通
円
滑
化
組
合

(T
M

A
)
等
が
取
り
組
む
T
D
M
活
動
を
支
援
す
る
。

②

第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

全
国
の
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
解
消
･
緩
和
を
図

る
た
め
に
、
｢第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に
基

づ
き
、
平
成
一
一
年
度
は
約
一
七
〇
箇
所
で
施
策
を

推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
対
策
事
業

熊
本
都
市
圏
等

約
一
〇
都
市
圏

･
渋
滞
が
解
消
又
は
緩
和
さ
れ
る
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン

約
三
、
二
〇
〇
箇
所
の
う
ち
約
一
七
〇
箇
所

･
連
続
立
体
交
差
事
業

近
鉄
京
都
線
(京
都
市
)、
J
R
日
豊
線
(大
分
市
)

等

六
二
箇
所

③

路
上
工
事
の
縮
減
対
策

全
国
の
主
要
な
都
市
に
お
い
て
、
工
事
抑
制
と
平

準
化
の
促
進
等
、
路
上
工
事
の
縮
減
対
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
路
上
工
事
を
抜
本
的
に
解
消
し
、
大

都
市
の
防
災
機
能
の
確
保
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
の

推
進
に
資
す
る
共
同
溝
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す

る
↓0(重

点
事
項
)

･
共
同
溝
整
備

一般
国
道
一
号

麻
布
共
同
溝
等

約
二
〇
如

⑭

地
域
･
都
市
の
基
盤
の
形
成

①

都
市
構
造
再
編
の
た
め
の
道
路
･
市
街
地
の
整
備

土
地
の
有
効
高
度
利
用
を
推
進
し
都
市
の
再
構
築

を
図
る
た
め
、
道
路
の
体
系
的
整
備
市
街
地
の
面
的

整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
都
市
高
速
道
路
事
業
に

お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
促
進
等
に
資
す
る
道
路
用
地

の
先
行
取
得
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創
設
す
る
。
[新

規
](重

点
事
項
)

･
都
市
の
主
要
な
放
射
･
環
状
道
路
整
備

環
状
二
号
線

(横
浜
市
)
等

②

電
線
類
地
中
化
の
推
進

電
線
類
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
整
備
対
象
地
域
の

拡
大
(住
宅
系
地
域
な
ど
)、
構
造
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な

ど
の
検
討
を
行
い
、
平
成
一
〇
年
度
末
ま
で
に
新
電

線
類
地
中
化
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
れ
基
づ
き
平

成
一
一
年
度
か
ら
電
線
共
同
溝
等
の
整
備
を
一
層
強

力
に
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
電
線
共
同
溝
整
備
事
業

事
業
費

一
、
六
二
四
億
円

(倍
率
一
･
0
六
)

③

地
域
づ
く
り
の
支
援

自
立
的
な
地
域
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
、
交
流
ふ
れ

あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
等
の
地
域
の
連
携
強
化

の
た
め
の
道
路
整
備
や

｢道
の
駅
｣、
S
A
･P
A
を
活
用

し
た
地
域
拠
点
を
引
き
続
き
整
備
す
る
と
と
も
に
、
複
数

7ね ,渚行わ qq ?

二

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･
都
市
づ
く
り
の
支
援

(地
域
･
ま
ち
)



市
町
村
が
協
力
し
て
取
り
組
む

｢地
域
連
携
強
化
支
援
道

路
事
業
｣
(広
域
行
政
支
援
型
{
観
光
周
遊
支
援
型
)
の
拡

充

[新
規
]
や
新
事
業
創
出
促
進
法
に
基
づ
く
道
路
整
備

等
に
よ
り
計
画
的
･
総
合
的
な
地
域
振
興
施
策
を
推
進
す

る
%

′

(重
点
事
項
)

･
地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業

(広
域
行
政
支
援
型
、

観
光
周
遊
支
援
型
)

約
四
〇
地
域

･
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業

笠
置
ト
ン
ネ
ル

(愛
媛
県
)
等

約
七
〇
箇
所

の

安
全
な
生
活
環
境
の
確
保

①

交
通
安
全
施
策
の
推
進

｢特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
七
箇
年
計
画
｣

等
に
基
づ
き
、
公
安
委
員
会
と
連
携
し
、
事
故
多
発

地
点
緊
急
対
策
事
業
、,
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
形

成
事
業
、
交
通
安
全
総
点
検
な
ど
、
安
全
な
生
活
環

境
を
確
保
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業

一般
国
道
一
号

出
屋
敷
南
交
差
点

(大
阪
府
枚
方
市
)
等

約
一
、
二
〇
〇
箇
所

②

良
好
な
環
境
の
保
全
･
形
成

･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業

旗
の
台
地
区
(東
京
都
品
川
区
)、中
央
町
地
区
(大

分
市
)
等

約
=
○
地
区

②

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

誰
も
が
安
心
し
て
社
会
参
加
で
き
、
快
適
に
暮
ら

せ
る
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
幅
の
広
い
歩
道

等
の
設
置
、
既
設
歩
道
の
段
差
･
傾
斜
の
改
善
、
ス

ロ
ー
プ
付
き
･
昇
降
装
置
付
き
立
体
横
断
施
設
の
整

備
、
電
線
類
の
地
中
化
及
び
不
法
占
用
物
件
の
撤
去

等
に
よ
る
、
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

す
る
。

(重
点
事
項
)

･
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

柴
又
地
区
(東
京
都
葛
飾
区
)、
湘
南
台
地
区
(神

奈
川
県
藤
沢
市
)
等

約
七
五
〇
地
区

③

人
と
く
ら
し
の
公
出
発
工間
の
再
生

豊
か
な
生
活
空
間
づ
く
り
を
目
的
に
、
祭
り
や
朝

市
な
ど
に
関
す
る
適
正
な
空
間
活
用
計
画

(道
路
空

間
活
用
計
画
)
を
道
路
管
理
者
や
自
治
体
等
が
策
定

し
た
場
合
に
、
積
極
的
な
占
用
行
政
の
推
進
な
ど
道

路
空
間
の
柔
軟
な
利
活
用
及
び
空
間
利
用
に
配
慮
し

た
道
路
事
業
を
試
行
的
に
実
施
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
一
般
国
道
三
三
号

高
知
市

(よ
さ
こ
い
祭
り
)

等

①

沿
道
環
境
対
策
の
総
合
的
な
推
進

経
済
･
社
会
活
動
を
支
え
る
幹
線
道
路
の
役
割
と

沿
道
の
生
活
環
境
の
保
全
の
両
立
を
図
る
こ
と
を
基

本
理
念
に
、
沿
道
環
境

(大
気
質
、
騒
音
)
が
環
境

基
準
を
超
え
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
関
係
す
る
各

道
路
管
理
者
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
沿
道
環
境
の
改

善
対
策
を
総
合
的
･
重
点
的
に
実
施
す
る
沿
道
環
境

改
善
事
業
を
創
設
す
る
。
[新
規
]

ま
た
、
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
改
定
を
踏
ま
え
、

沿
道
に
お
け
る
住
宅
の
防
音
対
策
の
拡
充
を
図
る
。

[新
規
]

②

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
な
ど
地
球
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
に
基
づ
き
、
関
係
省

庁
や
民
間
と
の
連
携
の
も
と
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道

路
の
整
備
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)

施
策
、
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
の
推

進
な
ど
の
交
通
の
円
滑
化
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
や
都
市
内
で
の
自

転
車
利
用
促
進
な
ど
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

向
上
を
図
る
。

(重
点
事
項
)

･
自
転
車
利
用
促
進
の
た
め
の
道
路
環
境
等
の
整
備

モ
デ
ル
都
市

佐
賀
市
等

約
五
都
市

三

よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保



体
制
の
充
実

(ソ
フ
ト
面
)
の
両
面
か
ら
、
防
災
対

推
進
す
る
。

道
路
は
、
国
民
生
活
、
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
最
も

基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
国
土
保
全
、
危
機
管
理
の

観
点
か
ら
、
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路
空
間
の
確
保
を

図
る
。
特
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
全
体
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
国
･
地
方
の
適
切
な
役
割
分
担
と
相
互
の
密
接
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
計
画
的
･
効
率
的
に
管
理
･
整
備
す

る
↓0=

道
路
の
管
理
の
充
実

構
造
物
の
長
寿
命
化
技
術
の
開
発
や
、
管
理
用
光
フ
ァ

イ
バ
ー
等
を
活
用
し
て
構
造
物
等
の
状
況
を
適
時
適
切
に

把
握
し
対
応
す
る
手
法
を
導
入
す
る
な
ど
、
道
路
管
理
の

高
度
化
･
効
率
化
を
図
る
。
ま
た
、
複
数
の
道
路
管
理
者

が
連
携
し
て
道
路
に
関
す
る
意
見
等
を
総
合
的
に
受
け
付

け
る
窓
口
で
あ
る

｢道
の
相
談
室
｣
を
全
国
に
展
開
す
る
。

⑦

道
路
の
防
災
対
策
･
危
機
管
理
の
充
実

①

災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
の

推
進道

路
構
造
物
の
耐
震
強
化
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
沿
道
建
築
物
等
の
耐
震
性
向
上
の
促
進
、
大
規
模

な
岩
盤
斜
面
に
お
け
る
落
石
防
護
工
等
の
対
策
の
実

施
な
ど
、
災
害
に
強
い
施
設
の
整
備

(
ハ
ー
ド
面
)、

防
災
管
理
の
情
報
化
や
地
域
と
連
携
し
た
防
災
管
理

策
、
危
機
管
理
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
直

轄
道
路
施
設
の
災
害
復
旧
に
際
し
、
原
形
復
旧
の
み

な
ら
ず
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
等
の
被
災
箇
所
と
一
体
的

な
範
囲
ま
で
、
｢直
轄
道
路
災
害
復
旧
事
業
｣を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
再
度
災
害
防
止
を
図
る
。

(重
点
事
項
)

･
震
災
対
策

約
九
、
0
0
0
箇
所

う
ち
橋
脚
補
強
約
三
、
三
〇
〇
箇
所
で
実
施
…
緊

急
輸
送
道
路
内
の
耐
震
橋
脚
整
備
率

約
七
○
%

･
防
災
対
策

約
一
○
、
0
0
0
箇
所

②

阪
神
･
淡
路
地
域
に
お
け
る
復
興
対
策
の
推
進

被
災
地
域
の
生
活
の
再
建
、
経
済
の
復
興
、
安
全

な
地
域
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
道
路
事

業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
を
推
進
す
る
。

③

冬
期
道
路
交
通
確
保
の
推
進

新
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計

画
に
基
づ
き
、
除
雪
、
防
雪
、
凍
雪
害
防
止
及
び
除

雪
機
械
整
備
を
推
進
す
る
。

道
路
政
策
の
進
め
方
の
改
革

◎

道
路
事
業
の
効
率
化

①

重
点
投
資
を
行
う
分
野
の
明
確
化

社
会
、
経
済
、
生
活
が
直
面
す
る
課
題
解
決
を
支

援
す
る
た
め
、
経
済
構
造
改
革
等
の
緊
急
課
題
に
対

応
し
、
重
点
投
資
分
野
を
明
確
に
し
て
道
路
政
策
を

②

投
資
効
果
の
早
期
発
現

評
価
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
新
規
に
着
手
す
る

箇
所
を
厳
選
す
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
箇
所
で
の
着

工
準
備
制
度
の
活
用
に
よ
り
事
業
期
間
の
短
縮
を
図

る
と
と
も
に
、
用
地
取
得
の
目
途
が
立
ち
早
期
供
用

が
可
能
な
箇
所
へ
の
投
資
の
重
点
化
を
図
る
。

③

事
業
コ
ス
ト
の
縮
減
策
の
推
進

平
成
九
年
度
に
策
定
さ
れ
た

｢公
共
工
事
コ
ス
ト

縮
減
に
関
す
る
行
動
計
画
｣
に
基
づ
く
各
施
策
を
完

全
実
施
し
、
平
成
八
年
度
に
対
し
一
○
%
縮
減
と
い

う
目
標
の
早
期
達
成
を
図
る
。

(参
考
)
平
成
九
年
度
の
道
路
分
野
に
お
け
る
コ
ス

ト
縮
減
実
績

三
･
五
%

(関
係
公
団
含

む
)

④

他
の
施
策
と
の
多
様
な
連
携
の
推
進

横
断
的
な
政
策
に
つ
い
て
、
他
省
庁
等
と
の
積
極

的
な
連
携
を
推
進
し
、
事
業
効
果
の
最
大
化
を
図
る
。

(次
ペ
ー
ジ
表
参
照
)

四

安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現

(国
土
保
全
)
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②

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

道
路
事
業
の
評
価
に
係
る
予
算
措
置
を
明
確
化
し
、
評

価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
導
入
を
推
進
す
る
。
[新
規
]

①

個
別
事
業
の
評
価

建
設
省
の
評
価
の
実
施
要
領

(平
成
一
〇
年
三
月

策
定
)
に
基
づ
き
、
新
規
事
業
採
択
時
の
評
価
を
引

主要な連携施策一覧

○新たな経済構造実現に向けた支援
総合的な物流対策の推進 (通産省、 運輸省 他)
広域交通基盤連携強化計画の策定等 (運輸省、 国土庁)

都市圏交通円滑化総合計画の策定等 (警察庁)
電線類地中化の推進 (警察庁、 通産省、 郵政省、 自治省)
地域戦略プランの推進に対する積極的支援 (国土庁 他)
｢地域道路整備計画｣ の策定 (農水省、 林野省)
｢新事業創出促進法｣ の推進 6壺産省 他)
よい生活環境の確保
総合的な交通安全施策の推進、 自転車利用の促進 (警察庁 他)

3 父'“ 日、 N 0 x率 =制、 C 0 2排出抑制対 (警察庁、 環境庁、 通産省、 運輸省)
○安心して住める国土の実現

1 ) 治山事業と連携した道路上部斜面の落石対策 (林野庁)

○道路事業の進め方の改革

き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
事
業
採
択
後
五
年
間
未
着

工
及
び
一
〇
年
間
継
続
中
の
事
業
等
に
つ
い
て
、
事

業
の
再
評
価
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
等
を
行

こノ
oま

た
、
そ
の
実
情
を
踏
ま
え
、
費
用
便
益
分
析
手

法
や
評
価
指
標
の
改
善
に
向
け
て
検
討
を
行
う
。

さ
ら
に
、
事
業
完
了
後
に
整
備
効
果
等
の
追
跡
調

査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
事
後
評
価
の
手
法
の
検
討
を

行
い
、
整
備
効
果
等
を
分
析
す
る
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
。

②

施
策
の
評
価

渋
滞
対
策
や
地
域
連
携
、
交
通
安
全
対
策
等
の
施

策
に
つ
い
て
旅
行
速
度
や
都
市
間
の
時
間
距
離
等
の

指
標
に
よ
る
目
標
設
定
、
効
果
の
評
価
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
施
策
の
改
善
に
反
映
す
る
施
策
の
評
価
に

つ
い
て
、
試
行
等
の
実
施
、
実
用
化
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
。

③

社
会
実
験
の
推
進

新
し
い
施
策
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
施
策
の
効
果
を
把

握
し
、
地
域
住
民
等
の
合
意
を
形
成
す
る
手
段
と
し
て
、

渋
滞
対
策
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
に
資
す
る
施
策
を
対
象

に
社
会
実
験
を
推
進
す
る
。
こ
の
た
め
、
社
会
実
験
の
推

進
に
係
る
予
算
措
置
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
実
施
手

順
や
実
験
評
価
の
考
え
方
等
を
と
り
ま
と
め
た
要
領
の
策

定
、
実
施
希
望
者
を
公
募
す
る
制
度
の
導
入
を
図
る
な
ど

の
支
援
措
置
を
講
ず
る
。
[新
規
]

社
会
実
験
の
例

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
、
ゾ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
、
エ

コ
･
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

等

④

パ
ブ
リ
ッ
ク
･
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト

(P
ー
)
方
式
の

実
施

①

個
別
事
業
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
･
イ
ン
ポ
ル
ブ

メ
ン
ト
の
拡
充

基
本
的
な
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て
関
係
住
民
等
の
意

見
を
聴
取
し
、
事
業
を
進
め
る
方
式
を
一
部
の
広
域

的
な
バ
イ
パ
ス
事
業
等
で
試
行
す
る
ほ
か
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業
等
に
つ
い
て
、
住
民
参

加
が
図
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
重
点
的
に
支
援
す
る
。

②

｢道
の
相
談
室
｣
な
ど
国
民
ニ
ー
ズ
把
握
の
取
り

組
み道

路
管
理
者
が
連
携
し
て
道
路
に
関
す
る
意
見
や

相
談
等
を
総
合
的
に
受
け
付
け
る
窓
口
で
あ
る

｢道

の
相
談
室
｣
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
一
〇
年

度
に
行
う
東
京
二
三
区
と
高
知
県
で
の
試
行
･
評
価

及
び
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
踏
ま
え
、
平
成

=
年
度
は
、
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
二
-
三
地
域

で
展
開
を
図
る
。

③

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

①

国
民
と
行
政
の
役
割
分
担

生
活
に
密
着
し
た
地
域
的
な
道
路
に
つ
い
て
、
住

民
と
行
政
が
連
携
･
分
担
し
て
管
理
が
行
わ
れ
る
仕

組
み
を
検
討
し
、
具
体
化
を
図
る
。
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地
域
住
民
と
の
役
割
分
担
を
図
る
施
策
例

地
域
住
民
等
と
連
携
し
た
斜
面
等
の
監
視
等
を

行
う
手
法
の
試
行

良
好
な
沿
道
環
境
保
全
に
資
す
る
住
民
参
加
型

の
歩
道
清
掃
の
実
施

②

官
と
民
の
役
割
分
担

高
速
道
路
の
機
能
を
活
用
す
る
集
客
施
設
等
の
連

結
や
、
既
存
I
C
周
辺
の
利
用
可
能
地
で
の
利
便
増

進
施
設
の
占
用
を
認
め
、
民
間
活
力
の
一
層
の
活
用

を
図
る
。
ま
た
、
民
間
施
設
と
の
一
体
的
な
整
備
に

よ
り
効
率
的
な
駐
車
場
整
備
を
推
進
す
る
。

③

国
と
地
方
の
役
割
分
担

国
は
、
中
枢
的
･
根
幹
的
道
路
網
の
管
理
･
整
備

を
実
施
す
る
。
な
お
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
客
観
的

な
基
準
な
ど
に
よ
り
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
当

該
基
準
に
基
づ
き
、
範
囲
の
見
直
し
を
行
う
。
ま
た
、

地
域
に
密
着
し
た
身
近
な
道
路
は
、
地
方
公
共
団
体

が
権
限
と
責
任
を
も
っ
て
整
備
し
、
国
は
、
真
に
必

要
が
あ
る
事
業
に
対
し
て
限
定
的
･
重
点
的
に
支
援

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
補
助
事
業
等
の
見
直
し
を

進
め
る
。

4

道
路
新
技
術
研
究
開
発

道
路
政
策
と
技
術
研
究
開
発
の
融
合
･
総
合
化
を
目
指

す
新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
の
も
と
、
道
路
の
運
用
技
術
、

管
理
技
術
等
に
分
野
を
重
点
化
し
て
技
術
研
究
開
発
を
推

進
す
る
。

特
に
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
｢技
術
研
究
開
発
基
本
協

定
｣
に
よ
る
実
効
的
な
産
学
官
の
連
携
、
民
間
技
術
力
の

活
用
に
向
け
た
検
討
、
新
技
術
の
活
用
促
進
、
研
究
開
発

の
評
価
の
導
入
な
ど
、
新
技
術
研
究
開
発
に
お
け
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
充
実
に
努
め
る
。

五

お
わ
り
に

=
年
度
予
算
案
で
は
、
現
下
の
厳
し
い
経
済
･
金
融

情
勢
を
踏
ま
え
、
景
気
回
復
に
全
力
を
尽
く
す
と
の
観
点

か
ら
、
公
共
事
業
予
算
の
増
額
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
一
方
、
公
共
事
業
に
対
し
て
は

｢無
駄
が
多
い
｣、

｢景
気
刺
激
効
果
は
低
下
し
て
い
る
｣
な
ど
依
然
と
し
て

厳
し
い
批
判
･
意
見
も
あ
る
な
か
で
、
そ
の
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、
早
期
着
工
は
も
と
よ
り
、
投
資
の
重
点
化
等
に

よ
る
一
層
の
効
果
的
･
効
率
的
執
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、

一
一
年
度
予
算
案
に
お
け
る
新
た
な
試
み
の
一

つ
と
し
て
地
域
戦
略
プ
ラ
ン
の
創
設
が
あ
る
。
地
域
戦
略

プ
ラ
ン
は
、
緊
急
経
済
対
策
の
一
つ
で
あ
る

｢生
活
空
間

倍
増
戦
略
プ
ラ
ン
｣
の
一
環
と
し
て
、
各
地
域
が
多
様
化

し
た
価
値
観
を
そ
れ
ぞ
れ
に
活
か
し
て
、
ゆ
と
り
と
う
る

お
い
の
あ
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
生
活
空
間
の
倍
増
に
向

け
た
戦
略
プ
ラ
ン
を
都
市
と
地
方
の
各
地
域
が
自
ら
策
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
各
地
域
に
お
い
て
当

該
プ
ラ
ン
の
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
建
設
省
と
し
て
も
、
こ
の
新
た
な
試
み
で
あ
る
地

域
主
体
の
プ
ラ
ン
の
実
現
に
最
大
限
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
官
)
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8
裔
特
集
/
平
成
十
岬
年
度
道
路
関
係
予
算
仝;
仝
《;
炎
必

艘
回
週
関
係
予
算
の
概
瓣

上

野

進
一
郎
“

酒
井

利

夫
※

の
進
展
を
図
る
た
め
、
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
、
I
T

S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
整
備
等
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･
都
市
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
、
交
差
点
立
体
化
等
に
よ
る
渋
滞
対
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
、
良
好
な

環
境
の
保
全
･
形
成
の
た
め
遮
音
壁
や
環
境
施
設
帯
の
設

置
な
ど
道
路
構
造
対
策
等
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現
の
た
め
、
橋

梁
等
の
耐
震
補
強
、
及
び
道
路
防
災
総
点
検
や
岩
盤
斜
面

等
の
緊
急
調
査
結
果
に
基
づ
く
防
災
対
策
を
推
進
す
る
。

以
下
に
平
成
一
一
年
度
の
一
般
国
道
関
係
予
算
の
概
要

に
つ
い
て
述
べ
る
。

は
じ
め
に

一
般
国
道
は
、
現
在
四
五
九
路
線
、
実
延
長
約
五
三
、

0
0
0
如
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

一
般
国
道
は
高
速
自
動
車
国
道
等
高
規
格
幹
線
道
路
と
一

体
と
な
っ
て
全
国
的
な
幹
線
道
路
網
を
構
成
し
、
全
国
的

な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
安
全
で
円
滑
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
確
保
、
地
域
連
携
の
強
化
及
び
地
域
振
興
支
援
等

の
機
能
を
有
し
、
我
が
国
の
社
会
活
動
を
支
え
る
根
幹
的

交
通
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、
都

市
部
及
び
そ
の
周
辺
を
中
心
に
交
通
混
雑
の
深
刻
化
、
交

通
安
全
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
山
間
部
等
で
は
狭
陷
区

間
、
防
災
上
の
危
険
区
間
、
交
通
不
能
区
間
等
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
平
成
八
年
四
月
一
日
現
在
、
四
車
線
以
上

で
整
備
さ
れ
て
い
る
区
間
は
わ
ず
か
五
、
六
〇
三
虹

(
-

○
･
五
%
)
し
か
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
改
良
済
み

区
間
は
四
六
、
七
六
〇
如

(八
七
･
八
%
)
で
あ
り
、
交

通
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
し
て
い
な
い
区
間
は
二
四
、

一
九

八
鬮

(四
五
･
四
%
)
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
平
成
一
〇
年
度
を
初
年
度

と
す
る
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

一
○
年
度
に
引
き
続
き
、
広
域
的
な
物
流
の
効
率
化
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
、
高
規
格
幹
線
道
路
に
指
定
さ
れ
た

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
や
地
域
高
規
格
道
路
を
重

点
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
基

盤
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
都
市
環
状
道
路
、
バ
イ
パ
ス
、

放
射
道
路
、
都
心
環
状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

重
点
的
な
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
高
度
情
報
通
信
社
会



(2) 高速自動車国道と並行する一般国道自動車専用道路

並行高速国道路線名 箇 所 名 長
"

延
&

業
体

事
主 県 名

轆動目

道

貫

車

縦

動

道

目

海

陰

北

山
ス
繊

パ
つ津

イ

の泉

バ
ゆ温

r

整富

ま摩

酋=

覊幌

に仁

号

号

40

9

道

道

国

国
肥
滋

直

直

道

県

海

取

北

鳥

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
は
、
総
延
長
で
約
二
、
三
〇
〇
如

(本
州
四

国
連
絡
道
路
除
き
)
で
あ
り
、
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い

る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
東
海
環
状
自
動
車
道
、

京
奈
和
自
動
車
道
等
大
都
市
圏
を
中
心
に
積
極
的
な
事
業

展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
着
手
の
準
備
が
整
っ
た
本

州
四
国
連
絡
道
路

(国
道
三
一
七
号

生
口
島
道
路
･
大

島
道
路
)
一
三
如
の
区
間
を
新
規
事
業
化
し
、
三
陸
縦
貫

自
動
車
道
(国
道
四
五
号

宮
古
道
路
)、
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道

(国
道
四
六
八
号

横
浜
湘
南
道
路
)
高
知

東
部
自
動
車
道

(国
道
五
五
号

南
国
安
芸
道
路
)
二
五

顔
の
区
間
に
つ
い
て
新
規
着
工
準
備
と
し
て
事
業
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
に
お

い
て
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用
道
路
の
整

備
を
促
進
し
、
当
面
そ
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
北
海
道

縦
貫
自
動
車
道
(国
道
四
〇
号

幌
富
バ
イ
パ
ス
)、
山
陰

自
動
車
道

(国
道
九
号

仁
摩
温
泉
津
道
路
)
-ニ
ニ
如
の

区
間
に
つ
い
て
新
規
着
工
準
備
と
し
て
事
業
に
着
手
す
る

予
定
で
あ
る

(表
1
参
照
)。

さ
ら
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
事
業
と
密
接
に
関
連
す

る
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、
名
古
屋
環
状
二
号
線
等
の
事

業
に
つ
い
て
継
続
実
施
す
る
。

一
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

地
域
間
の
活
発
な
交
流
を
支
え
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
促
し
、

経
済
構
造
の
改
革
を
支
援
す
る
た
め
、
二
一
世
紀
初
頭
ま

で
に
一
四
、
0
0
0
如
の
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
概
成
を
目
標
に
、
今
後
の
道
路
政
策
の
中
心
的
課
題

三

地
域
高
規
格
道
路

全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
幹
線
道

路
網
を
形
成
し
、
地
域
の
振
興
･
活
性
化
を
図
る
た
め
、

重
点
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

“

り
、
長
期
的
に
は
六
、
0
0
0
畑
-
八
、
0
0
0
如
整
備

セ行

を
目
標
と
し
て
い
る
。

道

地
域
高
規
格
道
路
は
平
成
一
〇
年
六
月
に
｢候
補
路
線
｣

6

と
し
て
一
一
〇
路
線
、
｢計
画
路
線
｣と
し
て
一
八
七

線

表
高

一

小

嘩

高
0

高規格幹線道路新規着工準備箇所
1) 一般国道自動車専用道路

高規格幹線道路新規事業箇所
一般国道自動車専用道路

路 線 名 箇 所 名 涛 繋 県 名

随
道
勘

道

車

絡

車

動

連

動

白

央

目

貫

中

部

縦

圏

東

陸

都

知

三

首

高

路

路

道

道

路

歓南

き芸

道

"湘

ぁ安

T

こ古

鱒浜

は国

言

樽宮

に横

払南

号

号

号

45

468

55

道

道

道

国

同

国

菊
巧
脇
擬

轄

轄

轄

直

直

直

県

瞑
県

瀞
榔
鞠

路 線 名 箇 所 名 長
砂

延
&

業
体

事
主 県 名

路

路

道

道

絡

絡

速

達

国

国

四

四

州

州

本

本
繊
路

照
轆
計

ぃ生

桃大

号

号

317

317

道

道

国

国
鑓
繋

直

直

県

県

島

媛

広

愛



沼 で ｢ が
表 2 平成11年度地域高規格道路 (直轄) 新規着工準備箇所一覧 地 な あ 整 追

脳 お る

が
追
加
指
定
さ
れ
、
平
成
一
〇
年
三
一月
一
八
日
付
け
で

｢整
備
区
間
｣
一
五
一
如
が
新
た
に
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ

な
お
、
平
成
一
一
年
度
は
直
轄
事
業
と
し
て
、
上
越
魚

沼
地
域
振
興
快
速
道
路

(国
道
二
五
三
号

筬
三
口
u
｣

新規着工準備箇所
印 新規箇所

路 線 名 箇 所 名 延長
(km)

事業
主体 県 名

上越魚沼地域振興快速道路

高山下呂連絡道路

鹿児島東西幹線道路

都城志布志道路

旭川十勝道路

国道253号 上越三和道路
いしうら

国道 41号 石浦バイパス
かとしまとうぎい

国道 3号 鹿児島東西道路
ゐやこのじよう

国道 10号 都城道路
ふらの

国道 38号 富良野道路

計

7 ･0

5 .O

3 .4

7 ･7

8 ,3

31.4

直轄

直轄

直轄

直轄

直轄

新潟県

岐阜県

鹿児島県

宮崎県

北海道

上 て れ
越 、 た
三 上 と
和 越
道 ろ

(2) 工区延伸箇所

路 線 名 箇 所 名 裔 事業
主体 県 名

倉敷福山道路

岩国大竹道路

有明海沿岸道路

島原道路

道央圏連絡道路

国道 2号 玉島笠岡道路
いわくにおおたけ

国道 2号 岩国大竹道路
方おかわ

国道208号 大川バイパス (延伸)
しまばららゆうおう

国道251号 島原中央道路
みはら

国道337号 美原道路

計

4.0

9 .8

7･0

4 .5

8 .O

33 .3

直轄

直轄

直轄

直轄

直轄

岡山県

山口･広島県

福岡県

長崎県

北海道

路
)
等
六
五
虹
の
区
間
に
つ
い
て
着
工
準
備
と
し
て
事
業

に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
、
補
助
事
業
と
し
て
、
弘
前
黒

石
I
C
連
絡
道
路

(国
道
一
〇
二
号

尾
上
黒
石
道
路
)

七
畑
の
区
間
に
つ
い
て
事
業
化
し
、
五
條
新
宮
道
路

(国

道
ニ
ハ
八
号

辻
堂
バ
イ
パ
ス
)
等
一
五
如
の
区
間
に
つ

平成11年度地域高規格道路(補助)新規事業箇所及び新規着ェ準備箇所一覧 失
新規事業化箇所

ス
(リ エ区延伸箇所

路 線 名 箇 所 名 需 県 名 ･
事業主体

弘前黒石I.C連絡道路 国道102号 尾上黒石道路

計
7.4

7 .4

青森県

新規着工準備箇所
(1) 新規箇所

路 線 名 箇 所 名 裔 県 名 ･
事業主体

五條新宮道路

五條新宮道路

中津日田道路

国道168号 辻堂バイパス
ほんく･う

国道168号 本宮道路
なかっ

国道212号 中津道路
計

4 .2

3 .7

2,1

10 ･0

奈良県

和歌山県

大分県

2 い

参 て
照

い
て
着
工
準
備
と
し
て
事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
(表

(2) 工区延伸箇所

路 線 名 箇 所 名 粃鬆 県 名 ･
事業主体

小郡萩道路 国道490号 美東大田道路

計
5.3

5 .3

山口県

道行セ 99.2 ! 7



三

一般
道
路
の
整
備

1

一
次
改
築

一
般
国
道
の
一
次
改
築
は
、
交
通
不
能
区
間
及
び
幅
員

狭
陷
区
間
の
解
消
、
冬
季
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

り
地
域
交
流
の
拡
大
、
地
域
開
発
の
促
進
等
に
極
め
て
大

き
な
役
割
を
有
す
る
事
業
で
あ
り
、
指
定
区
間
及
び
権
限

代
行
区
間
に
つ
い
て
は
直
轄
事
業
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の

区
間
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
進

め
て
い
る
。

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
権
限
代
行
区
間
と
し
て
、富
山
･

岐
阜
三
六
〇
号
(宮
川
細
入
道
路
)、
宮
崎
二
一
八
号
(五

ヶ
瀬
ー
高
千
穂
道
路
)
等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続

実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
知
･
愛
媛
一
九
四
号

(寒
風
山

道
路
)
に
つ
い
て
供
用
を
図
る
。
ま
た
、
指
定
区
間
で
は

北
海
道
三
九
三
号
(赤
井
川
道
路
)、
二
七
四
号
(徹
別
道

路
)
等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実
施
す
る
。

補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
交
通
不
能
区
間
の
解
消
を
図

る
べ
く
新
潟
･
福
島
二
八
九
号
、
三
重
三
一
一
号
、
福
井

四
七
六
号
、
和
歌
山
三
七
一
号
等
の
整
備
を
促
進
す
る
。

2

二
次
改
築

一
般
国
道
の
二
次
改
築
は
、
市
街
地
部
の
交
通
混
雑
の

緩
和
、
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
の
交
通
拠
点
へ

の
連
絡
強
化
及
び
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
等
の

観
点
か
ら
、
現
道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
整
備
効
果
が
発
現
で
き

る
箇
所
等
を
中
心
に
、
計
画
的
か
つ
重
点
的
に
事
業
の
展

開
を
図
る
。
ま
た
、
防
災
･
震
災
対
策
や
、
よ
り
よ
い
生

活
環
境
の
確
保
･
良
好
な
環
境
の
保
全
形
成
の
た
め
の
緑

化
･
環
境
対
策
等
を
推
進
す
る
。

の

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備

大
都
市
圏
内
、
地
方
中
核
都
市
及
び
そ
の
周
辺
部
の
交

通
混
雑
の
抜
本
的
な
解
消
と
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
に
は
、
既
成
市
街
地
か
ら
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
と

と
も
に
都
市
に
発
生
集
中
す
る
交
通
を
分
散
導
入
さ
せ
る

役
割
を
持
つ
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
o

平
成
一
一
年
度
は
、
既
着
手
箇
所
を
中
心
に
交
通
混
雑

や
沿
道
環
境
の
悪
化
が
特
に
著
し
い
箇
所
に
重
点
を
お
く

と
と
も
に
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
可
欠
な
道
路

事
業
の
う
ち
き
早
期
完
成
に
よ
り
大
き
な
事
業
効
果
が
期

待
で
き
る
事
業
及
び
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
へ

の
連
絡
を
強
化
す
る
整
備
に
つ
い
て
重
点
的
に
整
備
を
推

進
し
、
直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、
福
島
六
号

(常
磐
バ
イ

パ
ス
)、
長
崎
三
四
号
(日
兄
バ
イ
パ
ス
)
等
の
供
用
を
図

る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
岐
卓
二
五
六
号

(佐
賀
粟
野
バ
イ
パ
ス
)、
大
分
一
九
七
号
(大
分
東
バ
イ

パ
ス
)
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
展
開
を
図
る
。

②

渋
滞
対
策

都
市
内
の
幹
線
道
路
網
は
、
都
市
の
諸
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
そ

の
計
画
的
･
体
系
的
な
整
備
の
促
進
に
努
め
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路
交
通
需
要
の
大

き
な
伸
び
に
よ
り
、
道
路
交
通
渋
滞
の
状
況
は
悪
化
し
て

お
り
、
渋
滞
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
、
時
間
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ロ
ス
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
多
大
な
損
失
、
及
び

騒
音
･
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て

い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
一
一
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
交

通
容
量
の
拡
大
施
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
多
車
線
化
に
よ
る
幅
の

確
保
、
交
差
点
改
良
、
立
体
化
等
に
よ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

の
解
消
等
の
事
業
を
推
進
し
、
直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、

富
山
一
六
〇
号

(氷
見
バ
イ
パ
ス
)。
福
岡
二
〇
〇
号
(直

方
バ
イ
パ
ス
)
等
、
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
栃
木
四
〇

0
号

(関
谷
バ
イ
パ
ス
)
等
の
供
用
を
図
る
。

③

交
通
安
全
対
策

改
築
事
業
の
推
進
が
交
通
の
安
全
確
保
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
、
現
道
拡
幅
、
バ

イ
パ
ス
等
の
整
備
に
伴
う
歩
道
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

④

防
災
･
震
災
対
策

豪
雨
豪
雪
等
に
対
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･

信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
防
災
対
策
事
業
と
し
て
、

平
成
八
･
九
年
度
実
施
の

｢道
路
防
災
総
点
検

(豪
雨
･

豪
雪
等
)｣
に
基
づ
き
、
緊
急
的
に
対
策
を
実
施
す
る
斜
面

等
に
つ
い
て
防
災
対
策
を
実
施
す
る
。



◎

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

都
市
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
道
路
の
空
間
を
利

用
し
て
、
道
路
交
通
の
補
完
的
役
割
を
果
た
す
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
の
建
設
を
推
進
す
る
。

③

そ
の
他

耐
荷
力
の
不
足
し
て
い
る
老
朽
橋
の
架
替
、
踏
切
道
の

改
良
な
ど
の
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、半
島
循
環
道
路
(昭

和
六
三
年
三
一月
三
日
官
報
告
示
)
の
整
備
促
進
を
図
る
。

四

共
同
溝
…

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
道
路
に
は
、
電
話
･
電
気
･

ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
都
市
活
動
に
不
可
欠
な
公
共
公
益

施
設
が
多
数
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
･

管
路
の
新
設
や
補
修
等
の
た
め
の
路
面
の
掘
り
返
し
は
道

路
交
通
に
著
し
い
支
障
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
掘

り
返
し
を
防
止
し
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
地
下
空
間
の
効
率
的
利

用
の
観
点
か
ら
昭
和
三
八
年
度
よ
り
共
同
溝
の
整
備
を
進

め
て
き
て
お
り
、
平
成
一
〇
年
度
末
ま
で
の
整
備
延
長
は
、

約
四
一
〇
額
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
一
一
年
度
は
、
東
京
器
区
･
名
古
屋
市
･
大
阪
市

な
ど
全
国
の
主
要
な
都
市
に
お
い
て
整
備
を
推
進
し
、
さ

ら
に
約
二
〇
如
の
延
伸
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

五

電
線
共
同
溝

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
、
都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
電
線
類
の
地

中
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
情
報
通
信

社
会
の
早
期
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
道
路
の
地
下
を
活

用
し
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
.電

力
線
等
を
収
容
す
る
空
間
｢電

線
共
同
溝

(C
･
C
･
B
O
X
)｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
一
〇
年
度
末
ま
で
に

｢新
電
線
類
地
中
化
計
画
｣

を
策
定
し
、
平
成
一
一
年
度
は
、
中
規
模
程
度
の
商
業
系

地
域
や
住
宅
系
地
域
な
ど
を
電
線
類
地
中
化
整
備
対
象
に

加
え
整
備
を
推
進
す
る
。

六

維
持
修
繕

道
路
ス
ト
ッ
ク
を
保
全
し
、
道
路
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
、
経
常
的
な
業
務
と
し
て
維
持
･
修
繕
は

必
要
不
可
欠
な
重
要
な
業
務
で
あ
る
。

一
般
国
道
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
広
域
幹
線
を
形
成
す

る
道
路
に
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
と
し
て
国
が
直
轄
事
業

に
よ
り
維
持
･
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
以
上
の
補

修
な
ど
を
補
助
事
業
の
対
象
と
し
て
い
る
。

橋
梁
等
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
を
健
全
な
状
態
で
維
持
し
、

次
世
代
に
良
好
な
状
態
で
引
き
継
ぐ
た
め
、
計
画
的
な
維

持
管
理
を
推
進
す
る
。
こ
の
た
め
、
平
成

=
年
度
は
道

路
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
し
た
合
理
的
な
定
期
点
検
、
情

報
管
理
等
の
し
く
み
を
整
備
し
試
行
す
る
。

指
定
区
間
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
路
肩
、
路
側

郭
、
橋
梁
等
溝
吐野
物
及
び
交
通
安
全
施
設
の
維
持
、
哺
修

の
ほ
か
、
清
掃
･
緑
地
管
理
、
巡
回
等
の
経
常
的
作
業
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
沖
縄
県
の
未
買
収
道
路
用
地
の
処

′

理
を
行
う
。
修
繕
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
歩
道
、
ト
ン
ネ

2

ル
、
側
溝
等
の
修
繕
の
ほ
か
、
阪
神
.
淡
路
大
震
災
の
数

セ

訓
を
踏
ま
え
た
橋
脚
耐
震
補
強
等
、
橋
梁
の
補
修
を
行
う
。
瀞

さ
ら
に
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･
信
頼
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
平
成
八
･
九
年
度
実
施
の
道
路
防
災
総

点
検
及
び
第
二
白
糸
ト
ン
ネ
ル
災
害
を
踏
ま
え
た
平
成
九

年
度
岩
盤
斜
面
等
の
緊
急
調
査
に
基
づ
く
防
災
事
業
を
実

施
す
る
。

指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
と
し
て
維
持
及

び
補
修
を
実
施
す
る
。
こ
の
う
ち
維
持
は
、
沖
縄
県
の
未

買
収
用
地
の
処
理
を
行
い
、
補
修
は
、
舗
装
の
補
修
、
橋

脚
耐
震
補
強
、
車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の
補
強
、

道
路
防
災
総
点
検
及
び
平
成
九
年
度
岩
盤
斜
面
等
の
緊
急

調
査
に
基
づ
く
防
災
事
業
を
実
施
す
る
。

七

沿
道
環
境
改
善

経
済
･
社
会
活
動
を
支
え
る
幹
線
道
路
の
役
割
と
沿
道

の
生
活
環
境
の
保
全
の
両
立
を
図
る
こ
と
を
基
本
理
念
に
、

沿
道
環
境

(大
気
質
、
騒
音
)
が
環
境
基
準
を
超
え
て
い

る
地
域
に
お
い
て
、
沿
道
環
境
の
改
善
対
策
を
総
合
的
･

重
点
的
に
実
施
す
る
沿
道
環
境
改
善
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
改
定
を
踏
ま
え
、
沿

道
に
お
け
る
住
宅
の
防
音
対
策
の
拡
充
を
図
る
。



八

雪

寒

お
わ
り
に

平
成
一
○
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
積
雪
寒
冷
特
別
地

域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
除
雪
、
防
雪
、

凍
雪
害
防
止
事
業
を
推
進
す
る
。

平
成
=
年
度
は
、
防
雪
事
業
や
除
雪
の
実
施
、
冬
期

の
交
通
支
障
箇
所
と
な
る
凍
結
路
面
箇
所
等
に
つ
い
て
消

雪
施
設
の
設
置
、
中
心
市
街
地
や
通
学
路
、
福
祉
施
設
周

辺
等
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
確
保
、
流
雪
溝
の
整
備
に
よ

る
地
域
と
連
携
し
た
雪
処
理
の
推
進
、
気
象
情
報
収
集
装

置
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

九

交
通
安
全

建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
国
の
直
轄
事
業
及
び

補
助
事
業
と
し
て
鋭
意
一
般
国
道
の
整
備
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規
格
道

路
の
早
期
整
備
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
不
能
区
間
や

危
険
箇
所
の
解
消
な
ど
緊
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
多
く
の
箇
所
を
残
し
て
お
り
、
整
備
の
要
望
も
極
め
て

大
き
い
。

こ
の
た
め
、
一
層
重
点
的
･
効
率
的
な
整
備
･
管
理
の

推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。寅

･
※
※
道
路
局
国
道
課
建
設
専
門
官
)

平
成
=
年
度
は
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

七
箇
年
計
画
の
四
年
度
目
と
し
て
、
交
通
事
故
の
削
減
と

道
路
交
通
環
境
の
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
一
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
改
良
等

に
よ
り
、
事
故
多
発
地
点
に
重
点
投
資
を
行
う
。
ま
た
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
利
用
に
配
慮
し
、
幅
の
広
い
歩
道
な

ど
を
整
備
す
る
。
二
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
照
明
･

道
路
標
識
及
び
道
路
情
報
提
供
装
置
の
整
備
を
推
進
す
る

ほ
か
、
自
動
車
地
下
駐
車
場
に
つ
い
て
も
整
備
を
促
進
す

,

る
。
ま
た
、
疲
労
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、

一
般
道
路
の
休
憩
施
設

｢道
の
駅
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。
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8
◆
特
集
/
平
成
十

喘
年
度
道
路
関
係
予
算
《務
◆
《;
◎
A×
》

高
速
自
動
車
国
道
関
係
予
算
⑭
柳
襲

後
藤

貞

二

を
そ
れ
ぞ
れ
計
画
す
る
と
と
も
に
、
政
府
出
資
金
等
二
、

八
七
〇
億
円
を
予
定
し
て
い
る

(表
-
)。

以
下
、
項
目
別
に
予
算
の
概
要
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

昨
年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
第
三
一
回
国
土
開
発
幹
線
自
動

車
道
建
設
審
議
会

(以
下

｢国
幹
審
｣
と
い
う
)
及
び
施

行
命
令
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

二

建
設
費

平
成
=
年
度
の
高
速
自
動
車
国
道
建
設
費
は
一
兆
二
、

一
四
〇
億
円
で
、
こ
の
う
ち
、
開
発
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
N
T
T
-
A
型
事
業
と
し
て
整
備
す
る
た
め
の
二
〇
億

円

(五
二
･
五
%
N
T
T
資
金
、
四
七
･
五
%
開
発
者
負

担
金
)
を
社
会
資
本
整
備
事
業
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

平
成
=
年
度
は
、
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
、
北

国
~有
松
ヨ
新
調七日に
旦
、
廿尺
-九
村
川｣ゴ正
男
七日に
亘
、
]
に
KF
眠
火
口
三
千
片目舵
『晦

一

概

要

高
速
自
動
車
国
道
は
、
物
流
の
効
率
化
な
ど
経
済
構
造

の
改
革
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

の
形
成
、
地
域
間
の
連
携
交
流
の
促
進
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
根
幹
的
施
設
で
あ
り
、
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
一

一
、
五
二
〇
如
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
概
成
を
目
標
と

し
て
い
る
。

平
成
=
年
度
の
高
速
自
動
車
国
道
関
係
予
算
は
、
一

兆
二
、
一
四
〇
億
円

(う
ち
社
会
資
本
整
備
事
業
費
二
〇

億
円
)
の
建
設
費
を
は
じ
め
、
維
持
改
良
費
、
調
査
費
等

か
ら
な
る
事
業
費
一
兆
六
、
九
一
九
億
円
で
政
府
案
が
決

定
さ
れ
た
。

一
方
、
国
の
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
料
金
水

“甦
り
も
と
案
幹熟す牛
一を
*健
[来
し
つ
つ
、
盲
司
乗
せヨ
｢前
認
事
副
一首
一り

積
極
的
な
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

①

資
金
コ
ス
ト
三
%
道
に
東
北
中
央
自
動
車
道
を
追

加

(計
一
三
道
)

②

緊
急
経
済
対
策
の
実
施
に
伴
う
暫
定
的
措
置
と
し

て
、
資
金
コ
ス
ト
三
%
道
以
外
の
路
線
に
お
い
て
一

定
期
間
、
特
例
的
に
資
金
コ
ス
ト
三
%
の
設
定

③

緊
急
環
境
対
策
事
業
の
拡
充

(出
資
率
2
/
3
)

が
認
め
ら
れ
、
そ
の
必
要
額
と
し
て
二
、
八
七
〇
億
円
(対

前
年
度
比
九
%
増
)
の
国
費
の
確
保
が
決
定
さ
れ
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
、
償
還
期
間
を
現
行
の
四
〇
年
か
ら
五
〇

年
以
内
に
延
長
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

資
金
計
画
と
し
て
は
、
財
政
投
融
資
が
一
兆
七
、
八
一

三
億
円
で
全
体
資
金
の
約
四
割
を
占
め
て
い
る
の
を
は
じ

め
と
し
て
、
縁
故
債
等
一
、
九
八
六
億
円
、
民
間
借
入
金

に
キ

ー
｣＼
式
、立忌
口
J、
世
代
次
カ
ロ
ハ入
、堂
寸
一
康
平
＼
、
Lヒ
旧
･｢
ー
立息
口
J

道行セ 99,2 2 /



表 1 平成1l年度高速自動車国道の予算内訳表 2 平成11年度高速自動車国道供用予定区間

道 路 名 区 間 延長岫

北 海 道 横 断 自 動車 道
東北横断自動車道酒田線
北 関 東 自 動 車 道

関 越 自 動車 道 上 越 線
東 海 北 陸 自 動 車 道

第 二 名 神 高 速 道 路

四 回 縦 貫 自 動 車 道

東 九 州 自 動 車 道

東 九 州 自 動 車 道

東 九 州 自 動 車 道

小 計

千歳J C T ~ 夕 張

西 川~月 山 沢

友部J C T ~ 水 戸 南
中 郷~上 越 J C T

白 鳥~荘 川

飛 島~鍋 田

井川池田~川之江東J C T

大分米良~宮 河 内
宮 崎 西~清 武 J C T

国 分~隼 人 東

42

17

14

20

22

5

21

6

10

5

162

[拡 幅]
東 北 縦 貫 自 動 車 道

東北横断自動車道いわき新潟線

北 陸 自 動 車 道

九 州 縦 貫 自 動 車 道

九州横断自動車道長崎大分線

小 計

大谷 P A ~ 宇 都 宮
(6車線化)

磐梯熱海~猪苗代磐梯高原
(4車線化)

上 越~名 立 谷 浜
(4車線化)

肥後トンネル
(4車線化)

日 田~ 玖 珠
(4車線化)

( 4)

(15)

( 8)

( 8)

(24)

(59)

平成lo年度末 供用延長 (予定) 6,453km

平成11年度末 供用延長 (予定) 6,615km

注) l. インターチェンジ等の名称については、仮称である。
2. 拡幅延長は供用延長には含めない.

(単位 :百万円)

11年度予算

の

10年度予算

(B)

比較増減
の- (B)

仲率

問/(B)

[事業計画]
建 設 費

(うち社会資本整備事業)
維 持 改 良 費
調 査 費
建 設 利 息
小 計

業 務 管 理 費 等

1,214,000

( 2,000)

325-159

7,117

145,624

1,69上900

2,967,927

1,198,000

( 3,000)

323,368

5,292

15蟻885

1,681,545

2,850 446

16,00O

(△L ooo)

上791

1,825

△9,261

10,355

117,481

1.01

(0.67)

1･01

1.34

0.94

1.01

1,04

合 計 4,659,827 4,531,991 127,836 l,03

[資金計画]
政 府 出 資 金 等

社会資本整備事業収入
政 府 借 入 金

開 発者 負 担 金

財 投 資 金

縁 故 債
外 債
民 間 借 入 金
業 務 収 入 等

287,000

( 2,000)

1,050

950

1,78上300

118,300

80,300

516,800

1,874,127

262,700

( 3,000)

1,575

1,425

1,601,900

l28,600

87,200

472,300

1,976,291

24,300

(△ 1,000)

△ 525

△ 475

179,400

△lo,300

△ 6,900

44.500

△102-164

1.09

0.67

0.67

0.67

1･11

0.92

0.92

1.09

0.95

合 計 4,659,827 4,531,991 127,836 l.03

※平成10年度は、上記の他、一次補正loo,000百万円(建設費99,400百

万円、改良費600百万円)、三次補正300,000百万円 (建設費279,000

百万円、改良費21,000百万円) がある,

自
動
車
道
等
の
建
設
を
重
点
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
東

北
自
動
車
道
、
中
央
自
動
車
道
等
の
改
築
事
業
及
び
平
成

一
○
年
度
三
次
補
正
で
事
業
着
手
し
た
暫
定
二
重
線
区
間

の
四
車
線
化
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
四
国
縦
貫
自
動
車
道

の
井
川
池
田
か
ら
川
之
江
東
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
開
通
に

よ
り
、
四
国
縦
貫
自
動
車
道
と
四
国
横
断
自
動
車
道
が
直

結
し
、
四
国
四
県
の
県
庁
所
在
地
が
高
規
格
幹
線
道
路
で

結
ば
れ
る
と
と
も
に
、
関
越
自
動
車
道
上
越
線
中
郷
か
ら

上
越
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
開
通
に
よ
り
、
関
越
自
動
車
道

上
越
線
と
北
陸
自
動
車
道
が
直
結
し
、北
陸
地
方
と
関
東
･

中
部
圏
と
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
進
展
す
る
。
さ
ら
に

北
関
東
自
動
車
道
と
東
九
州
自
動
車
道
の
一
部
区
間
が
初

め
て
供
用
す
る
な
ど
八
道
一
〇
区
間
一
六
二
蝿
の
新
規
供

用
を
図
る
と
と
も
に
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
大
谷
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
-
宇
都
宮
間
四
如
の
六
車
線
化
改
築
事
業
等

五
道
五
区
間
五
九
蛔
の
拡
幅
事
業
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、

あ
わ
せ
て
二
二

一
畑
の
完
成

･
供
用
を
図
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
三

年
度
末
に
お
け
る
供
用
延
長
は
約
六
、
六

一
五
畑
(法
定
予
定
路
線
一
一
、
五
二
〇
虹
の
約
五
七
%
)

に
達
す
る
予
定
で
あ
る

(表
2
)。

三

維
持
改
良
費

高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
は
、
供
用
延
長
が
毎
年
二

〇
〇
如
程
度
伸
び
、
さ
ら
に
東
名
･
名
神
高
速
道
路
を
は

じ
め
と
し
て
、
供
用
後
の
経
過
年
数
も
年
々
増
加
し
て
い

る
こ
と
や
老
朽
化
対
策
等
、
維
持
管
理
関
係
費
の
所
要
額



が
増
加
す
る
傾
向
の
中
で
、
よ
り
一
層
の
経
費
節
減
と
効

率
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
一
一
年
度
の
維
持
改
良
費
と
し
て
は
、
改
良
費
、

防
災
対
策
費
及
び
維
持
管
理
費
の
合
計
三
、
二
五
二
億
円

を
計
上
し
て
い
る
o

改
良
費
で
は
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交
通
安

全
対
策
に
関
す
る
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
強
化

型
防
護
柵
、
排
水
性
舗
装
な
ど
の
総
合
的
な
交
通
安
全
対

策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

沿
道
環
境
の
一
層
の
改
善
を
図
る
た
め
遮
音
壁
の
整
備
や

低
騒
音
舗
装
の
実
施
等
に
よ
る
総
合
的
な
環
境
対
策
を
積

極
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　 　　　　　　
(予定)

ま
た
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
策
と
し
て
、
平
成
一

○
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

｢第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ

ラ
ム
｣
に
基
づ
き
、
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
解
消
･
緩
和

対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)
の
サ
ー
ビ
ス
を
東
関
東

自
動
車
道
等
の
首
都
圏
の
一
部
地
域
で
開
始
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
改
良
等
の
渋
滞
対

策
、
舗
装
改
良
、
道
路
情
報
提
供
設
備
の
拡
充
及
び
遮
音

壁
設
置
等
の
環
境
対
策
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

防
災
対
策
費
で
は
、
災
害
の
予
防
の
た
め
の
法
面
の
補

強
、
異
常
気
象
時
及
び
地
震
等
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
対

策
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

特
に
、
先
の
阪
神
･
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
、
平
成
九

年
度
に
完
了
し
た

｢震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
事
業
｣
に

引
き
続
き
、
橋
梁
の
補
強
等
を
実
施
し
て
い
く
。

維
持
管
理
費
で
は
、
道
路
の
点
検
、
清
掃
、
雪
氷
作
業
、

事
故
復
旧
工
事
、
施
設
の
保
守
･
更
新
、
小
修
繕
工
事
等

を
実
施
し
、
道
路
の
機
能
を
正
常
、
良
好
に
維
持
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

四

調
査
費

平
成
一
一
年
度
の
調
査
費
は
、
七
一
億
円
と
な
っ
て
い

る
。
予
算
内
容
は
、
測
量
･
地
質
･
設
計
調
査
等
の
事
業

計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
技
術
調
査
、
高
速
自
動
車
国
道

の
経
営
計
画
や
採
算
性
確
保
の
検
討
等
を
行
う
経
済
調
査
、

事
業
区
域
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
獨
査
等
を
行
う
特
刹

高速自動車国道整備の経緯
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高規格幹線道路網図

北海道横断自動車道
夕張 42km

中央n勤中道国営鎖寂京都

(神戸‐増[ルート1拝戸和曠門

東北横断自動車道酒田線
北陸自動車道 (拡幅)
上越~名立谷浜 8』

勤車道(拡幅〕 “ 三隅 ･ ′ 搦副 三次 Tハ. 、へ、留証中雫

凡 例
品蝶E伽事盟･三
- - 供 用 区 甜
ニニニ整錮針圏区間
oooo蕊本群圏区祠
ニニニニ予定路線区間
= 膵臓観閲

‘‘ ‘･ ･･□⑰觴皸]□⑰觴皸]
ーきg腔供 用 区 間
=□詩写 翁 中
=.== 計 圈 中

= 'l年度聽鰓区閭
=E= 11年度砦凝"雛箭厩

念騰聯頂mm所

富壺描供 用 区 間
藷諸 1"年度!鍍侠剛蛔

東北縦貫自動車道(癩割
大谷PA~子宮 4』

四国縦貫自動車道
井川池田~川之江虹d

高速自動車国道の開通予定区間

こニニコ平成1 1年度開通予定区間

注) 事業中には着工準備を含む (平成10年度末現在)



定
、
九
区
間
二
三
五
如
の
四
車
線
化
区
間
の
整
備
計
画
変

調
査
費
等
で
あ
る
。
特
に
平
成
=

年
度
は
五
年
に
一
度

の
交
通
セ
ン
サ
ス
の
実
施
年
度
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
必
要
額
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

国
｣幹
番
と
施
行
]“命
令

平
成
一
〇
年
三

月
二
五
日
に
第
三
一
回
国
幹
審
が
開

定 催

　　　 　

三
区
間
一

表 3 新たな整備計画 (案)

路 線 名 区 間 延長国 事業費(億円) 備 考

東北横断自動車道 遠野市~ 宮守村 9 350 暫定2車線

東北中央自動車道 米沢市万世町~ 米沢市窪田町 9 640 "

高畠町~ 上山市 24 l,570 "

常磐自 動車道 新地町~ 山元町 l6 740 "

東関東自動車道 三郷市~ 松戸市 lo 1,870 完成4車線

第二東海自動車道 秦野市~ 御殿場市 33 9,040 暫定4車線

中部横断自動車道 八千穂村~ 佐久市 23 770 暫定2車線

近畿自 動車 道 名古屋市緑区~ 名古屋市名東区 15 2,370 完成 4車線

" 菰野町~ 亀山市 18 3,810 暫定4車線

" 高槻市~ 箕面市 20 6,740 "

中国横断自動車道 龍野市~ 山崎町 25 780 暫定2車線

四回横断自動車道 阿南市~ 小松島市 10 630 "

東九州 自動車道 北郷町~ 日南市 9 410 "

10道 13区間 221 29,720

km

　　
　

た 一

　　
備 玉

計 ‐
画
の が
策 開 そ

更
及
び
、
六
箇
所
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
･
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
追
加
に
伴
う
整
備
計
画
の
変
更
が
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
、
第
三
〇
回
国
幹
審
で
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
日
本

道
路
公
団
に
お
い
て
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
た
二
八
区
間

五
八
八
畑
及
び
八
箇
所
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
･
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
同
日
建
設
大
臣
か
ら
日
本
道
路
公
団

総
裁
へ
施
行
命
令
が
出
さ
れ
た

(表
3
･
4
･
5
･
6
･

7 総 チ 五 道 ま ン 更
ち 裁 ェ 八 路 た ジ 及

ヘ ン 八 公 、 の び

表 4 ジャンクション ･インターチェンジの追加 ( 6 箇所) 表 臣 ク ら 言 か ョ

高規格幹線道路や地域高規格道路との接続き宍滞対策等のためのジャンクション. 3 か シ れ 画 更 ン

インターチェンジを追加する整備計画変更の内訳は以下の通り。
･ ら ョ て が が ･

4 日 ン き イー イ
内 容 件 数 内 訳

①高規格幹線道路 (一般国道自動車専用道路) との接続

例 :中国横断自動車道と江津道路 (一般国道の自動車

専用道路) を連結するジャンクションの設置。

2箇所 釧路市

浜田市

②地域高規格道路との接続

例 :東北縦貫道の矢吹インターチェンジと東北横断自

動車道の小野インターチェンジを福島空港あぶく

ま南道路 (地域高規格道路) で連絡。

2箇所 福島県西白河郡
矢吹町

福島県田村郡
小野町

③渋滞対策
現東名の海老名北ジャンクションから分岐して海老

名北インターチェンジを設置し、 現在の厚木インタ

ーチェンジに集中する交通の分散を図る。

1箇所 海老名市

④連結予定施設の道路認定に伴う追加

連結位置として予定されている甲奴町において、 連

結道路の計画が具体化したこ げごよるインターチェ

ンジの追加。

1箇所 広島県甲奴郡
甲奴町

計 6箇所

新
た
な
整
備
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
高
速
自
動

車
国
道
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
基
本
計

画
区
間
の
う
ち
、
環
境
影
響
評
価
手
続
き
が
完
了
し
た
一

三
区
間
二
二
一
如
に
つ
い
て
、
以
下
の
選
定
要
件
に
基
づ

き
、
国
幹
審
の
議
を
経
て
新
た
な
整
備
計
画
が
決
定
さ
れ

た き 三
① 新 o 、 区

た 国 間
大 な 幹 二

新
た
な
整
備
計
画
区
間
の
主
な
機
能
･
役
割
と
し
て
は
、

①

大
都
市
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、
通
過

道々テセ 99.2 25



交
通
の
分
散
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
･
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
向
上
･
沿
道
環
境
の
保
全
等
に
資
す
る

環
状
道
路
を
整
備
。

②

我
が
国
の
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
縦
貫
道
の
リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
を
図
る
た
め
、
代
替
･
迂
回
機
能
の

確
保
、
災
害
時
の
信
頼
性
向
上
等
に
資
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
。

③

広
域
的
な
地
域
間
の
交
流
･
連
携
を
推
進
す
る
た

め
、
空
港
･
港
湾
な
ど
の
物
流
拠
点
、
地
方
拠
点
都

市
な
ど
へ
の
連
絡
強
化
に
資
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
。

で
あ
る
。

高
速
自
動
車
国
道
の
暫
定
二
車
線
供
用
中
区
間
の
四
車

線
化
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
要
件
に
基
づ
き
区
間
の
選
定

を
行

っ
た
。

①

年
間
を
通
じ
て
利
用
交
通
量
が
多
く
渋
滞
発
生
も

表 5 4車線化予定区間

路 線 名 区 間 延長(km) 事業費(億円) 備 考

北海道縦貫自動車道 深川~旭川鷹栖 27 420

東北横断自動車道 大曲 ~ 秋田南 35 310

" 山形蔵王 ~ 山形北 6 脚
" いわきJC T ~ 郡山JC T 72 1

,
550 ⑧

関 越 自 動 車 道 小諸 ~ 更埴JC T 37 850

" 信州中野~信濃町 21 540 ⑧
常 磐 自 動 車 道 千代田石岡 ~水戸 " 30 ㈱東海北陸自動車道 美濃 ~ 郡上八幡 “ 860

近 畿 自 動 車 道

榊
TTJ気和勢 20 190 @

" 鰤★絲 22 420

中国横断自動車道 陽賀~TTJ山同 器 610 ⑧
" 山蒜~TTJ合落 総 " ⑧

四国縦貫自動車道 山松~内=“= 12 290 ⑧
四国横断自動車道 榿TTJ江之== “ 鰡

" 鞠~轉 RU 250 ④
九州縦貫自動車道 のび･え~吉人 22 460

九州横断自動車道 TTJ出RH~燃 約 540 ②
⑧置設嗽棚 22 230

計 482 鰔(※ 1 )横手~ 大曲、新津~ 三川、会津若松~ 会津坂下、横浜町田~ 厚木、郡上八幡~ 白

鳥、 溝口~ 米子、 旭~ 浜田の各区間に、 渋滞対策や交通安全確保のための付加

車線を設置。
(※ 2 ) 4 車線化予定区間の全部又は一部の区間について、 国幹審の議を経て整備計画

の変更を必要とする区間。
(※ 3 )当該区間のみ暫定 4車線供用区間を 6車線化。

申

、

間

す

定

般

飛

子

区
と
暫

一

、
米

0
定
要
み
他

曲

~
置

予

必

の

の

大
ロ

設

化

を

聞

こ

~
溝
を
線
更
区

、

手

、
線
車
変
該
お

横
鳥
車
4

の
当

な

D

の

め
"

※

※

※

※ なお、 この他一般国道の自動車専用道路で整備する高規格幹線道路の京都縦貫

自動車道 (京都丹波道路 :千代川IC ~ 園部IC ) 及び西九州自動車道 (福岡前原

道路) の 4車線化に着手する。

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
渋
滞
を
解
消
し
、
常
時
円
滑

な
交
通
の
確
保
を
図
る
必
要
の
あ
る
区
間

②

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
伴
い
、
利
用
交
通
量
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
円
滑
な

交
通
や
交
通
安
全
の
確
保
を
図
る
必
要
の
あ
る
区
間

こ
れ
ら
の
区
間
の
四
車
線
化
に
よ
り
、
災
害
等
緊
急
時

に
お
け
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
、
信
頼
性
の

向
上
を
図
る
。

今
回
の
国
幹
審
及
び
施
行
命
令
に
係
る
高
速
自
動
車
国

道
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、
追
加
投
資
額
は
、
約

一
〇
兆
六
、
0
0
0
億
円
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
に
伴
う

需
要
創
出
効
果
は
約
一
九
兆
一
、
○
○
0
億
円
で
あ
り
、

現
在
事
業
中
の
区
間
も
含
め
る
と
約
四
二
兆
四
、
○
○
○

億
円
と
推
計
さ
れ
る
o

ま
た
、
現
在
供
用
中
又
は
事
業
中
の
区
間
に
加
え
今
回

の
施
行
命
令
区
間
が
完
成
し
た
時
点
で
の
走
行
時
間
の
短

縮
等
の
利
用
者
便
益
は
年
間
約
一
兆
二
、
○
○
0
億
円
増

加
し
、
年
間
一
〇
兆
八
、
○
○
○
億
円
に
な
る
も
の
と
推

計
さ
れ
る
。

六

お
わ
り
に

高
速
自
動
車
国
道
は
、
人
や
物
の
輸
送
の
大
動
脈
と
し

て
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
物
流
の
効
率
化
な

ど
我
が
国
の
産
業
経
済
及
び
国
民
生
活
を
支
え
る
た
め
に

不
可
欠
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
国
民
各
層
か
ら
強
い
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

26 道々テセ 99.2



一
方
、
今
後
は
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
な
ど
多
く

助
成
の
安
定
的
充
当
を
行
い
な
が
ら
、
経
済
情
勢
が
大
き

の
事
業
費
を
要
す
る
路
線
や
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
等
の
構
造

物
比
率
の
高
い
横
断
道
等
の
整
備
が
中
心
と
な
っ
て
い
く

た
め
、
よ
り
効
率
的
に
事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策
に
対
す
る
行

動
計
画
等
に
基
づ
き
、
よ
り
徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識
を
念

頭
に
お
い
た
経
営
の
合
理
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
的

表 6 施行命令区間 (28区間斑8km)

路 線 名 区 間 延長(km) 事業費(億円) 備 考

北海道横断自動車道 夕張 ~ トマム 鞘 鰡 暫定 2 車線

東 北 横 断 自 動 車 道 宮守 ~ 東和 器 鈎 "

日本海沿岸東北自動車道 荒川 ~朝日 れ 鰡 "

" 大館 ~ 小坂 蜷 脚 "

東北 中 央 自 動 車 道 福島~米沢 28 2
,
040 "

" 東根 ~尾花沢 お 鰡 "

常 磐 自 動 車 道 相馬 ~ 新地 0〉 340 "

東 関 東 自 動 車 道 松戸 ~ 市川 m " 完成 4 車線

" 鉾田 ~ 茨城 17 740 暫定 2 車線

第二 東 海 自 動車 道 名古屋南 ~ 有松 880 IC の 延 伸

中部 横 断 自 動 車 道 清水 ~ 増穂 " 駒 暫定2車線

近 畿 自 動 車 道 四日市 ~ 菰野 員 卿 "

" 八幡 ~ 高槻 m 脚 "

" 栫~面箕 22 卿 "

" 糒~楠 m 880 慾繊
" 浜白

[~辺田 蜷 970 轢鹸
" 纖~贓 卸 助 "

" 賀敦~浜小 38 物 "

中 央 横 断 自 動車 道 合田吉~和口 34 鰡 "

四 国 横 断 自 動 車 道 噺~鴻 22 " "

" 罐杜 M 730 "

" 間三~島和宇 に･u 300 "

九州 横 断 自 動 車 道 矧~船街 22 880 "

東 九 州 自 動 車 道 津豊~橋行 QU 550 "

" 江蒲~雛 “ 970 "

･ 〃 膿故!目~棚 34 鞠 "

" 瑯~識 聡 知 "

" 良み甲屋鹿~志布志 18 760 "

l3 道 獨 588

彌

く
変
化
し
な
け
れ
ば
、
基
本
的
に
は
料
金
を
上
げ
な
い
よ

う
様
々
な
工
夫
を
行
い
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
を
進

め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
促
進
の
た
め
に
は
、

設
計
協
議
、
用
地
買
収
、
文
化
財
調
査
等
の
支
援
･
協
力

と
地
域
住
民
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
と
も
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
、
高
速
自
動
車
国
道
の
積
極
的
か
つ
重
点
的
な
整
備
の

2

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

(道
路
局
高
速
国
道
課
課
長
補
佐
)

道行セ 99.2

表 7 ジャンクション ･インターチェンジの施行命令箇所 ( 8 箇所)

路 線 名 JC T ･ IC名 連 結 位 置 取 付 道 路

北海道横断自動車道 帯 広 北海道河西郡芽室町 帯広 ･ 広尾自動車道

東北縦貫自動車道 仙 台 南 仙台市 仙台南部道路

第一東海自動車道 海老名北 海老名市 首都圏中央連絡自動車道
及び市道53号

近 畿 自 動 車 道 清 洲 東 讓謙
齪

区
廳

榧
秒

屋

町

古
洲

名
清

路道岐名

" 春 日 舸纖孃 道動白
]幽髄山 陽 自 動 車 道 東 広 島

鰤
道車動{□]呉鵜- 〃 広 島 東 鰤 線譲鶇

九州縦貫自動車道 加 治 木 部県

町

島
木

児

治

鹿

加
踞道般一



8
◆
特
集
/
平
成
十

.
年
度
道
路
関
係
予
算
A遂
炎
務
◎
AX
Y

有
料
道
路
関
係
予
算
⑭
概
要

伊
勢

田

敏

2

一
般
有
料
道
路

前
年
度
に
引
き
続
き
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
一
環
を
形

成
す
る
圏
央
道
(八
王
子
-
鶴
ヶ
島
)、
大
都
市
圏
の
自
動

車
専
用
道
路
で
あ
る
横
浜
横
須
賀
道
路

(佐
原
ー
馬
堀
)、

渋
滞
対
策
と
し
て
整
備
す
る
京
葉
道
路
の
改
築
工
事
等
四

〇
路
線
の
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
新
規
路
線
と
し
て
中
部
縦
貫
自
動
車
道

(高
山

清
見
道
路
)
(九
･二
虹
)、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
(隈

之
城
-
伊
集
院
)
(二
四
･
九
蝿
)
に
着
手
す
る
。

さ
ら
に
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
安
全
性
、
定
時

性
等
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
良
好
な
道
路
環
境
を
保
全

蝦

す
る
観
点
か
ら
、
各
種
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

セ行

特
に
、

道

①

大
気
質
や
騒
音
に
関
す
る
沿
道
環
境
改
善
対
策
で

8つム

あ
る

｢緊
急
環
境
対
策
事
業
｣
に
つ
い
て
、
新
型
遮

は
じ
め
に

有
料
道
路
事
業
は
、
財
政
投
融
資
資
金
や
民
間
か
ら
の

借
入
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
整
備
を
進
め
る

も
の
で
、
少
な
い
国
費
で
事
業
を
推
進
で
き
る
と
い
う
特

色
が
あ
り
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
は
、
有

料
道
路
制
度
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

平
成
二

年
度
有
料
道
路
関
係
予
算
額
は
、
五
箇
年
計

画
対
象
事
業
費
で
二
兆
六
、
二
七
七
億
円
で
あ
り
、
有
料

道
路
関
係
事
業
費
が
全
体
事
業
費
に
占
め
る
割
合
は
、
三

五
%
と
な

っ
て
い
る

(表
1
)
。

都
市
間
の
広
域
的
な
交
流
を
支
え
る
高
規
格
幹
線
道
路
、

大
都
市
圏
の
環
状
道
路
等
に
つ
い
て
、
適
正
な
料
金
水
準

の
も
と
で
、
採
算
を
確
保
し
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

償
還
の
仕
組
み
の
改
善
や
公
的
助
成
の
拡
充
･
安
定
的
確

保
を
図
る
。

以
下
、
有
料
道
路
の
事
業
主
体
別
に
予
算
の
概
要
を
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

一

日
本
道
路
公
団

1

概

要

平
成
三

年
年
度
予
算
額
(五
箇
年
計
画
対
象
事
業
費
)

は
、
日
本
道
路
公
団
全
体
で
一
兆
八
、
三
一
九
億
円

(対

前
年
度
比
一
･0
0
倍
)、
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
高
速
自
動

車
国
道
が
一
兆
六
、
九
一
九
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0

一
倍
)、
一
般
有
料
道
路
が
一
、
四
〇
〇
億
円
(対
前
年
度

比
○

･
九
三
倍
)
と
な

っ
て
い
る

(表
2
)
。



表 1 平成11年度道路整備予算総括表 (単位 ;百万円)

区 分
11 年 度 (A ) 前 年 度 (B ) 倍 率 (A )/ (B )

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

一 般 道 路 4 ,790,825 2,894 ,863 4 ,764 ,686 2 ,858 ,474 1･01 1･01

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団
首 都 高 速 道 路 公 団

阪 神 高 速 道 路 公 団

本州四国連絡橋公団

地 方 道 路 公 社 等

(N T T - A 型事業)

道 路 開 発 資 金

2 ,627,749

1,831,905

273 ,892

164,346

28 ,098

289 ,558

(214 ,042)

39 ,950

522 ,233

289 ,462

40 ,050

15 ,850

53 ,333

103 ,538

(90 ,336)

20,000

2 ,840 ,305

1,831,526

321 ,483

204 ,046

142 ,588

300,712

(216 ,242)

39 ,950

507 ,511

266 ,910

38 ,060

21,250

53 ,333

107 ,958

(89 ,716)

20 ,000

0 ,93

1.00

0 .85

0 ,81

0 .20

0 .96

0.99

1.00

1.03

1.08

1.05

0 .75

1.00

0 ,96

1･01

l.00

道 路 整 備 計 7 ,418 ,574 3 ,417,096 7,604 ,991 3 ,365 ,985 0.98 1.02

備考 1 . 有料道路事業の各区分の計数には、 (N T T‐A型事業) を含む。
2 , 地方道路公社等は、 地方道路公社及び地方公共団体に対する有料道路融資等である。

表 2 平成11年度日本道路公団予算総括表 (高速 ･一般別) (単位 :百万円)

11 年 度 (A ) 前 年 度 (B ) 倍 率(A )/ (B )

高 速 一 般 計 高 速 一 般 計 高速 一般 計‐

(事業計画)
建 設 費
(うち社会資本

整備事業費)
維 持 改 良 費

調 査 費
建 設 利 息

小 計
業務管理費等
業務外支出等

1,214 ,00O

(2 ,000)

325 ,l59

7 ,117

145 ,624

1,691,900

292 ,424

2 ,675 ,503

74 000

(0)

38 ,290

1,142

26 ,573

140 ,005

56 ,960

510 ,908

L 288 ,000

(2 ,000)

363 ,449

8 ,259

172 ,197

上831 ,905

349 ,384

3 ,186 ,411

1,198 ,000

(3 ,000)

323 ,368

5,292

154 ,885

1,68上545

248 ,437

2,602 ,009

79,645

(0)

38,272

950

31,114

149,981

51,075

558,998

1,277 ,645

(3 ,000)

361,640

6 ,242

185 ,999

1,831,526

299 ,512

3 ,161,007

1.01

(0 .67)

1.01

1,34

0 .94

1･01

1.18

1 03

鋸

一

の
加
節
兜
物

税

1.01

(0 .67)

1.01

1.32

0 .93

1･00

1.17

1.01

合 計 4 ,659 ,827 707 ,873 5 ,367,700 4,531,991 760,054 5 ,292 ,045 1,03 0 .93 l･01

(資金計画)
政府出資金等

社会資本整備
事 業 収 入

政 府 借 入 金

開発者負担金

財 投 資 等
縁 故 債
外 債
民 間 借 入 金

業 務 収 入 等

287,000

2,000

L 050

950

1,781,300

118 ,300

80 ,300

516 ,800

1,874 ,127

1,412

0

0

0

325 ,000

21,700

14 ,700

95 ,100

249 ,961

288 ,412

2 ,000

1,050

950

2 ,106 ,300

140 ,000

95,000

611,900

2 ,124,088

262 7 00

3 ,000

1,575

1,425

1,601,900

128 ,600

87,200

472,300

1,976,291

2,635

0

0

0

421,700

11,400

7 ,800

41,600

274 ,919

265 ,335

3 ,00O

1,575

1,425

2 ,023 ,600

140 ,000

95 ,000

513 ,900

2 ,251,210

1.09

0 .67

0 .67

0 .67

1 .11

0 .92

0 ,92

1 ,09

0 .95

0 .54

0 .77

1.90

1.88

2 .29

0 .91

1.09

0 .67

0 .67

0 .67

1.04

1,00

l･00

1 ,19

0.94

合 計 4 ,659 ,827 707,873 5 ,367,700 4 ,53九991 760,054 5 ,292 ,045 1.03 0 .93 1･01

(注) 1 . 社会資本整備事業収入中の政府借入金は、 N T T‐A型資金である。
2 . 業務管理費等は納付消費税を含む。 (納付消費税を除く前年度倍率は全体で0.98である。)
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音
壁
の
設
置
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

②

V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
、
E
T
C

(
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料

金
収
受
シ
ス
テ
ム
)
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
等
に
よ
り
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

(図
ー
)。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
有
料
道
路
建

設
費
等
と
し
て
一
、
四
〇
〇
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九

三
倍
)
を
計
上
し
て
い
る
o

セ
キ
ナ
,
議

そ
,三

二ゞ
言
三
ふ
き
ふ
き
を
仇rべきさ

きもちきネコな孃二
言
さ
さ
な
き
み
*

　　
　　　　

　　
　
　　
　　　　　　　

　　　　
　　　　　　
　
　

　

　

　
　
　

　　　
　　　　　
　
　　　
　　　　
　　
　　
　

　
　
　

　　　

　
　

二

首
都
･
阪
神
高
速
道
路
公
団

1

首
都
高
速
道
路
公
団

前
年
度
に
引
き
続
き
首
都
高
速
中
央
環
状
新
宿
線
等
九

路
線
の
建
設
事
業
を
実
施
す
る
。

特
に
、

①

東
京
都
心
部
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
首
都
高

速
板
橋
足
立
線
、
首
都
高
速
中
央
環
状
新
宿
線
の
整

備
を
促
進
す
る
。

②

東
京
湾
岸
道
路
の
一
部
を
形
成
す
る
高
速
湾
岸
線

(五
期
)
の
整
備
を
促
進
す
る
。

③

業
務
核
都
市
の
育
成
･
機
能
強
化
に
資
す
る
高
速

大
宮
線
、
高
速
川
崎
縦
貫
線
の
整
備
を
促
進
す
る
。

　

④

上
記
継
続
路
線
の
う
ち
、
湾
岸
線

(五
期
)
の
一

“

E T C (ノンストップ自動料金収受システム)

部
区
間

(並
木
ー
杉
田
三
･
五
如
、
三
渓
園
仮
i
本

セ

ー

行

図

牧
ふ
頭
四
･
一
如
)
の
開
通
を
目
指
す
。

道

⑤

営
業
路
線
の
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
小
菅
J
C

OへJ

T
付
近
改
良
、
清
新
町
出
入
口
等
の
渋
滞
対
策
事
業



を
推
進
す
る
。

⑥

利
用
者
の
情
報
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
･
多
様
化
の
要

請
に
応
え
、
所
要
時
間
表
示
板
等
の
道
路
交
通
情
報

提
供
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受

シ
ス
テ
ム
)
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
等
に
よ
り
利
用
者
サ

i
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設
費

等
と
し
て
二
、
七
三
九
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
八
五
)

を
、
計
上
し
て
い
る

(表
3
)
。

2

阪
神
高
速
道
路
公
団

前
年
度
に
引
き
続
き
淀
川
左
岸
線
等
一
四
路
線
の
建
設

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、新
た
に
京
都
高
速
道
路
(油

小
路
線
)
に
着
手
す
る
。

特
に
、

①

大
阪
地
区
の
内
陸
部
と
臨
海
部
と
の
ア
ク
セ
ス
機

能
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
既
設
環
状
線
の
渋
滞

J

を
緩
和
す
る
た
め
の
淀
川
左
岸
線
･
大
和
川
線
等
の

299

整
備
を
促
進
す
る
。

セ

②

兵
庫
地
区
の
南
北
方
向
の
交
通
混
雑
を
緩
和
し
縊

漸

路
区
間
の
解
消
を
図
る
北
神
戸
線
、
神
戸
山
手
線
の

整
備
を
促
進
す
る
。

③

京
都
市
内
に
お
け
る
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
よ
る

都
市
機
能
の
低
下
を
緩
和
す
る
た
め
、
大
阪
京
都
線

(新
十
条
通
)
の
整
備
を
促
進
す
る
。

社会資本整備事業収入中の政府借入金は、 N T T‐
は資金である。
建設利息には、 社会資本整備事業費に係る建設利

9 613百万円 (前年度9,776百万円) を含む。o

④

営
業
路
線
の
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
空
港
料
金
所

拡
幅
等
の
車
線
拡
幅
、
出
入
路
増
設
等
の
事
業
を
推

進
す
る
。

⑤

利
用
者
の
情
報
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
･
多
様
化
の
要

'

請
に
応
え
、
所
要
時
間
表
示
板
等
の
道
路
交
通
情
報

提
供
の
充
実
を
図
る
。

表 3 平成11年度首都高速道路公団予算総括表
(単位 :百万円)

区 分 饑
㈹
u 度年

⑬
前 率

助教
倍
“

費
勘
費
金
費
費
息

等
等

設
轢
築
担

善

計
費
出

建
麟
改
分

擦
利

理
支

路
本
路
路
査
修

設

管
外

圓
道
鏡
道
街

持

小
務
務

癪
速
拙
速
連

傳
高
6
高
関
調
維
建

業
業

知
鰡
…
桝
阻
襁
偽
892
255

160

102
知
醐
1
1
船
邱
273

53

432

膿
縦
職
刈
田
鰡
779

鰓
掘
部

160
街
39
1

1

45

73

翔
56
424

税
粗

雑
雌
00

%
93

85

%
02

0

@
1

1

1

0

0

0

0

1

合 計

榔“ 鱗
金

府

体

入

金

金

金

償

金

等

団
靭
入
似

入

入

共
事

′
体
資

資

公
鰤
借
姻
故
借
収

誠
方
蘇
府
矮
投

間
務

総
出
政
地
会
政
地

社

財
緑
民
業

脚
画
御
節
…
㈲
400
500

即
断

姫

鋭

潴

笠

蜷

蜷

341

27

27

282

600

300

300

520

760

760

御
500

500

鋼

製

22

22

紅

崎

第

369

28

28

299

08

08

鵤
02

02

02

92

%
%
%

合 計

鯖㈱ 沸

シ
ス
テ
ム
)
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
等
に
よ
り
利
用
者
サ

備
を
は
円

ま
た
、
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

.
A

.
壷

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設
費

鱸

等
と
し
て
一
、
六
四
三
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
八
一
)

を
、
計
上
し
て
い
る

(表
4
)。



表 4 平成11年度阪神高速道路公団予算総括表
(単位 :百万円)

区 分
l1年度

(A)

前年度
(B)

倍 率

(A)/(B)

(事業計画)
高 速 道 路 建 設 費
高 速 道 路 改 築 費
関 連 街 路 分 担 金
調 査 費
維 持 修 繕 費
建 双 利 息

小 計
業 務 管 理 費 等
業 務 外 支 出 等

75,300

40 ,744

58

765

28 ,080

19 ,399

164 ,346

40 ,470

419 ,828

104 ,500

43,995

0

765

28 ,637

26 .149

204 ,046

37,303

388 ,174

0 .72

0 ,93

皆増
1.00

0.98

0.74

0.81

1.08

1.08

合 計 624 ,644 629 ,523 0 9 9

(資金計画)
出 資 金

政 府
地 方 公 共 団 体

財 投 資 金

縁 故 債
民 間 借 入 金
業 務 収 入 等

3L 700

15 ,850

l5 ,850

3lo ,000

39 ,900

40 ,500

202 ,544

42 ,500

21,250

2l,250

310,800

40,000

40,700

195,523

0 .75

0 .75

0 .75

1.00

L oo

1･00

1 .04

合 計 624 ,644 629,523 0 .99

三

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

三
ル
ー
ト
か
ら
な
る
本
州
四
国
連
絡
道
路

(基
本
計
画

延
長
一
七
六
･九
蝿
)
の
う
ち
、
現
在
一
四
六
･八
如

(八

三
%
)
を
供
用
中
で
あ
る
。
平
成
三

年
五
月
一
日
に
尾

道
･
今
治
ル
ー
ト
の
新
尾
道
大
橋
、
多
々
羅
大
橋
及
び
来

島
海
峡
大
橋
が
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
三

ル
ー
ト
が
概
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

平
成
=
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
行
う
た
め
、
建
設
費
等
と
し
て
二
八
、

○
九
八
百
万
円

(対
前
年
度
比
○
･
二
0
)
を
計
上
し
て

い
る

(表
5
)
。

カミ

“等
①

神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト
の
本
州
四
国
連
絡
道
路
と
四

国
横
断
自
動
車
道
の
連
結
の
た
め
の
鳴
門
I
C
接
続

工
事

②

尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
の
新
尾
道
大
橋
、
多
々
羅
大

橋
及
び
来
島
海
峡
大
橋
の
残
工
事
等

(仮
設
備
撤
去

表 5 平成11年度本州四国連絡橋公団 (単位 :百万円)

区 分

11 年 度
(A )

前 年 度
(B )

倍 率
(A )/ (B )

全 体
うち

道路分
全 体

うち

道路分
全体

うち

道路分

(事業計画)
建 設 費
調 査 費
維 持 修 繕 費
建 設 利 息 等

小 計
業務管理費等
業務外支出等

1,638

416

11,109

16 ,285

17 ,435

385 ,898

1,598

399

9,816

16,285

28,098

16,595

379,164

93 ,433

416

10,595

39 ,554

16,933

390,775

93,397

399

9 ,238

39 ,554

142 ,588

16 ,172

377 ,367

0 .02

1･00

1 ,05

0 .41

1.03

0.99

0.02

1.00

1,06

0 .41

0 .20

1.03

1.00

合 計 432 ,781 423,857 551,706 536 ,127 0.78 0 .79

(資金計画)
出 資 金
政 府
地方公共団体

補 助 金
財 投 資 金
縁 故 債
民 間 借 入 金

業 務 収 入 等

80,000

53 ,333

26 ,667

34

135 ,400

85 ,300

31,000

l01,047

80 ,00O

53 ,333

26 ,667

135,400

85,300

31,000

92 ,157

80 ,000

53 ,333

26 ,667

31

178 ,300

161,200

17 ,500

114,675

80 ,000

53 ,333

26,667

178 ,300

16主200

17,500

99 ,127

1.00

1.00

L OO

l.10

0 .76

0 ,53

1･77

0 .88

1･00

1.00

L oo

0 .76

0 .53

1･77

0 .93

合 計 432 ,781 423 ,857 551,706 536 ,127 0 .78 0 .79

J2 道行セ 99.2



表 6 有料道路融資事業予算 (単位 :百万円) れ に 、, 1
地
方
道
路
公
社
等
が
行
う
指
定
都
市
高
速
道
路
、
一
般

有
料
道
路
及
び
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
有
料
道
路
整
備
資

金
貸
付
制
度

(無
利
子
貸
付
制
度
)
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
N
T
T
-
A
型
資
金
を
活
用
し
て
、
有
料
道
路
と
こ

れ
に
密
接
に
関
連
す
る
公
共
施
設
を
一
体
的
に
整
備
す
る

平成11年度 (A ) 平成10年度 (B ) 倍率(A )/(B )

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

280,558 99,038 282 ,818 99 ,011 0 ,99 1･00

四

有
料
道
路
融
資
事
業

要

表 7 平成11年度一般有料道路完成予定路線

道 路 名 事業主体 路 線 名 区 間 延 長

銚子･新大橋有料道路
千 葉 県
道路公社

一般県道

銚子波崎線

千葉県銚子市小船木町

~ 茨城県鹿島郡波崎町
1 7km

三浦縦貫道路
神奈川県

道路公社

(主)

横須賀三崎線
横須賀市衣笠町

~ 横須賀市林
4.7km

南知多道路 (拡幅)
愛 知 県

道路公社

(主)

半田南知多公園線

半田市彦洲町~

知多郡南知多町豊丘
l9.6km

安芸灘大橋有料道路
広 島 県

道路公社

(主)

下蒲刈川尻線

安芸郡下蒲刈町下島

かわじりちょうこにかた
豊田郡川尻町小仁方

2,7km

大島大橋有料道路
長 崎 県

道路公社

(主)

大島太田和線

西彼杵郡大島町寺島~
にしそのぎぐんきいかいち“
西彼杵郡西海町中浦北

2.6km

総
合
有
料
道
路
事
業
な
ど
に
よ
り
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
三

年
度
の
有
料
道
路
融
資
事
業
の
予
算
額
は
、

事
業
費
二
、
八
〇
六
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
九
倍
)

で
あ
る

(表
6
)。

2 で 事 総
① あ 業 平 合

ー る 費 成 有
一 般
般 有
有 料
料 道
道 路
路 の

建
設

継
続
二
五
路
線
一
四
0
･
九
如
の
事
業
を
推
進
し
、

表 8 平成11年度一般有料道路新規着手路線 線 路
道 路 名 事業主体 路 線 名 区 間 延 長

福岡前原道路 (m期)
福 岡 県
道路公社

国道497号
福岡市西区周船寺
まえばるし ひびし

~前原市大学東
7.7km

新大利根橋有料道路
茨 城 県

道路公社
(主)守谷流山線

茨城県取手市戸頭

~ 千葉県柏市布施下
2.4km

衣浦豊田道路
愛 知 県

道路公社
国道419号

豊田市生駒町
らり噂うししんはやしら鑑

~ 知立市新林町
4.3km

表 9 平成11年度有料道路融資事業 (駐車場) 完成予定箇所 ②
う
ち
、
大
島
大
橋

(長
崎
県
道
路
公
社
)
等
五
路
線

三
一
･
三
如
の
完
成
を
図
る
。

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
福
岡
前
原
道
路
m
期

(拡
幅
)
(福
岡
県
道
路
公
社
)、
衣
浦
豊
田
道
路
(愛

知
県
道
路
公
社
)
等
三
路
線
一
四
･
四
m
の
整
備
に

駐 車 場 事業主体 路 線 名 箇 所 台 数

岐阜市駅西駐車場 岐 阜 市
(市)
橋本町 2丁目線

岐阜市橋本町 2丁目 623台

谷町筋地下駐車場
大 阪 市

道路公社

(府)
大阪和泉泉南線

大阪市中央区谷町 211台

高
岡
中
央
駐
車
場

(高
岡
市
)
等
一
○
箇
所
の
事

着 知 ( 三
駐 手 県 拡 ま ー
車 す 道 幅 た ･

場 る 路 ) 、 三
0 入 翁 km

表10 平成11年度有料道路融資業 (駐車場) 新規着手箇所

駐 車 場 事業主体 路 線 名 箇 所 台 数

長居公園地下駐車場
大 阪 市

道路公社
一般国道479号 大阪市東住吉区長居 255台

道々テセ 99,2 33



業
を
推
進
し
、
う
ち
、
谷
町
筋
地
下
駐
車
場

(大
阪

如
の
事
業
を
推
進
す
る
。

市
道
路
公
社
)
等
二
箇
所
の
完
成
を
図
る
。

②

福
岡
北
九
州
高
速
道
路

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
長
居
公
園
地
下
駐
車
場

福
岡
高
速
道
路
は
、
福
岡
高
速
五
号
線
等
継
続
三

(大
阪
市
道
路
公
社
)
に
着
手
す
る
。

路
線
二
五
･
八
虹
の
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
北
九
州
高
速
道
路
で
は
、
北
九
州
高
速
五

3

指
定
都
市
高
速
道
路
の
建
設

号
線

(戸
畑
大
谷
線
)
等
継
続
二
路
線
九
･
一
如
の

①

名
古
屋
高
速
道
路

整
備
を
推
進
し
、
う
ち
、
北
九
州
高
速
一
号
線

(長

名
古
屋
高
速
名
古
屋
小
牧
線
等
九
路
線
四
三
･
三

野
ー
横
代
)
-
･
五
如
の
完
成
を
図
る
。

③

広
島
高
速
道
路

広
島
高
速
四
号
線

(広
島
西
風
新
都
線
)
等
継
続

三
路
線
九
･
八
蝿
の
整
備
を
推
進
し
、
う
ち
、
広
島

高
速
三
号
線

(広
島
南
道
路
)
二
･
六
如
の
完
成
を

図
り
、
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
広
島
高
速
二
号
線

(府
中
仁
保
道
路
)
五
･
九
如
の
整
備
に
着
手
す
る
。

(道
路
局
有
料
道
路
課
課
長
補
佐
)

表= 平成11年度指定都市高速道路完成予定路線

道 路 名 事 業 主 体 区 間 延 長

広島高速3号線 鎧繊議鵜 鶉~癲鮴 独北九州高速 1 号線 紐鱗謎鰤翻 期~繖 鞠
表12 平成11年度指定都市高速道路新規着手路線

道 路 名 事 業 主 体 区 間 延 長

広島高速 2 号線 広島高速道路公社 温品 ~ 仁保JC T 耽



8
◎
特
集
/
平
成
中
日
年
度
道
路
関
係
予
算
8
炎
遂
炎
務

地
濾
過
関
係
予
算
⑭
柳
襲

繩

田

正
“

藤
森

祥

弘
※

一
は
じ
め
に

地
方
道
は
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
延
長
は
、
都
道
府
県
道
約
一
三
万
虹
、
市
町

村
道
約
九
七
万
畑
で
あ
り
、
我
が
国
の
一
般
道
路
延
長
の

九
五
%
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
整
備
状
況
は
ま

だ
ま
だ
低
く
、
整
備
に
対
す
る
地
域
の
期
待
と
要
望
は
表

1
の
と
お
り
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
平
成
=

年
度
は
、
都
道

府
県
道
･
市
町
村
道
の
事
業
の
う
ち
、
全
国
的
な
観
点
か

ら
国
の
支
援
が
真
に
必
要
な
も
の
に
対
し
重
点
的
に
支
援

を
行
い
、
効
率
的
な
地
方
道
整
備
の
推
進
を
図
る
た
め
に

要
す
る
事
業
費
を
、
表
2
の
と
お
り
計
上
し
て
い
る
。

二

地
方
道
整
備
の
現
況

都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
は
、
高
速
自
動
車
国
道
や

一
般
国
道
等
を
補
完
す
る
地
域
の
幹
線
道
路
網
の
一
部
を

構
成
す
る
重
要
な
社
会
基
盤
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、
空
港
･

港
湾
･
鉄
道
駅
等
の
交
通
拠
点
、
工
業
･
流
通
団
地
や
観

光
･
リ
ソ
ー
ト
施
設
等
へ
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
と
し

て
各
種
地
域
振
興
施
策
の
推
進
に
資
す
る
と
と
も
に
、
通

勤
･
通
学
、
買
い
物
、
病
院
や
福
祉
施
設
の
利
用
な
ど
、

地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
整
備
水
準
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
改
良

率
は
、
国
道
が
八
八
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
未
だ
に
、
交

通
不
能
区
間
･
通
行
規
制
区
間
･
バ
ス
等
の
大
型
車
の
す

れ
違
い
が
困
難
な
区
間
等
の
整
備
を
要
す
る
箇
所
が
数
多

く
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
都
道
府
県
道
は
六
一
%
、
市
町

村
道
に
お
い
て
は
一
五
%

(
一
車
線
改
良
含
み
四
九
%
)

に
と
ど
ま

っ
て
い
る

(表
3
)
こ
と
か
ら
、
地
方
道
の
早

急
な
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

三

地
方
道
補
助
事
業
の
重
点
的
な
推
進

地
方
道
の
管
理
･
整
備
の
大
半
は
地
方
公
共
団
体
の
財

源
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
地
方
道
の
整
備
に
対
す
る
補

助
は
、
全
国
的
な
観
点
か
ら
重
点
的
な
支
援
が
必
要
な
一

部
の
地
方
道
事
業
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
国
と
し
て
の
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る

事
業
と
し
て
は
、
次
の
四
つ
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
で
、
整
備
効
果
の
高
い
事
業
に
対
し
て
重
点
的

に
支
援
を
行

っ
て
い
る
o



表 1 予算配分を増やすべき項目 (55項目のうち上位10項目)

順位 都道府県の回答 市町村の回答

1 高速道路などの高規格幹線道路の整備 廃棄物処理施設の整備

2 廃棄物処理施設の整備 地方道の捜備

3 地方滋の整備 市街化区域で行う公共下水道の整備

4 歩道、 交差点改良、 駐車場整備など交通安全施設の整備 道路改築、 土地区画整理など街路整備

5 水質浄化、 緑地整備など河川の環境整備 街並み、 まちづくりの支援

6 流域下水道 (市町村をまたがる大規模な下水道) の整備 歩道、 交差点改良、 駐車場整備など交通安全施設の整備

7 一般国道の整備 高速道路などの高規格幹線道路の整備

8 市街化区域で行う公共下水道の整備 水質浄化、 緑地整備など河川の環境整備

9 浸水被害の解消対策などの都市河川の改修、 堤防整備 洪水などから国民を守ための河川改修、 堤防整備

10 都市鉄道、 幹線鉄道の整備 流域下水道 (市町村をまたがる大規模な下水道) の整備

〈資料〉 公共事業に関するアンケート調査 (平成 9年 財政構造改革会議企画委員会)

-直
轄
国
道
と
と
も
に
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

す
る
道
路
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
と
な
る
道
路
、
一
般
国
道
と
重
要
拠
点
を

連
絡
す
る
道
路

等

②

国
家
的
な
事
業
に
関
連
す
る
事
業

[地
方
道
補
助
事
業
の
四
つ
の
要
件
]

①

国
の
直
轄
事
業
に
関
連
す
る
事
業

② ①
連 ア ず , 方 表 2 平成11年度予算状況 (単位 :億円 ･ % )
絡 ク る 直 国 道
ず セ 道 虫 の 建設省 仲 率 北海道 仲 率 沖 縄 仲 率建設省 仲 率 北海道 仲 率 沖 縄 仲 率

地方川里“礬
3 ,902

7,554

0.97

0 .97

656

1,167

0 ,97

0.97

364

438

0 .95

0 .94

離 島 仲 率 奄 美 イモ“ 率 合 計 仲 率

地方道 国 費

事業費

291

525

1 .03

1 .06

79

l26

l.00

1.00

5,293

9 ,810

0 .97

0 .97

ト 業 (注) 地方道路整備臨時交付金を含む。
ワ
l
ク

国
民
体
育
大
会
等
の
国
家
的
事
業
に
関
連
し
て
必

要
と
な
る
道
路
、
特
別
立
法
等
の
国
の
法
律
に
基
づ

き
国
の
特
定
地
域
の
支
援
に
必
要
な
道
路

等等 に し 拠 ジ を

　　 　　　
表 3 地方道の整備状況 (平成 9年 4月現在) (km)

実延長
改 良 済 舗 装 済

延 長 % 延 長 %

都道府県道

市町村道

127 ,663

965,074

78,039

140,699
(475,947)

61.1

14 ,6
(49 .3)

68 2 98
(120斗38)

156 ,472
(684 ,652)

53 .5
(94 .1)

16 2
(70 .9)

国 道 53 ,356 47,047 88.2 46,677
(52,627)

87.5
(98 .6)

中
心
市
街
地
の
活
性
化
等
の
国
と
し
て
の
先
導
的

な
施
策
の
実
現
に
関
連
す
る
道
路
、
高
度
情
報
化
社

会
の
早
期
実
現
と
良
好
な
都
市
空
間
の
形
成
を
図
る

電
線
共
同
溝

等

④

短
期
間
に
集
中
的
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
事
業

空
港
等
の
交
通
拠
点
施
設
の
開
設
に
併
せ
短
期
集

中
的
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
道
路
、
渋
滞
対
策
等

緊
急
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
短
期
集
中
的
に
施
行

す
る
必
要
が
あ
る
道
路

等

③

先
導
的
な
施
策
に
係
る
事
業

④
電 会 な

③ 延 長 % 延 長 %

短 線 の 施 中 先 都道府県道 127,663 78,039 6L 1 68 2 98 53 .5

期 共 早 策 心 導 (120 ,138) (94 .1)

間 同 期 の 市 的 市町村道 965,074 140,699 14 ,6 156 ,472 16 2

に 溝 実 実 街 な
(475,947) (49 .3) (684 ,652) (70 .9)

集 現 現 地 施 国 道 53 '356 47'047 88･2 追鰡g) 綴 )中 等 と に の 策
的 暴贓重係 (注) 1‐改良済延 期 冨員5･5m以上の延長。に 2.( )書きは一車線改良及び簡易舗装を含んだ延長と比率
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l地域の将来ビジョンl

-上位計画、各種A P -

道路の整備に関するプログラム

潴等
定

団
策

公

を

路
ム

道
乃

酵
秀

燻
し

方
置

地
設

、
を
｣

局
会

設
議

旋
概

地
よ

、
に

に

者
毎

理

県

管

各

路

了鱗繖
珍

靖

醸
街

.

禁

般
欖

針

聴
講

勘
野
路
鸚

憊

動物
縦
総
繃

]
問

備
度

卓

間
年期

ぬ
霊

鰡蹴

詢
内

対

図 1 道路の整備に関するプログラムのスキーム

l地域の将来ビジョン l

-上位計画、各種A P -

四

事
業
の
計
画
性
･
透
明
性
の
確
保

計
画
的
･
効
率
的
な
道
路
の
整
備
を
図
り
、
道
路
事
業

の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
は
自
ら
の

発
意
に
よ
り
、
各
道
路
管
理
者
の
協
力
の
下
で
、
高
速
自

動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
及
び

街
路
を
対
象
と
し
て
、
今
後
一
〇
年
間
に
実
施
を
予
定
し

て
い
る
事
業
を
明
ら
か
に
し
た

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
｣を
策
定
中
で
あ
る
。本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公
表

に
よ
り
、
道
路
事
業
の
情
報
開
示
が
よ
り
一
層
進
む
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
策
定
後
も

適
宜
見
直
す
予
定
と
し
て
い
る
(図
1
)。

五

平
成
一
一年
度
新
規
事
業

○
地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
の
拡
充

(図
2
)

地
域
の
効
率
的
な
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
｢地
域
連

携
強
化
支
援
道
路
事
業
｣
を
拡
充
し
、
地
域
道
路
整
備

計
画
を
踏
ま
え
、
地
域
の
特
性
や
課
題
に
対
応
し
て
地

域
自
ら
の
発
意
に
基
づ
く
計
画
(地
域
連
携
強
化
計
画
)

を
複
数
市
町
村
が
作
成
し
、
そ
の
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
道
路
の
整
備
を
計
画
的
･
総
合
的
に
支
援
す
る
。

具
体
的
に
は
、
地
域
連
携
の
強
化
等
に
よ
り
公
共
･

公
益
施
設
の
共
同
利
用
･
整
備
等
地
域
住
民
等
の
利
便

性
の
向
上
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
等

を
支
援
す
る
従
来
の
事
業
を

｢広
域
行
政
支
援
型
｣
と

位
置
付
け
、
地
域
固
有
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
活
用

し
た
観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
事
業
を
｢観

光
周
遊
支
援
型
｣
と
し
て
新
た
に
追
加
す
る
。

六

お
わ
り
に

地
方
道
の
整
備
は
、
道
路
管
理
者
が
自
ら
行
う
地
方
単

独
事
業
と
国
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
補
助
事
業
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
、
昨
今
、
国
と
地
方
の

関
係
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
そ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
の
支
援
の
範
囲
を
、

先
に
述
べ
た
四
つ
の
要
件
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
う
え
で

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
地
方
道
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効
率
的
に
実

施
し
、
地
方
道
の
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

道行セ 99.2 3 7

(絲※鱗騙嚴蹴務凝議總畷梼瀞翰建設専門官)
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図 2
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新
通
路
轢
衞
五
箇
年
謝

に
つ
い
て

松

崎

薫

は
じ
め
に

い
つ
の
時
代
で
も
社
会
･
経
済
の
発
展
を
支
え
て
き
た

の
は
技
術
革
新
で
あ
り
、
新
た
な
技
術
の
開
発
が
よ
り
豊

か
な
生
活
を
実
現
し
て
き
た
。

道
路
に
関
し
て
も
、
新
た
な
社
会
を
見
通
し
た
技
術
研

究
開
発
が
社
会
の
要
請
に
応
え
る
道
路
整
備
の
推
進
を
支

え
て
き
た
。

現
在
、
我
が
国
の
経
済
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

将
来
に
わ
た
り
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
二
一
世
紀
型

社
会
の
構
築
に
資
す
る
対
策
の
推
進
が
緊
急
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
未
来
都
市
の
交
通
と
生
活
を
先
取
り

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
安
全
･
安
心
、
ゆ
と
り
の
暮
ら
し

を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
未
来
を
先
取
り
す
る
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
と
な
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
道
路
整
備
に
対

す
る
期
待
と
役
割
は
大
き
い
。

ま
た
、
年
間
一
万
人
程
度
に
達
す
る
交
通
事
故
死
者
、

一
二
兆
円
に
も
の
ぼ
る
渋
滞
に
よ
る
損
失
、
世
界
経
済
の

ク
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
る
国
際
的
な
大
競
争
時
代
の

到
来
に
対
し
我
が
国
の
競
争
力
に
影
響
を
与
え
る
高
コ
ス

ト
構
造
な
ど
の
社
会
問
題
を
解
決
し
、
社
会
の
要
請
に
応

え
る
た
め
に
は
、
道
路
整
備
の
効
率
的
な
推
進
が
不
可
欠

で
あ
り
、
道
路
整
備
を
支
え
る
技
術
研
究
開
発
を
積
極
的

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
顕
在
化
し
て
い
る
社
会
問
題
を
解
決
し
活

力
あ
る
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
、
五
箇
年
間
の
技
術

研
究
開
発
の
枠
組
み
と
し
て
、
平
成
一
〇
年
三

月
、
新

道
路
技
術
五
箇
年
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、

①
道
路
と
生
活
の
安
全
･
安
心
の
向
上

(安
全
･
安
心

な
社
会
を
め
ざ
し
て
)

②
道
路
環
境
の
改
善

(良
好
な
環
境
の
保
全
･
形
成
を

め
ざ
し
て
)

③
道
路
交
通
の
効
率
性
の
向
上

(高
コ
ス
ト
構
造
の
是

正
で
活
力
あ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
)

④
道
路
事
業
の
効
率
性
の
向
上

(社
会
資
本
の
効
率
的

な
形
成
と
活
用
を
め
ざ
し
て
)

⑤
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

を
目
指
す
べ
き
目
標
と
し
て
明
確
に
定
義
し
、
こ
の
目
標

実
現
の
た
め
に
必
要
な
技
術
研
究
開
発
を
効
率
的
、
効
果

的
に
推
進
し
て
い
く
o

一
新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
策
定
の
背
景

◎

技
術
研
究
開
発
の
現
状

建
設
省
道
路
局
は
、
平
成
五
年
に
道
路
技
術
研
究
の
開



発
、導
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
(以

下
、
｢前
道
路
技
術
五
計
｣
と
い
う
。)
を
策
定
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
整
備
を

支
え
て
き
た
技
術
の
蓄
積
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
た
な
可
能

性

へ
の
挑
戦
を
掲
げ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
化
、
無
人

化
や
省
人
化
を
図
る
技
術
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
技
術

の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
開
発
成
果
の
導
入
、
普

及
を
図
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
技
術
研
究
開
発
に
対
す
る
取
り
組
み
の
成
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＼
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明石海峡大橋
世界最長3,911m の吊り橋、 平成10年 4月開通

果
は
、
道
路
整
備
を
通
じ
て
社
会
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、平
成
一
〇
年
に
開
通
し
た
明
石
海
峡
大
橋
(写

真
ー
)
に
は
、
世
界
最
長
の
橋
を
建
設
す
る
た
め
に
、
か

つ
て
な
い
高
強
度
の
ケ
ー
ブ
ル
や
水
中
不
分
離
コ
ン
ク
リ

ー
ト
と
い
っ
た
新
材
料
、
高
精
度
の
耐
震
･
耐
風
設
計
な

ど
数
え
き
れ
な
い
新
技
術
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
情
報
通
信
技
術
を
用
い
て
、
交
通
事
故
、
渋
滞
、

環
境
負
荷
の
増
大
と
い
っ
た
現
代
の
道
路
交
通
問
題
の
解

決
を
図
り
、
二
一
世
紀
の
新
し
い
社
会
や
暮
し
を
実
現
す

写真 2 ノンストップ自動料金収受システム(ET C )

る
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
I
T
S
の
分
野
で
は
、

い
ち
早
く
実
用
化
さ
れ
た
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
)
の
普
及
が
進
み
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料

金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E
T
C
、
写
真
2
)
も
サ
ー
ビ
ス
開

始
間
近
に
な
っ
て
い
る
。

②

前
道
路
技
術
五
計
の
評
価

新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
そ

の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
た
め
、
前
道
路
技
術
五
計
に
お

け
る
技
術
研
究
開
発
の
成
果
や
推
進
方
法
に
つ
い
て
、
国

内
外
の
学
識
経
験
者
等
に
よ
る
外
部
評
価
を
実
施
し
た
。

評
価
は
、
七
三
の
技
術
研
究
開
発
テ
ー
マ
を
、
①
情
報
･

I
T
S
、
②
環
境
、
③
舗
装
、
④
橋
梁
上
下
部
工
･
耐
震

耐
風
、
⑤
ト
ン
ネ
ル
･
地
下
空
間
･
地
盤
探
査
、
⑥
コ
ン

ク
リ
ー
ト
･
材
料
、
⑦
防
災
、
⑧
施
工
･
機
械
、
⑨
塗
装

の
九
分
野
に
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
専
門
と
す

る
学
識
経
験
者
や
民
間
技
術
者
等
に
よ
り
五
段
階
評
価
を

基
本
に
実
施
さ
れ
た
。

評
価
の
概
要
を
表
ー
に
、
評
価
の
結
果
を
表
2

(蛇
ペ

ー
ジ
参
照
)
に
示
す
。

評
価
の
結
果
、
五
段
階
評
価
の
平
均
値
は
、
成
果
に
関

し
て
三
･
八
、
推
進
方
法
に
関
し
て
三
･
四
、
総
合
評
価

で
三

･
八
で
あ
り
、

一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、

蝦

成
果
に
関
し
て
は
、
実
用
性
に
つ
い
て
約
六
割
の
テ
ー
マ

セ行

が
四
ポ
イ
ン
ト
以
上
、
達
成
度
や
発
展
性
に
つ
い
て
も
約

道

四
割
が
四
ポ
イ
ン
ト
以
上
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
推

0　　

進
方
法
に
関
し
て
は
四
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
評
価
を
受
け
て



表 1 前道路技術五計の評価概要
○評価者

評 価 者

学識経験者等による評価

･

、

(社)土木学会の推薦者に
よる隷晒

梅外切学識経験者等によ
る評価

43人 (大学 :24人、 民間者 :19人)

･各分野毎に 3名以上。
･外部専門家で、 評価実施主体にも被評価主体にも属さない。
･各分野毎に民間の技術者等を少なくとも 1名含む。
建設省 O B を評価者とする場合は、 退官後概ね 5年以上経過し

た者とする。
24人 (大学 :15人、 民間者 : 9 人)

･学会内の関連する各委員会から推薦いただいた学識経験者

23人 (大学 : 6 人、 官等 :17人)

･情報 ･IT S、 舗装、 橋梁の 3分野の学識経験者

計 :90人

果 に い
てい つ る
あ い 堆

い
る
項
目
は

-
-
二
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
推
進
方
法

に
つ
い
て
は
検
討
の
上
強
化
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
結

っ て

な

※技術研究開発研究テーマのうち ｢低濃度脱硝技術｣ は低濃度脱硝技術評価委員会技術開発

検討部会により評価

○評価項目

項 目 評 柄 内 容 等

研究開発成果 達成度、嚢用性、発展性 毬段階評価)

推進方法について プロセス、 研究体制、 産学官等の役割分担、 情報収集状況、 研究

成果の公開 ･P R (5段階評価)

今後の取り組むべき方向 継続の必要性“今接の目鰈、敏鏑研究開発体制、技術研究開発参
加者の役割分担

総合評価 上記を含めた総合的な評価

道路分野におけ希技術研
究開発塗般についての意

見

上記に関わらず窩由意見を記述 ＼

表 3 道路分野における技術研究開発全般についての意見

◎学界とのより一層の連携が必要である。 また、
競争原理を活用して産業界をより有効に活用

すべきである。

(21)

◎他機関、 異分野についても情報交換、 情報連

携を図っていくべき。 海外の情報についても

より積極的に収集すべきである。

(21)

◎類似及び周辺の研究開発テーマを体系化 ･総

合化して、 研究開発の方向性を明らかにした

上で今後の展開を図るべきである。

◎公の場での研究開発成果の発表が少ない。 査

諸つきの論文や、 学会での発表をもっと増や

していくべき。

◎国は技術研究開発のコーディネーターとして

プロジェクト全体の調整統括が必要であると

ともに、 国の中 (土研、 地建等) での役割分

担も重要である。 特に現場の担当である地建

をうまく取り込んでいくことが重要。

◎基礎的研究を踏まえて実験、 効果の評価、 マ

ニュアル化、 実用という地道なプロセスを経

ることが必要。 中でも基礎的研究はしっかり

と検討すべき。

◎中長期的に見た全体計画を明確にし、 適切な

研究開発目標を設定すべきである。
( ) 内は、 回答人数。 複数回答あり。
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な
お
、
五
段
階
評
価
と
あ
わ
せ
て
頂
戴
し
た
意
見
を
取

り
ま
と
め
た
結
果
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。



表 2 前道路技術五計の評価結果

技術研究開発テ-マ 醐 ‘■ず
f喫驚礬果

“““ ゑ 対‐繋青
蝸蕎 鰤矯報 踰 聽合評価

1 ノンストップ自動料金収受システム 11 導瀞 -に澤、核 三砒3、、 3~6 3.9 3.o 雑務“ゞ 客尊、電磁浮べ、
2 路車間情報システムの実用化･普及とその応用 10 4 番し" 橇はさ もS、 3 0 菰0 3.0 3産 3 4 誇斑まき
3 空車状況を加味したインテリジェントな駐車場案内システム 7 3急 てゞ魂溝 " 3粉 3,3 3.1 3,a 偽6 2.7 3.4
4 道路交通情報の高度化 7 3 3 電磁生- -4辺-- 3 5 32 3.2 3.3 3お 熱4
5 目劃瀰事システム lo 漆満,

‘′ 3 0 さ濠メー‘ 37 3 4 2 7 3 8 , 礼矮 "門委譲対し
6 複合吊す商経路内システム 8 3.0 洋橇蕊"で＼鵡癪‐ 2 9 2.8 2 9 3,3 2.1 3･1
7 新物流システム 10 3 4 銭9 3.9 3,1 3.3 3.3 3、4 3,1 35
8 高度情報通信技術を用いたロジスティック高度化技術 7 ･ 3 3 , され斜ゞ " をまま＼ 3 3 3.3 3.6 3.4 2.7 3 4
9 走行車両のモニタリング 7 37 ･＼蕊蒔ん 3.O B.7 3.B 3透 3.8 2,8 縦桃#※ミ

ーo 損得罐 銘薄報提供システム音声や磁気誘導等を利用した 8 3‐4 鵺撻 3‐3 3‐Q
- -

3‐1 3‐o
-

3‐4 a‐鯖総務該ミ
1l 高機能インテリジェント道路照明 7 . 39 を‘甥恋" 3 3,4 3.1 3違 法6 3,4 - 3.1 3,8
12 道路標識 .表示装置の高度化 8 ~韓義ば＼為謎-1き 34 3,4 3.6 3、B S.6 銭1 3.9
13 新型防護柵の開発 7 ノ漿0 ･〕ミ送バぎ* 3 1 3 6 3.6 は4 3.6 ““遂暹. は9
14 新型遮音壁 7 疫選こご峩蝨総 3.9 3.8 8.7 3.7 8.4 3.7 誌縦.雛八
15 高架裏面等への吸音板の設置技術 6 3.6 尊ぶ#導き 熱6 3 0 3.6 3.1 3.3 3事 象6
16 道路空間を活用したエネルギー活用技術 7 、炎身ゞ , 3望“ “36 . 3.6 ‐ 37 3 4 は5 2.7 3.6
17 低濃度脱硝技術 * ご義母~Jさん凝議"き -もん蝨 ＼をば- :-“聡いミ乱Qゞ '峩癒さ 、転ぼ >くさS蝨も〔く
18 節熊系に配慮した道路技術 6 f都秘 ･r & 7 3お 3、5 3.2 2.8 32 ~透し写れト は字
19 景観シミュレーション技術 6 4 gききゞ礼儀、 3‐3 3 8 3‐8 35 , 3 3 ャ脳掻き努燕あきミ影
20 道路空間における特殊緑仲特称; 6 疫鞘 , 37 茨3 ん郛塞凝る 3.7 a s 執念 a 6 8.8

、

21 アスファルト･コンクリートの商事1爾特術 5 3‐B ふき対等封 橇ゞ0 ･ 3 8 “ 3お 2.3 3.5 3‐S 繋ぎ淺刃蟻ミ
22 舗装材料としての利用に適合したリサイクル材料 8 33 33 3 6 2.3 2,3 2.3 1,8 2.3 ,.3 40
23 長寿命化舗装 5 2.6 2 4 孔4 2.8 2.3 2.0 2.8 2.0 2.3
24 排水性舗装 8 どぜ話＼:‘唯浅 " .･透.ぷい 後刃 、 S.6 3.8 3.8 ぐ#ゞ“ 蕎で#逐い
25 舗装管理システム 5 2.6 2 6 ,ゞ丸球“ 2 5 2.5 2.3 2.8 2.3 2.8
26 歩行者に優しい舗装材料 5 3.Q 2 8 3.2 3瀞 偽3 3.0 2.3 2.8 3.0
27 舖誇箙‐rの自動化システム 8 喜雄勘、で (雪ぞ泣＼ゞ:“瀞、終幕4為･き彎諄々 、孔睫" 3‐7 1 6 ぶ橇華}
28 凍結抑制舗装 5 2.8 3 0 ′ 3滋 3,0 は0 2 8 2.8 ,3‐B 3 0
29 省エネルギー型道路融雪技術 4 3額 さ浅窟か -!曲詩ゞ ほ3 2.7 3,7 3.0 - 8.3 3.7
30 橋梁と都構造のグレードアップ 6 3退 き偽舞トトイ熱 さ 疼“ノミ で熱ぜ" 3.7 3、6 鉋 3.3 審議淨焚
31 橋梁マネージメントシステム 11 3 7 3 4 3.9 2,8 3 3 2.8 2.2 3･3 3.7
32 超長大橋の岡風設計技術 10 3超 経度ださ‐接ぐ逗 : 3.7 3凝 2.7 偽4 3.3 ふき麩廣潴
33 橋梁下部構造の計測 ･診断 ･補強技術 u s.7 3 7 濃霧醇三･ 銭8 3 7 , 32 3 2 3.6 、 3砂
34 自然環境への影響を最小にする橋ラ訃出÷凡技術 6 2,5 3 2 37 2.8 2.8 2,8 30 2.2 は(
35 大水湊共鬱の設計･縮T特術 10 3籍 ““38 話魚泳い & 3 8.8 3.4 3.6一, 8幕 競覊も撥′
36 報長大橋の耐震設計技術 10 は5 3 8 ･＼鶏家べ‐ 8‐5

“ 3、8 3‐字 a 6 3、8 河激 溌ト
37 大地震時にも確実r利用できる道路施設の耐震技術 6 ＼鬱都ふ赴丸瀞 》ゞ 養錢 o ま3 & 3 3.4 3あ 3‐3 , 袋箋誇、
38 免講橋梁技術 11 、鳶扮すき灘獄ふ き瑯轟き養魚打さ 3,8 れ3 き載f乾さ-き、養嘉さ談稔.きざ
39 トンネル内の安全性の向上 5 32 -/を2んベトガ辺ゞ 乱4 3辺 3,0 3.O S.4 33
40 トンネル技術の高度化 6 扇君なへ▲

、謎選び 38 主義翁,き 技字ふも4瀞き 3.3 、ゞ囃議事ふき盆導き･
41 山岳トンネル建設の安全技術 6 詩挽翔＼ 疫ゞ好むトミ4;2 …。

･議;拌ドミ 麩a"-!き無勢･ 鱒沁,森よさ、及溌〆 薄熱トミメミ
42 大水深 .大断面 .異形断面等のシールドトンネル 6 、ミ泌送呻ヲ誌事報ぜ ･雑事ゞゞ番ぞゞ 、雑務′ ◆ 事滅ん

‘ 3、5 3、7 ぼ殺ぐが
43 地下空間情報の3次群気理 ･表示システム 5 3 0 2,8 3.4 2,4 3.2 3辺 .30 ,. 3透 2逕-
44 大水漆海碇袖鍛深杏特術 4 、盗癖ぐ＼ 礼6 3.3 3。8 ‐‐桃はくさ 淺邊も 3,3 3.8 ‐{接舷 諭
45 長大トンネルの耐震技術 6 3 4 3、4 3.8 3滓 、橇證て は8 3 0 銭8 3‐-
46 コンクリート構造物の高信頼性補修技術 5 しき湊疑;心三4燃さ ふ熟も湾ゞ･ゞ森譲ら: 3 2 1,8 3‘0 3.竪 義ミ等麓狭さ。
47 長寿命コンクリート 5 3.6 3.8 き蛾濃い、 3義 3,4 3.Q 3,2 2.8 3.6
48 コンクリート構造物の劣化診断 ･評価 ･対策技術 5 3箱 " 濱粋人‘さ湧轢き‐ ほ6 32 3 0 銭2 2.8 ミ“嶺議丸く

49 省エネルギー型道路資材の開発 ･利用技術 5 ･ゞ桑野もゞ≦ぽ い産掻き 3‐G B‐0 , 2.8 3‐2 2.6 き姿錢ぶん
50 鉄やコンクリート‐代わる新たな道路構造材料 5 3.4 3.0 3.8 3.6 2,4 2,4 2.8 2.2 3.4
51 ☆コムせにコンクリートの利用技術 5 いれ舒/ (-雑ミザゞ 、>#‘野川 38 32 2.8 3.6 3.4 3‐B
52 篇流動iコンクリートの利用技術 5 ん式奢んでき心歓＼ごて冬凝ゞ はr 3 6 3‐6 3 4 3 0 ,へん談瀞気
53 新時代に対応した道路のり面対策工法 6 3趣 ･霧総会きり▲、 3.3 3.; 3.E 乳3 3お 4。O 3.8
54 道路周辺における災害防汁下法 5 3 8 ミ率藪き 3‐4 3希 3‐. 3を

“33 “ "“ 詳報桃?ミ
55 道路周辺斜面の災害危険性‐ノ市白凱,灯nム 6 3 7 3巡 "義浮べ““3'! “は“ ‘-.薬- 3.3 1 2 熱日
56 人に優しい道路空間の地震防災技術 7 3.1 3.3 2.7 法{- & " “〆 - 3.0 2.2 ･!箱
57 地震早期検知 ･情報伝叢システム 7 穣 ; 3は 熱6 3.3 3.8 、軽 2.7 3.3 、‐2
58 新しい地鞘潴滅化対策技術 6 きrさじ.、べきいき" 、3 3.3 3上 3‐0 三 3忍団“3‐8 霞
59 路上工富三≦‐!ためのT溝 ･材料 9 r もl ! 茨6 幇 亀3 3.B 2,9 .9
60 プレキャストコンクリートを用いた綿T特術 9 さ 参事飛ぶ対しさ い沸よい‐‐′“館対等 謝さゞ な!.6 偽8 3‐4 新潟'ゞ "≦妄き
61 建設費什士の高度処理･高村滋一半化技術 9 熟も殺まい総裁※メヌミ球 ささ 3、S ~ ; 法8 7 さき鼓淡雪 淡

※1 上表の点数は、各評価項目の五段階評価 (高い~低い、十分に適切~不適切)をそれぞれ点数に置き換え、全評価者の平均をとったもの。
※2 園 : 4点以上 □ " 点以上4点未満 口 :3点未満
※3 17,低濃度脱硝技術の評価は低濃度脱硝技術評価委員会技術開発検討部会による (上表* E1i)
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一
一
新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
に
お
け
る
基
本

方
針

印

基
本
的
な
考
え
方

道
路
は
、
社
会
、
経
済
、
生
活
を
支
え
る
最
も
基
本
的

な
社
会
基
盤
で
あ
る
。
こ
の
道
路
の
価
値
を
最
大
限
に
引

き
出
し
て
活
用
す
る
に
は
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
展
開

さ
れ
る
道
路
政
策
と
一
体
に
な
っ
て
技
術
研
究
開
発
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
建
設
省
道

路
局
と
土
木
研
究
所
は
、
活
力
あ
る
社
会
を
築
く
新
し
い

道
路
技
術
政
策
と
し
て
、
新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
を
策

定
し
た
。

こ
の
計
画
に
お
い
て
は
、
維
持
管
理
を
含
む
道
路
整
備

の
み
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
道
路
の
利
用
や
運
用
形

態
に
も
着
目
し
、
道
路
を
造
る
視
点
と
道
路
を
使
う
視
点

の
両
面
か
ら
の
技
術
研
究
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

人
文
･
社
会
科
学
を
含
め
た
総
合
的
な
観
点
か
ら
の
技
術

研
究
開
発
に
取
り
組
み
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る

道
路
技
術
の
研
究
開
発
を
推
進
す
る
。

の

国
の
責
務
を
果
た
す
た
め
の
技
術
研
究
開
発

道
路
政
策
の
一
環
と
し
て
技
術
研
究
開
発
を
効
率
的
に

展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
技
術
研
究
開
発
の
目
標
を
国

民
に
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
研
究
開
発
の
必
要
性
、
内

容
、
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
新
道
路
技
術
五
箇
年
計

画
に
お
い
て
は
、
国
の
責
務
を
果
た
す
た
め
の
技
術
研
究

開
発
分
野
を
明
確
に
し
た
上
で
、
研
究
開
発
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
適
切
に
実
施
し
て
い
く
。

国
の
責
務
を
果
た
す
た
め
の
技
術
研
究
開
発
の
代
表
的

な
例
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

国
土
管
理
に
関
す
る
分
野

従
来
の
公
物
管
理
に
と
ど
ま
ら
ず
、
計
測
、
情
報
、

通
信
等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
て
、
危
機
管
理
や
国

土
管
理
等
に
必
要
な
情
報
を
一
体
的
に
収
集
、
管
理
、

分
析
、
評
価
す
る
等
の
技
術
研
究
開
発

②

道
路
政
策
の
決
定
に
密
接
不
可
分
な
分
野

政
策
の
企
画
立
案
に
際
し
技
術
研
究
開
発
成
果
そ

の
も
の
を
政
策
と
す
る
も
の
や
、
政
策
の
実
施
に
際

し
技
術
研
究
開
発
成
果
が
政
策
の
実
効
性
を
左
右
す

る
等
の
技
術
研
究
開
発

③

技
術
基
準
の
策
定
に
必
要
な
分
野

技
術
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
技
術
研
究
開
発

④

社
会
ニ
ー
ズ
の
把
握
か
ら
成
果
の
検
証
ま
で
を
一

貫
し
て
行
う
必
要
の
あ
る
分
野

個
々
の
要
素
技
術
を
集
大
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
体
を
扱
う
技
術
研
究
開
発
や
多
大
な
時
間
と
費
用

を
要
し
リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
民
間
等
で
は
実
施
が
困

難
な
技
術
研
究
開
発

⑤

国
際
貢
献
や
国
際
交
流
を
求
め
ら
れ
て
い
る
分
野

国
際
的
な
基
準
化
に
必
要
な
技
術
研
究
開
発
等

③

技
術
研
究
開
発
テ
ー
マ

新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
の
目
標
は
、
現
在
の
社
会
が

抱
え
る
様
々
な
課
題
に
挑
む
技
術
を
研
究
開
発
す
る
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
に
対
す
る
社
会
の
期
待
を
、
道
路
と

生
活
の
安
全
･
安
心

(#
言
町
)
の
向
上
、
道
路
環
境

(田
口
副
｢8
日
貪
什)
の
改
善
、
道
路
交
通
の
効
率
性
(回
曲
-

o拵
口
9
)
の
向
上
、
道
路
事
業
の
効
率
性

(覇
靴
村
招
8
も

の
向
上
の
四
つ
に
類
型
化
し
、
こ
れ
ら
の
道
路
に
対
す
る

社
会
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
技
術
研
究
開
発
を
通
じ
て

解
決
を
図
る
べ
き
課
題
を
以
下
の
と
お
り
抽
出
し
た
。

ま
た
、
近
年
、
施
策
や
事
業
の
必
要
性
や
目
的
、
内
容

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
国
民
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国

民
の
ニ
ー
ズ
や
満
足
度
を
道
路
の
施
策
や
事
業
に
反
映
す

る
た
め
の
仕
組
み
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
(わ
り
8
に
三
等
二
許
で
)
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
手
法
に
関
す
る
研
究
開
発
に
も
取
り
組
む
。
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○
道
路
と
生
活
の
安
全
･
安
心
の
向
上

i
安
全
･
安
心
な
社
会
を
め
ざ
し
て
-

課
題
1
…
交
通
事
故
を
減
ら
す

(図
l
)

我
が
国
の
交
通
事
故
死
者
は
、
年
間
約
一
万
人
程
度

に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、

増
え
続
け
、
交
通
事
故
に
よ
る
社
会
的
･
経
済
的
な
損

失
は
年
間
約
四
兆
四
千
億
円

(総
務
庁
調
べ
)
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
人
ロ
の
一
五
%
の
高
齢
者
(六

五
歳
以
上
)
が
交
通
事
故
死
者
の
三
三
%
を
占
め
て
お
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図 1 道路交通事故による死者及び事故件数の推移
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り
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

課
題
2
…
災
害
の
影
響
を
少
な
く
す
る

(図
2
)

我
が
国
の
国
土
管
理
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
地
形
･

気
象
条
件
の
た
め
、
災
害
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保
が

常
に
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
道
路
に
つ
い
て
も
、

地
形
的
な
制
約
か
ら
、
急
峻
な
地
形
に
沿
っ
て
建
設
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
箇
所
が
多
く
あ
り
、
地
域
に
よ
っ

て
は
、
通
行
止
め
の
影
響
が
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
%

ま
た
、
世
界
有
数
の
地
震
国
で
あ
る
我
が
国
で
は
、

道
路
構
造
物
に
つ
い
て
も
多
く
の
地
震
被
害
を
経
験
し

て
き
て
お
り
、
合
理
的
か
つ
確
実
に
耐
震
安
全
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
o

課
題
3
…
雪
国
の
交
通
を
ま
も
る

(図
3
)

我
が
国
は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
多
雪
地
帯
に
あ

り
、
雪
国
が
国
土
の
約
六
割
を
占
め
、
そ
こ
に
約
二
、

八
〇
〇
万
人
が
暮
し
て
い
る
。
雪
国
の
生
活
を
豊
か
に

し
、
雪
国
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
上
で
、
道
路
交
通
の

半撻ぷ積雪地域かつ寒冷地域

雪寒地域 ‐三]積雪地域

耳幽霊寒冷地域

出典 :平成 9年度道路交通経済要覧

図 3 寒雪地域の面積と人口

(道路交通経済研究会)

ゞ
も汐

が

0
1985 1986 l987 1988 1989 199〇 l991 1992 1993 1994 f995 1996 (年度)

資料 :建設省

図 2 道路災害の発生状況

役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
円
滑
で
安
全
な
冬
期
交

通
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
o

o
道
路
環
境
の
改
善

i
良
好
な
環
境
の
保
全
･
形
成
を
め
ざ
し
て
-

課
題
4
"
地
球
と
自
然
を
ま
も
る

我
が
国
は
、
四
季
折
々
の
変
化
に
富
ん
だ
多
様
な
自

然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
は
我
々

を
含
め
た
生
き
物
全
て
の
営
み
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
。
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道
路
整
備
に
際
し
て
も
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
に
配
慮

し
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
減
少
し
た
自
然
環
境
の
回
復

を
行
っ
た
り
、
代
償
措
置
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

課
題
5
…
健
康
的
な
生
活
を
ま
も
る

便
利
な
生
活
を
追
い
求
め
た
結
果
、
自
動
車
交
通
は

増
大
し
、
排
出
ガ
ス
、
騒
音
、
振
動
に
よ
る
沿
道
の
生

活
環
境
の
悪
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
球
温
暖
化
ガ
ス
に
つ
い
て
も
我
が
国
で
は
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
約
二
割
以
上
が
運
輸
部
門
で
排
出
さ
れ
て

お
り
、
自
動
車
交
通
は
そ
の
う
ち
約
九
割
を
し
め
る
排

出
源
と
な

っ
て
い
る
。

( 渋滞二よる国民
庵
人当たりの損失時間

ノ42時間/年

図 4 一般国道の平均混雑時旅行速度

(km/h)

人口集中地区

全 国

東京23区

関東臨海

○
道
路
交
通
の
効
率
性
の
向
上

-
高
コ
ス
ト
構
造
の
是
正
で

活
力
あ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
l

課
題
6
"
渋
滞
を
減
ら
す

(図
4
)

我
が
国
で
は
、
都
市
部
を
中
心
に
深
刻
な
渋
滞
が
発

生
し
て
お
り
、
東
京
二
三
区
内
の
国
道

(ピ
ー
ク
時
)

で
は
平
均
走
行
速
度
は
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
並
の
速
度

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
で
発
生
す
る
渋
滞
に
よ

っ
て
失
わ
れ
る
時
間
は
一
二
兆
円
に
相
当
す
る
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。

課
題
7
…
物
流
の
効
率
化
を
図
る

(図
5
)

国
内
の
貨
物
輸
送
に
お
け
る
自
動
車
輸
送
の
割
合
は

約
五
三
%
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
増
加
す
る
傾
向
に

あ
る
。
ま
た
、
近
年
の
物
流
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、

輸
送
の
多
頻
度
･
小
口
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
貨
物
自

動
車
の
積
載
率
が
大
き
く
低
下
し
、
物
流
コ
ス
ト
に
占

め
る
輸
送
費
の
割
合
が
増
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
境
を
こ
え
た
コ
ン
テ
ナ
の
移
動
を
確
保
す

る
た
め
、車
両
の
大
型
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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○
道
路
事
業
の
効
率
性
の
向
上

-
社
会
資
本
の
効
率
的
な
形
成
と
活
用
を
め
ざ
し
て
l

贈　
　

0
9　

　
　　

　

100-償)O

19 7 0 19 7 5 19 8 0 19 8 5 19 9 0 19 9 4

注) 輸送効率= トンキロノ能力トンキロ

資料) 運輸省貨物流通局資料による

図 5 小型貨物車の積載効率の低下

50,猷)0

図 6 高齢化と労働人口の予測



課
題
8
"
社
会
資
本
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

(図
6
)

我
が
国
の
道
路
資
産
の
多
く
は
高
度
成
長
期
に
集
中

的
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
老
朽
化
は
、
今
後
、
急

速
に
進
展
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
我
が
国

社
会
は
急
速
に
高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
投
資
余
力

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、

健
全
な
道
路
資
産
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
国

の
責
務
で
あ
る
。

課
題
9
…
社
会
資
本
を
効
率
的
に
形
成
す
る

経
済
構
造
改
革
な
ど
従
来
の
仕
組
み
の
見
直
し
が
進

む
中
で
、
公
共
事
業
に
対
し
て
は
、
事
業
そ
の
も
の
の

必
要
性
や
事
業
執
行
の
効
率
性
、
透
明
性
に
関
す
る
厳

し
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
社
会
資
本
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
を
取

り
巻
く
環
境
も
、
目
的
と
効
果
を
十
分
確
認
し
て
投
資

を
判
断
す
る
時
代
へ
と
移
行
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
変
化
に
対
応
し
、
効
率
的
な
道
路
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
で
は
、
技
術
研
究
開
発
を
通

じ
て
以
上
の
課
題
の
解
決
を
目
指
す
。

ま
た
、
研
究
開
発
自
体
を
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、

研
究
開
発
目
標
の
実
現
性
や
研
究
開
発
の
汎
用
性
と
い
っ

　　濃
痰

良

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　

た
親
占
が
ら
、
テ
ー
マ
を
重
点
化
し
、
五
箇
年
間
に
ぉ
い

け

琳

弱

麟

弱

掴

　　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

“う
日
月
を
燕
/

て
む
く

-
-

惣緘

斡

姥

鱗

撹
鞠

鰊

鰯

葉
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
に
ぉ
け
る
技
術
研
究
開
発
の

唾
雌

鰐

離

鰈

鰓

鯛

鰤⑦ 物流の効率化を図る

⑤ 健康的な生活をまもる

② 災害の影響を少なくする

体
系
は
図
7
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

　　　　　　

迩
提供と還転補助【こより事故防止を図る)AHS(走行支援道路システム)の開発

廷盤斜面･斜面崩壊⑲iスクマネジメント技の

謎
磁を考慮した地震勒の評価 )および次世代耐震設計技術

@利用エネルギ-の活用等による )環境に優しい雪憲対策技術

廼然環境の保全修復技術 )

饉汚染‐騒音振動の発生源‐ 〕沿道環境対策技術

鰹 鷹ネジピ猪KTDM) 〕施策の具体化技術

鱸 間部市内輸送の連携を強化した 〕物流システムの開発

廷
両の大賞こ対応した橋梁 搬技術】およびトンネルの断面拡大技術

⑧ 社会資本を次世代に引き継ぐ ｣ク桝物
-フ
ブムレ腸寿

劉
術

勘第鰯殺

⑨ 社会資本を効率的に形成する

鯉域特性を活かした効率的な 〕路計画･設計技術

瞳
連携と交流を促進する )新交通軸形成技術

建路政策を評価するシステムの開発 )

図 7 新道路技術五箇年計画の研究開発テーマ

･･エ法･ 評

道路事業の効率性の向上

溌成
会騎用

の搦め
率
ざ地変~

道路と生活の安全･安心の向上

安全･安心な社会
をめざして

小域呂回 術

道路交通の効率性の向上

~ 高コスト構造の是正で ~
活力ある社会をめざして
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三

新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
に
お
け
る
技
術

開
発
の
推
進
方
策

○

産
学
官
の
道
路
技
術
研
究
開
発
活
性
化
の
た
め
の
新

し
い
仕
組
み

(技
術
研
究
開
発
基
本
策
定
)

技
術
研
究
開
発
を
効
率
的
、
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
、
産
学
官
の
適
切
な

役
割
分
担
と
連
携
強
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
で
は
、
技
術
研
究
開
発
に

携
わ
る
関
係
者
が
、
開
発
に
関
す
る
情
報
、
目
標
、
実
施

方
法
、
開
発
成
果
の
実
用
化
･
普
及
方
策
に
関
し
て
共
通

↑
"
"　　　 　　 　 　 　　

図 8 技術研究開発基本協定の実施スキームの例

⑩

認
識
を
持
ち
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
研
究
開
発
を
推
進

す
る
仕
組
み
と
し
て
、
図
8
に
示
す
よ
う
な
関
係
者
間
で

事
前
に
基
本
協
定
を
締
結
す
る
方
法
を
提
唱
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
建
設
省
道
路
局
及
び
土
木
研
究
所
は
、

民
間
企
業
や
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
技
術
研
究
開
発
の

動
向
等
に
関
す
る
情
報
収
集
や
自
ら
が
行
う
技
術
研
究
開

発
の
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
関
係
各
機
関
の
役
割

分
担
を
調
整
、
必
要
に
応
じ
て
民
間
企
業
や
大
学
へ
の
委

託
研
究
や
産
学
官
の
共
同
研
究
を
行
い
、
研
究
開
発
の
全

体
の
枠
組
み
や
方
向
に
そ
っ
て
技
術
研
究
開
発
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
し
て
い
く
。

ま
た
、
地
方
建
設
局
や
道
路
関
係
園
公
団
等

の
道
路
事
業
実
施
者
と
も
認
識
を
共
有
し
、
事

業
実
施
者
が
現
場
で
抱
え
る
問
題
を
把
握
し
た

上
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
技
術
研
究
開

発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
実
施
者
が
提

供
す
る
試
験
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
開
発
さ

れ
た
技
術
の
実
用
性
を
評
価
し
、
そ
の
普
及
を

図
っ
て
い
く
。

②

評
価
の
実
施

新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
で
研
究
開
発
さ
れ

る
重
点
テ
!
マ
に
つ
い
て
は
、
内
部
評
価
と
外

部
評
価
を
実
施
す
る
。

内
部
評
価
は
、
技
術
研
究
開
発
の
進
捗
状
況

と
途
中
段
階
も
含
め
た
成
果
を
評
価
す
る
た
め

原
則
年
二
回
実
施
す
る
。
評
価
結
果
は
、
研
究

開
発
の
継
続
も
し
く
は
中
止
の
判
断
や
予
算
の
配
分
に
反

映
し
て
い
く
た
め
の
判
断
材
料
と
す
る
。

外
部
評
価
は
、
学
識
経
験
者
や
専
門
家
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
一
二
年
度
に
中
間

評
価
、
平
成
一
四
年
度
に
事
後
評
価
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
中
間
評
価
は
、
社
会
や
経
済
の
情
勢
変
化
に
伴
い
、

重
点
化
し
た
テ
ー
マ
の
継
続
の
必
要
性
を
評
価
す
る
と
と

も
に
、
研
究
開
発
の
推
進
体
制
の
適
切
性
を
評
価
す
る
こ

と
で
改
善
す
べ
き
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
。
ま
た
、
事
後
評
価
は
、
研
究
開
発
目
標
の
達

成
度
及
び
成
果
か
ら
見
た
実
用
性
、
推
進
体
制
の
適
切
性

を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四

お
わ
り
に

新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
道

路
新
技
術
委
員
会

(委
員
長
…中
村
英
夫

武
蔵
工
業
大

学
教
授
)
に
お
い
て
審
議
、
助
言
を
賜
っ
た
。
深
く
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た
新
道
路
技
術
五
箇

年
計
画
の
推
進
に
よ
り
、
安
全
･
安
心
で
活
力
あ
る
社
会

が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

(道
路
局
国
道
課
道
路
整
備
調
整
室
課
長
補
佐
)
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道路局道路交通管理課

一
は
じ
め
に

道
路
は
、
昔
か
ら
人
や
物
資
の
流
れ
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
最
も
基
本
的
な
社
会
基
盤
で
あ
る
と
同

時
に
、
文
化
や
歴
史
が
行
き
交
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

近
年
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
都
市
に
お
け

る
避
難
路
、
火
災
延
焼
の
遮
断
空
間
と
し
て
の
防
災

ス
ペ
ー
ス
、
電
力
、
電
話
、
ガ
ス
、
上
･
下
水
道
等

の
収
容
に
必
要
な
収
容
ス
ペ
ー
ス
、
良
好
な
市
街
地

を
形
成
す
る
都
市
ス
ペ
ー
ス
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
等
を
提

供
す
る
環
境
ス
ペ
ー
ス
等
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
は
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ

る
た
め
に
、
そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

こ
の
た
め
建
設
省
と
し
て
は
、
毎
年
八
月
を

｢道

路
を
ま
も
る
月
間
｣
と
し
て
定
め
、
安
全
で
快
適
な

道
路
環
境
の
保
持
に
努
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し

て
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
道
路
の
意
義
や
重
要

性
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
道
路
愛
護
の
普
及
、

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
｢道
路
を
ま
も
る

月
間
｣
推
進
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

二

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
に
つ
い
て

国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
は
、
昭
和
二
〇
年

代
後
半
か
ら
道
路
交
通
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た

め
整
備
が
図
ら
れ
、
昭
和
二
九
年
度
の
第
1
次
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
の
発
足
を
契
機
に
本
格
化
し
、
国

民
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
高
度
成
長

期
を
迎
え
道
路
交
通
需
要
は
急
激
に
増
大
し
、
所
得

水
準
の
向
上
に
伴
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
要
求
と

と
も
に
、
道
路
の
意
義
･
整
備
の
重
要
性
･
機
能
の

大
切
さ
等
に
対
す
る
国
民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
各
道
路
管
理
者
、
関
係
省
庁
、
関
係

団
体
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検

と
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
の
正
し
い
利

用
の
啓
発
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
り
、
道
路

を
常
に
広
く
美
し
く
、
安
全
に
利
用
す
る
気
運
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
2
次
道
路
整
備
五
箇

年
計
画
の
初
年
度
で
あ
る
昭
和
三
三
年
度
か
ら

｢道

路
を
ま
も
る
月
間
｣
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昭
和
三
九
年
度

(第
七
回
)
ま
で
は
、
国
土
建
設

週
間
で
あ
る
七
月
一
〇
日
か
ら
七
月
一
六
日
に
合
わ

せ
て
、
七
月
一
〇
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
の
一
カ
月
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間
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
〇
年
度

(第
八

回
)
か
ら
は
、
生
徒
及
び
児
童
に
も
こ
の
月
間
の
諸

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
道
路
愛
護
の
精
神
を
よ

り
一
層
高
め
て
も
ら
う
な
ど
、
国
民
一
人
一
人
の
参

加
、
協
力
を
得
る
た
め
に
、
比
較
的
参
加
の
機
会
の

得
や
す
い
、
夏
休
み
期
間
中
で
あ
る
現
行
の
八
月
一

日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
に
な
り
ま
し

た
。平

成
一
一
年
度
も
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま

で
の
一
カ
月
間
を

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
と
し
て
、

建
設
省
を
は
じ
め
都
道
府
県
な
ど
の
各
道
路
管
理
者

は
、
関
係
省
庁
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣推
進
標
語
に

つ
い
て

道
路
を
安
全
で
快
適
な
も
の
と
し
て
保
持
し
て
い

く
た
め
、
道
路
管
理
者
の
日
常
の
努
力
は
勿
論
の
こ

と
、
国
民
一
人
一
人
が
道
路
愛
護
に
対
す
る
認
識
を

持
ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
道
路
に
対
す
る
意
識
と

愛
護
精
神
を
高
め
る
た
め
、
毎
年

｢道
路
を
ま
も
る

月
間
｣
推
進
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

は
じ
ま
り
は
、
昭
和
四
一
年
度
の
第
九
回
目
か
ら

建
設
省
職
員
を
対
象
に
募
集
し
、
優
秀
作
一
点
、
佳

作
二
点
を
選
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
六
年
度

の
第
二
四
回
目
か
ら
は
、
募
集
を
都
道
府
県
、
指
定

市
、
道
路
関
係
四
公
団
に
広
げ
て
入
選
作
品
を
優
秀

作
一
点
、
佳
作
五
点
と
し
ま
し
た
。

昭
和
園
一
年
度
か
ら
平
成
八
年
度
ま
で
に
入
選
さ

れ
た
推
進
標
語
は
、
優
秀
作
三
一
点
、
佳
作
=

○

点
に
の
ぼ
り
、
各
年
度
の
優
秀
作
品
は

｢道
路
を
ま

も
る
月
間
｣
期
間
中
に
道
路
情
報
板
、
垂
れ
幕
、
横

断
幕
や
ポ
ス
タ
ー
に
掲
載
す
る
な
ど
各
種
広
報
活
動



に
活
用
し
、
本
月
間
の
推
進
に
役
立
て
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
九
年
度
か
ら
は
、
道
路
管
理
者
の
み

な
ら
ず
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の

発
展
に
結
び
つ
き
を
持
つ
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る

道
路
を
安
全
で
快
適
な
も
の
と
し
て
維
持
し
、
子
孫

に
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
認
識
に
た

っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
道
路
を
愛
護
す
る
気
運
を
高
め
る
と
い

う
趣
旨
か
ら

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
標
語
を

広
く
一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

四

平
成
一
一年
度
｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
推
進
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の
発
展
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
あ
ま
り
に
も
身
近
で
あ
る
た
め
に
そ
の
重

要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
国
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
に
、
道
路
を
愛
護
す
る
気
運
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
を
常
に
広
く
、

美
し
く
、
安
全
に
維
持
し
、
私
た
ち
の
子
孫
に
受
け

継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

=
年
度

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
推
進
標
語
を
、
｢道
路
は

国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産

へ常
に
広
く
、

美
し
く
、
安
全
に
〉｣を
テ
ー
マ
に
広
く
一
般
の
皆
さ

ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品
は
、
｢道
の
日
｣実
行
委
員
会
会
長
の
浅

井
新

一
郎
さ
ん
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
の
陣
内
貴
美
子
さ
ん
、
江
戸
風
俗
研
究
家
の

杉
浦
日
向
子
さ
ん
、
放
送
作
家
･
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の

山
田
美
保
子
さ
ん
、
俳
優
の
渡
辺
文
雄
さ
ん
ら
五
人

の
審
査
員
に
よ
っ
て
厳
正
に
審
査
さ
れ
ま
す
。
そ
の

結
果
、
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
五
点
が
選
定
さ
れ
、

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
期
間
中
に
道
路
情
報
板
、

垂
れ
幕
、
横
断
幕
等
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

選
定
さ
れ
た
推
進
標
語
の
発
表
は
、
八
月
の

｢道

路
を
ま
も
る
月
間
｣
に
あ
わ
せ
て
、
入
賞
者
に
は
直

接
通
知
す
る
と
と
も
に
広
報
誌
等
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
最
優
秀
賞
に
は
建
設
大
臣
賞

(賞
状
)
を
、

優
秀
賞
に
は
建
設
省
道
路
局
長
賞

(賞
状
)
を
授
与

し
、
併
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

標
語
は
、
募
集
要
領
に
よ
り
広
く
募
集
し
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。
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宛先 / 〒102‐0082
東京都千代田区一番町10番 6号 一番町野田ビル 5階

道路広報センター
成11年度 ｢道路をまもる月間｣ 推進標語 募集係あて

官製ハガキに標語 1点と、 氏名、 住所、 電話番号、 性別、 年齢、 職
業を明記のうえ郵送してください。

ジ
す杵

と

　
　
　
　にあわせて、 入賞者には直接通知するととも

ツトでも募集を受け付けています。 ホームページ
http://w w w .m eshnet.or.jp/jartic/hyogo/ です。

点
点
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1

5

必

、

　
　

･秀 賞 (建設省道路局長賞)
)問合せ先
建設省道路局道路交通管理課

tel 03‐3580‐4311 (内線 :3592)
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地域とともに歩む
くりをめざして

山ロ県土木建築部道路整備課

一
は
じ
め
に

山
口
県
は
、
本
州
の
西
端
に
位
置
し
、
古
く
か
ら

大
陸
と
の
門
戸
と
し
て
、
ま
た
本
州
と
九
州
の
結
節

点
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
内
外
に
開
か
れ
た
風
土
の
中
で
、
本

県
は
源
平
の
合
戦
、
大
内
文
化
の
隆
盛
、
明
治
維
新

な
ど
、
我
が
国
の
歴
史
を
彩
る
数
々
の
舞
台
に
登
場

す
る
と
と
も
に
、
常
に
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て

き
ま
し
た
。

県
土
の
面
積
は
約
六
、
一
〇
〇
姪
で
、
地
形
的
に

は
、
中
央
に
中
国
山
地
が
走
り
、
三
方
を
日
本
海
、

響
灘
、
瀬
戸
内
海
の
海
に
開
か
れ
、
山
陽
、
山
陰
と

い
う
二
つ
の
顔
を
持
ち
、
海
に
山
に
多
彩
で
美
し
い

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
気
候
は
概
し
て
温
暖
で
、

風
水
害
や
地
震
も
少
な
く
、
全
国
的
に
も
住
み
良
い

県
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
内
に
は
五
六
の
市
町
村
が
あ
り
ま
す
が
、

瀬
戸
内
海
沿
岸
部
を
中
心
に
中
小
都
市
が
連
鎖
状
に

分
布
し
、
中
核
と
な
る
都
市
が
な
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
道
路
網
も
縦
横
に
必
要

に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
道
路
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
｢地
域
住

民
と
の
関
わ
り
の
中
で
考
え
て
い
く
｣
必
要
が
あ
り
、

こ
う
し
た
観
点
を
含
め
、
本
県
の
状
況
を
御
紹
介
し

ま
す
。

平成 9年 4月 1日現在 (単位 :km)表 1 山口県の道路整備状況

道路種別 実延長(km) 整備率(%) 改良率( % ) 舗装率(%)

国

道

理
理
計

管
管

国

県

小

搬
雌

雛
概

◎
鬱 ◎◎◎

県

道

要
般
計

主

一
小

趣翳
残
拗

簾
滋 獺

市町村道 11
,
496 鞘 鰈 繃

合 計 15
,
321 観 碗 鰡

(注)1.市町村道の整備率は、 改良済延長で算出したものである。
2,改良率のうち、 県道以上は車道幅員5,5n1以上のものである。
3.舗装率は簡易舗装を含む。

三

道
路
現
況
と
今
後
の
整
備
方
針

1

山
口
県
の
道
路
現
況

本
県
内
の
道
路
は
、
高
速
自
動
車
国
道
が
中
国
縦

貫
自
動
車
道
、
山
陽
自
動
車
道
、
関
門
自
動
車
道
の

三
路
線
、
一
般
国
道
が
一
七
路
線
、
県
道
が
二
五
六

路
線
、
市
町
村
道
が
二
万
三
、
三
八
八
路
線
あ
り
、

延
長
等
は
表
1
の
と
お
り
で
す
。
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幹
線
道
路
と
し
て
は
、
高
速
自
動
車
国
道
の
三
路

線
を
主
軸
に
、
山
陽
側
に
国
道
二
号
、
山
陰
側
に
国

道
一
九
一
号
、
県
庁
所
在
地
山
ロ
市
を
経
て
こ
れ
ら

を
連
絡
す
る
国
道
九
号
、
国
道
二
号
を
補
完
す
る
国

道
一
八
八
号
、
国
道
一
九
〇
号
が
あ
り
、
陰
陽
連
絡

国
道
と
し
て
一
八
七
号
、
二
六
二
号
、
三
一
五
号
、

三
一
六
号
、
四
九
〇
号
、
四
九
一
号
、
県
内
陸
部
を

縦
貫
す
る
国
道
三
七
六
号
、
四
三
五
号
等
の
一
般
国

道
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
主
要
地
方
道
は
、
県
内
各
地
域
の
主
要
拠

点
を
結
び
、
国
道
と
有
機
的
に
連
絡
し
、
さ
ら
に
一

般
県
道
、
市
町
村
道
が
こ
れ
ら
の
国
道
、
主
要
地
方

道
を
補
完
す
る
形
で
接
続
し
、
道
路
網
が
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
内
、
県
の
管
理
す
る
道
路
は
二
六
九
路
線
三
、

三
五
八
如
で
あ
り
、
一
四
の
出
先
機
関

(土
木
建
築

事
務
所
、
土
木
事
務
所
)
で
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
よ
り
維
持
管
理
予
算
や

補
修
系
予
算
が
削
減
さ
れ
、
道
路
の
維
持
管
理
が
十

分
行
き
届
か
な
い
の
が
実
情
で
す
。

2

今
後
の
方
針

当
県
は
、
昭
和
六
二
年
二
月
に
策
定
さ
れ
た

｢第

四
次
県
勢
振
興
の
長
期
展
望
｣
の
中
で
、
県
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
六
つ
の
基
本
構
想
の
一
つ
と
し
て

｢県
土
一
時
間
構
想
｣
を
掲
げ
て
道
路
整
備
を
推
進

し
、平
成
九
年
度
末
に
概
ね
達
成
し
ま
し
た
(図

1
)
。現在

莢
き
き
壽
礬
ず
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図 2 ジョイフルロード構想の概念図

は
、
平
成
一
〇
年
二
月
に
策
定
さ
れ
た
、
二
一

世
紀
初
頭
の
二
〇
一
〇
年
を
展
望
し
た
新
し
い

県
政
運
営
の
指
針
と
な
る

｢や
ま
ぐ
ち
未
来
デ

ザ
イ
ン
雛
｣
の
中
で

｢ジ

ョ
イ
フ
ル
ロ
ー
ド
構

想
｣
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す

(図
2
)。

~ 県土 川寺間構想とは ~

定住と交流の時代を迎える中で、県内各広域生活圏間の連携と交流を強
化するため、圏城中C諸B市と圏域内の市町村を。また、中核都市と他の
圏域中心都市を 1時間で結ぶとともに、県内各地域から高速道路インタ
ーチェンジ(I.C)や新幹線駅までを。さらに、圏域中心都市から空港や重要
港湾までをおおむね1時間で結ぶ交通体系の整備をすすめる構想です。

膨鰍膨ー
鰍戚鰻圏域中心-都市と圏域内両町村獅膨鸚…

鞠皺中核部市と圏域中心都市

地域間の移動時間の短縮や快適な歩行空間の整備を目指します。

綵 、 ･ t轉周国頌の甚大

　　　　 　　　　　　　

　　
た
ど

つ
な

o

立
り
ず

に
く
ま

場
づ
し

立
道
指

　
　
　

行
き
実

歩
や
充

図



一ニ

親
し
ま
れ
る
道
づ
く
り

-

道
の
駅

｢道
の
駅
｣
誕
生
の
経
緯

(発
端
)
を
ひ
も
と
い

て
み
ま
す
と
、
平
成
二
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国

地
域
づ
く
り
交
流
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
山

ロ
県
の
坂
本
多
旦
氏

(み
ど
り
の
風
協
同
組
合
理
事

長
)
の

｢道
路
に
駅
が
あ

っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
｣
と
の
提
案
が
あ
り
、
そ
の
後
、
社
会
実
験
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
懇
談
会
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
建

設
省
の
御
尽
力
に
よ
り
平
成
五
年
二
月
に
｢道
の
駅
｣

登
録
･
案
内
制
度
が
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
本
県
は
い
わ
ば

｢道
の
駅
｣
発
祥
の
地
で

あ
る
と
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
全
国
で
四

七
〇
駅
が
登
録
さ
れ
、
本
県
に
は
一
二
駅
が
あ
り
ま

す
。こ

こ
で
は
、
温
泉
施
設
が
好
評
の

｢道
の
駅
｣
二

駅
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
o

あ
ぶ
ちよう

ま
ず
、
道
の
駅

｢阿
武
町
｣
は
、
萩
か
ら
国
道
一

九
一
号
を
島
根
県
方
面
に
約
一
四
虹
、
所
要
時
間
約

一
八
分
の
所
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
駅
は
第
一
回
登
録

を
受
け
、
前
述
の
社
会
実
験
も
行
わ
れ
た
由
緒
あ
る

｢道
の
駅
｣
で
す
。
こ
の
温
泉
は

｢日
本
海
温
泉
テ

ル
メ
阿
胡
｣
の
愛
称
を
も
ち
、
日
本
海
の
潮
騒
に
包

ま
れ
水
平
線
へ
の
落
日
の
見
え
る
温
泉
と
し
て
、
観

も定
家
、

言文
白
髭
雁
ト
ーラ

ッ
ク
り
9ドー
ラ
イ
ーミ
1
･、
中
雫
或
へり
ノ

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

風
呂
、
天
然
宝
石
ト
ル
マ
リ
ン
温
泉
、
サ
ウ
ナ
な
ど

も
う
一
方
の
道
の
駅

｢お
ふ
く
｣
は
、
中
国
自
動

最
新
の
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

車
道
美
祢
I
C
か
ら
長
門
方
面

(国
道
四
三
五
号
経

温
泉
を
目
的
に
、
遠
く
は
九
州
か
ら
も
多
く
の
人
々

由
)
に
約
一
二
痢
の
国
道
三
一
六
号
沿
い
、
所
要
時

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

車
道
美
祢
I
C
か
ら
長
門
方
面

(国
道
四
三
五
号
経

由
)
に
約
一
二
痢
の
国
道
三
一
六
号
沿
い
、
所
要
時

間
約
一
五
分
の
所
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
駅
は
平
成
一

〇
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
し
い
施
設
で
、
近
く

お
ふ
く

に
あ
っ
た
於
福
温
泉
を
移
設
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

温
泉
は

｢弘
法
の
湯
｣
と
し
て
地
域
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

マ
ッ
サ
ー
ジ

大島郡

ク
ノ　

　
　

博
)

ら

町

市

ら

須

口

き

知

山

口

阿

　

　

　

道

お

)

｢

市

ゑ

も

駅
祢

の

美

　　
　
　

図

2

パ
ー
ク
ロ
ー
ド

山
口
市
の
ほ
ぼ
中
心
、
県
庁
前
の
国
道
九
号
と
県

道
宮
野
大
歳
線

(旧
･
国
道
九
号
)
を
結
ぶ
道
路
と

し
て
、
｢日
本
の
道
期
選
｣
に
選
ば
れ
た
県
道
厳
島
早

間
田
線

(通
称
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
。
延
長
○
･
八
虹
)

が
あ
り
ま
す

(写
真
-
)。

こ
の
周
辺
に
は
、
県
立
博
物
館
、
図
書
館
、
美
術

館
な
ど
の
文
化
施
設
や
、
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
、
一

の
坂
川
、
亀
山
公
園
な
ど
の
観
光
施
設
が
あ
り
、
県

民
に
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
文
化
ゾ
ー
ン
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
は
、
こ
の
よ
う
な
周
辺

環
境
に
配
慮
し
た
修
景
道
路
と
し
て
、
一
〇
年
の
歳

月
を
費
や
し
、
昭
和
五
五
年

(
一
九
八
〇
年
)
七
月

に
完
成
し
ま
し
た
。
全
幅
四
0
m
で
、
両
側
に
植
樹

帯
を
含
む
=

･
五
m
ず
つ
の
歩
行
者
自
転
車
道
を

設
置
し
た
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。植

樹
帯
や
歩
道
に
は
、
ケ
ヤ
キ
を
中
心
と
し
て
、

ク
ス
ノ
キ
、
桜
な
ど
約
一
万
本
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
、

歩
道
に
は
、
フ
グ
、
ミ
カ
ン
な
ど
県
内
の
代
表
的
な

エE
翫…"“‐“
春
田
･
っ
、
ヒ
ベテ
′1
ク
ヌ
′!
レ
ア
益
里井
h/八
戸
〆
･
初
盟
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下
道
の
壁
に
は
、
ト
リ
、
動
物
な
ど
を
描
い
た
焼
物

タ
イ
ル
や
山
ロ
祇
園
祭
り
を
描
い
た
ガ
ラ
ス
モ
ザ
イ

ク
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
線
は
地
中
化

さ
れ
、
照
明
設
備
や
信
号
機
は
落
ち
着
い
た
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
色
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
完
成
後
一
八
年

を
経
過
し
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
樹
木
は
随
分
大
き
く
育

ち
、
初
夏
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
と
周
囲
の
景
観
に
溶

け
込
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
道
路
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
県
民
か
ら
親
し
ま

写真 1 パークロー ド

れ
、
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
六
〇
〇
年

の
伝
統
を
も
ち
八
月
の
六
、
七
日
に
行
わ
れ
る

｢山

ロ
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
祭
｣
で
は
、
こ
の
パ
ー
ク
ロ
ー

ド
が
メ
イ
ン
会
場
と
な
り
ま
す
。
周
辺
は
約
一
〇
万

個
の
ち
ょ
う
ち
ん
の
明
か
り
で
浮
か
び
上
が
り
、
サ

ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
相
ま
っ
て
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
る
情
景

は
、
是
非
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
日
曜
朝
市
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
に
も
度
々

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
県
民
の
関
心
が

高
く
、
市
内
の
小
、
中
、
高
校
生
、
市
民
グ
ル
ー
プ

等
に
よ
る
清
掃
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
管

理
者
と
し
て
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
樹
木
医
等
の
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
と
、

成
長
に
伴
っ
て
地
下
水
、
肥
料
な
ど
の

｢地
力
｣
の

不
足
等
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
年
後

や
五
〇
年
後
に
、
今
ま
で
以
上
に
県
民
に
親
し
ま
れ

る
道
路
と
し
て
大
き
く
育
つ
努
力
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

い
い
道
路
を
造
れ
ば
、
維
持
管
理
に
お
い
て
も
地

域
住
民
の
理
解
の
も
と
に
協
力
が
得
ら
れ
る
一
つ
の

例
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

3

黄
色
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

本
県
に
お
け
る
県
管
理
道
路
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

色
彩
は
、
特
別
に
そ
の
地
域
の
景
観
や
海
岸
部
で
耐

候
性
に
配
慮
す
る
場
合
を
除
き
、
山
ロ
県
色
と
し
て

｢黄
色
｣
(J
I
S
･
Z
･
8
7
2
1
)
を
標
準
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
八
年
(
一
九
六
三
年
)

に
山
ロ
県
で
開
催
さ
れ
た
第
一
八
回
国
民
体
育
大
会

に
お
け
る
景
観
整
備
の
一
環
で
、
｢緑
に
映
え
る
色
｣

と
し
て
県
の
特
産
品
で
あ
り
、県
の
花
で
も
あ
る
｢夏

み
か
ん
｣
の
色
か
ら
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
時
は
現
場
塗
装
の
た
め
色
調
に
ば
ら
つ
き
が
多

か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
、
山
口
県
色

と
し
て
、
各
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
工
場
製
品
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
等
に
つ
い
て
は
維
持
管
理

の
面
か
ら
亜
鉛
メ
ッ
キ
品
へ
移
行
し
て
い
ま
す
が
、

昭
和
三
八
年
以
来
三
六
年
を
経
過
し
た

｢黄
色
い
ガ

ー
ド

レ
ー
ル
｣
は
、
｢よ
く
目
立
つ
｣
｢暖
か
み
を
感

じ
る
｣
｢山
口
県
の
道
路
と
す
ぐ
わ
か
る
｣等
好
評
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

四

住
民
と
と
も
に
あ
る
道
路
行
政

(特
色
の
あ
る
道
路
管
理
)
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1

バ
リ
ア
フ
リ
ー
点
検

山
ロ
県
は
、
障
害
者
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
一
一
月
に

関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
山
口
市
に
お
い
て
歩
道
等



の
点
検
を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
2
)。

こ
れ
は
、
従
来
か
ら
各
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て

｢交
通
安
全
総
点
検
｣
な
ど
の
形
で
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
県
が
主
催
す
る
の
は
今
回
が
初
め

て
で
し
た
。
同
市
在
住
の
視
覚
障
害
者
と
車
い
す
使

用
者
各
四
名
、
県
警
の
職
員
な
ど
約
三
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
前
述
の
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
を
含
む
約

一
如

で
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
道
路
の
両
側
の

歩
道
を
約
二
時
間
か
け
て
点
検
し
ま
し
た
。
パ
ー
ク

ミ
"で
きミ
ミ
ズ馬

で
き
ノ
ノ
、し

べ
き
ゞ
＼‘

　
　　
　
　
　

、
ご
て
き
く

　　
　

　で

頭

ロ
ー
ド
は
本
県
で
も
代
表
的
な
｢人
に
や
さ
し
い
道
｣

で
あ
り
、
歩
道
を
広
く
取
り
障
害
者
へ
の
配
慮
が
手

厚
く
さ
れ
て
い
る
た
め
参
加
者
の
感
想
は
概
ね
良
好

で
し
た
が
、
街
路
樹
が
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
前
ま
で
張

り
出
す
な
ど
、
管
理
面
の
問
題
点
や
健
常
者
で
は
気

が
付
か
な
い
使
い
に
く
さ
が
い
く
つ
か
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
辻
英
夫
土
木
建
築
部
長
を
は
じ
め
職
員

も
ア
イ
マ
ス
ク
や
車
い
す
を
使
用
し
て
疑
似
体
験
を

行
い
、
ふ
だ
ん
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
地
下
道
の
ス

ロ
ー
プ
が
、
下
り
で
は
加
速
が
付
い
て
怖
い
な
ど
の

感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

今
後
県
で
は
、
点
検
結
果
を
ま
と
め
て
道
路
整
備

の
参
考
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

2

人
に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
協
議
会

近
年
、
道
路
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
道
路

利
用
者
、
特
に
歩
行
者
や
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た

道
路
施
設
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
、

道
路
整
備
は
、
そ
の
性
格
か
ら
道
路
管
理
者
主
導
で

実
施
さ
れ
て
き
た
感
が
強
く
、
公
共
事
業
に
対
す
る

住
民
の
理
解
、
協
力
を
さ
ら
に
求
め
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
住
民
参
加
を
ど
の
よ

う
な
形
で
取
り
入
れ
て
い
く
か
、
真
剣
に
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
の
方
策
と
し
て
、
本
県
で
は
モ
デ
ル

地
域
を
選
定
し
て

｢人
に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
協

議
会
｣
を
設
置
し
、
地
域
住
民
の
参
画
を
得
な
が
ら

道
路
空
間
の
見
直
し
を
図
り
、
歩
行
者
や
生
活
者
に

す

と

っ
て
よ
り
使
い
や
す
い
道
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
、

2

今
後
の
道
路
整
備
の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
o

飛　

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
本
県
で
一
番
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
大
島
郡
を
選
定
し
ま
し
た
。
大
島
郡
は
本

県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海
で
三
番
目
の
面

積
を
有
す
る
周
防
大
島
を
中
心
に
、
多
数
の
島
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
的
に
は
四
町
か
ら
な
り
、

人
ロ
約
二
万
四
、
○
○
0
人
の
内
六
五
歳
以
上
の
高

齢
者
は
約
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
全
国
的
に
も

高
齢
化
が
進
ん
だ
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

(平
成
九
年
一
〇
月
推
計
値
)

｢協
議
会
｣
は
、
高
齢
化
先
進
地
域
の
声
を
基
に
、

行
政
と
地
域
住
民
が
い
っ
し
ょ
に
考
え
る
場
と
し
て
、

今
年
度
発
足
し
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
、
ま
ず
地
元

四
町
を
構
成
員
と
す
る
事
務
局
を
設
置
し
、
国
道
四

三
七
号
を
土
と
す
る
モ
デ
ル
区
間
で
の
交
通
環
境
の

調
査
と
、
問
題
点
を
抽
出
す
る
た
め
の
道
づ
く
り
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
、

｢道
づ
く
り
は
地
域
づ
く
り
｣
と
考
え
、
今
後
関
係

団
体
･
機
関
と
横
の
連
携
を
強
化
し
道
路
整
備
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。



3

道
路
相
談
室

近
年
、道
路
に
関
す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
･

広
域
化
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
道
路
に
つ
い
て
の

相
談
･
意
見
･
要
望
等
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
道
路
管
理
者
は
一
般
利
用
者
の
意
見
等
を
聞

き
な
が
ら
道
路
管
理
･
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
建
設
省
中
国
地

方
建
設
局
山
ロ
工
事
事
務
所
、
山
ロ
県
、
及
び
一
部

の
市
町
村
は
、
平
成
六
年
六
月
か
ら
道
路
利
用
者
の

相
談
等
に
対
し
て
迅
速
か
つ
適
切
に
処
理
す
る
た
め
、

本
庁
及
び
出
先
の
事
務
所
を
窓
ロ
と
す
る
道
路
相
談図

室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

道
路
相
談
室
は
国
道
･
県
道
･
市
町
村
道
を
問
わ

ず
全
て
の
道
路
を
対
象
と
し
、
①
道
路
利
用
者
か
ら

の
道
路
に
関
す
る
相
談
･
苦
情
を
道
路
管
理
者
に
伝

え
や
す
く
す
る
、
②
管
轄
が
異
な
る
道
路
管
理
者
間

の
情
報
･
連
絡
体
制
の
確
立
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上

(
い
わ
ゆ
る

｢た
ら
い
ま
わ
し
｣
の
防
止
)、

③
道
路
利
用
者
か
ら
の
意
見
･
要
望
等
を
道
路
整
備

に
反
映
す
る
こ
と
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
相
談
を
受
け
る
と
、
内
容
に
よ
っ

て
種
別

(要
望
･
相
談
･
苦
情
･
そ
の
他
)
と
細
別

(道
路
構
造
･
標
識
･
情
報
板
･
路
面
･
排
水
･
騒

音
振
動
･
道
路
状
況
･
問
合
せ
･
事
故
等
)
に
分
類

し
た
上
で
対
処
し
、
異
な
る
道
路
管
理
者
に
対
し
て

は
速
や
か
に
F
A
X
で
連
絡
し
て
い
ま
す
。
県
管
理

道
路
の
実
績
と
し
て
は
、
開
設
時
か
ら
現
在
ま
で
、

年
平
均
で
約
二
、
四
0
○
○
件
の
相
談
が
あ
り
、
内

訳
は
、
苦
情
が
約
半
数
、
要
望
と
問
い
合
わ
せ
が
そ

れ
ぞ
れ
約
四
分
の
一
ず
っ
と
な
っ
て
い
ま
す

(細
別

は
図
4
を
参
照
)。

4

道
路
の
通
行
障
害
、
損
傷
等
の
情
報
提
供
に
関

す
る
郵
便
局
と
の
業
務
協
定

地
域
の
隅
々
ま
で
日
々
巡
回
す
る
郵
便
局
職
員
が
、

集
配
等
の
業
務
の
遂
行
中
に
、
国
道
･
県
道
･
市
町

村
道
を
問
わ
ず
、
穴
ぼ
こ
･
落
石
･
倒
木
･
災
害
等

安
全
な
通
行
を
阻
害
す
る
障
害
物
を
発
見
し
た
と
き

に
、
最
寄
り
の
県
の
道
路
相
談
室
に
一
元
的
に
通
報

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
道
路
管
理
者
が
よ
り
早

く
よ
り
き
め
細
か
な
道
路
情
報
を
収
集
し
、
適
正
な

維
持
管
理
に
役
立
て
る
シ
ス
テ
ム
を
、
県
レ
ベ
ル
と

し
て
は
全
国
で
初
め
て
、
平
成
一
〇
年
一
月
に
開
始

し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
の
通
報
実
績
は
一
〇
件
と
少
な
い
も
の

の
、
そ
の
内
容
は
穴
ぼ
こ
･
安
全
施
設
の
破
損
･
落

石
･
歩
道
部
の
陥
没
等
、
直
接
管
理
瑕
疵
に
結
び
つ

く
危
険
性
の
あ
る
重
要
な
も
の
で
し
た
。

道
路
管
理
者
に
よ
る
通
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、

県
内
三
五
四
の
郵
便
局

(郵
便
集
配
職
員
約
一
、
七

〇
〇
人
)
か
ら
の
貴
重
な
道
路
情
報
を
も
と
に
、
利

用
者
の
身
近
な
視
点
で
道
路
の
使
い
勝
手
を
検
証
し
、

改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

5

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務

震
度
五
以
上
の
地
震
や
大
津
波
な
ど
、
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
る
規
模
の
風
水
害
に
よ
っ
て
県
内

の
複
数
の
市
町
村
に
お
い
て
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
道
路
･
河
川
･
農
林
等
、
県
が
管
理
す

る
全
て
の
公
共
施
設
の
機
能
の
確
保
及
び
回
復
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、
山
ロ
県
と
山
ロ
県
建
設
業
協

会
は

｢大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
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関
す
る
協
定
書
｣
を
、
平
成
一
〇
年
一
月
に
締
結
し

ま
し
た
。

業
務
内
容
は
、
①
公
共
施
設
の
崩
壊
、
倒
壊
及
び

損
壊
等
に
伴
う
緊
急
人
命
救
助
、
②
道
路
交
通
確
保

の
た
め
の
障
害
物
の
除
去
、
③
知
事
が
必
要
と
認
め

る
緊
急
応
急
作
業
で
あ
り
、
県
と
協
会
は
災
害
対
策

用
資
機
材
の
備
蓄
や
保
有
状
況
等
の
資
料
を
交
換
し
、

大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
細
目
を
定
め
た

｢地
震
･
風
水
害
･
そ
の

他
の
災
害
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
書
｣
(以
下

｢細
目
協
定
｣
と
い
う
。
)
を
、
｢防
災
の
日
｣
に
ち

な
み
平
成
一
〇
年
九
月
一
日
に
、
各
土
木

(建
築
)

事
務
所
と
協
会
各
支
部
と
の
間
で
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
細
目
協
定
は
、
あ
ら
か
じ
め
建
設
業
者
の
担

当
区
間
又
は
地
域
を
定
め
、
災
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
又
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
①

緊
急
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、
②
簡
易
な
障
害
物
の
除
去

及
び
通
行
規
制
措
置
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
協
定
に
お
い
て
は
、

災
害
時
に
迅
速
に
応
急
対
策
業
務
を
行
う
た
め
、
有

線
通
信
の
途
絶
又
は
地
震
等
突
発
的
な
災
害
の
発
生

時
に
は
、
担
当
区
間
の
建
設
業
者
の
判
断
に
よ
り
自

主
的
に
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
山
ロ
県
に
お
け
る
道
路
施
設
や
維
持
管
理

の
特
色
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
さ

ら
に
よ
り
よ
い
維
持
管
理
を
目
指
し
て
努
力
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
御
助
言
、

御
指
導
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
機
会
を
お
借
り
し
て
、
本
県
の
イ

ベ
ン
ト
へ
の
御
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
口
県
は
、
西
暦
二
0
○

-
年

(平
成
一
三
年
)

に
、
｢
い
の
ち
燦
め
く
未
来
へ
｣
を
テ
ー
マ
に
、
｢山

口
き
ら
ら
博
-
二
十
一
世
紀
未
来
博
覧
会
｣
を
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
口
や
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
問
題
な
ど
、
地
球
規
模
で
様
々
な
課
題
が
提
起

さ
れ
る
中
で
、
新
し
い
世
紀
へ
の
転
換
に
あ
た
っ
て

二
〇
世
紀
に
残
さ
れ
た
課
題
を
克
服
し
、
世
界
に
新

た
な
歴
史
を
築
い
て
い
く
も
の
は
、
｢八
の
叡
智
と
創

造
力
｣
で
あ
り
、
内
外
の
知
恵
と
活
力
を
結
集
し
て

未
来
に
向
け
た
新
し
い
社
会
の
あ
り
方
を
提
案
す
る

も
の
で
す
。

現
在
、
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
も
な
る
も
の

と
し
て
、
山
陽
自
動
車
道
宇
部
下
関
線
の
新
設
、
山

ロ
宇
部
有
料
道
路
の
一
部
区
間
四
車
線
化
、
県
道
山

口
阿
知
須
宇
部
線
の
建
設
等
、
周
辺
の
道
路
網
が
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
会
期
に
は
是
非
全
国
各
地

　

か
ら
山
口
へ
お
い
で
い
た
だ
き
、
本
県
の
道
路
と
と

も
に
、
｢山
口
き
ら
ら
博
｣
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

圏開催期間 / 西暦2001年 (平成13年) 7月14日~ 9月30日
回開催時間 / 午前 9時30分~ 午後 9時 (開催全期間)
鬮目標入場者数 / 200万人以上

皿会場面積 / 約38ha [駐車場等約25haを除く]

圏開催場所 / 阿知須干拓地南工区 [山ロ県阿知須町]
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電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
い
ろ
い
ろ

中

村

嘉

伸

電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
広
辞
苑
で
引
い
て
み
た
ら
、
公
衆
電
話
が
設
け
て
あ
る
小

さ
な
箱
型
の
建
物
と
あ
っ
た
。
更
に
公
衆
電
話
を
引
い
て
み
た
ら
、
公
衆
が
料

金
を
払
っ
て
自
由
に
使
え
る
よ
う
、
駅
や
街
路
、
店
頭
な
ど
に
設
け
た
電
話
と

あ
っ
た
。
電
話
機
そ
の
も
の
は
雨
風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
、
道
路
上
に

設
置
す
る
場
合
に
は
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
収
容
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に

人
一
人
が
や
っ
と
入
れ
る
箱
型
の
施
設
だ
が
道
路
の
継
続
使
用
に
な
り
道
路
管

理
者
の
許
可
が
い
る
。
道
路
は
一
般
通
行
の
用
に
供
す
る
施
設
だ
か
ら
、
自
動

車
専
用
の
道
路
以
外
は
誰
で
も
自
由
に
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
と

同
時
に
一
般
通
行
ば
か
り
で
な
く
上
･
下
水
道
、
電
力
線
、
ガ
ス
管
、
そ
し
て

地
下
鉄
等
の
公
共
施
設
が
道
路
の
地
下
に
あ
る
。
そ
の
一
方
で
路
上
に
は
電
力

線
の
電
柱
、
電
話
柱
な
ど
市
民
生
活
に
不
可
欠
な
施
設
が
道
路
管
理
者
の
許
可

を
受
け
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

戦
前
戦
後
と
い
う
時
代
を
区
分
す
る
用
語
は
古
い
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
物
造
り
を
軽
視
し
精
神
で
も
っ
て
物
造
り
を
代
位
さ
せ
よ
う
と
し
た
日

本
の
戦
前
と
、
そ
の
反
動
と
し
て
物
造
り
を
絶
対
視
し
た
戦
後
と
は
、
日
本
敗

戦
の
昭
和
二
〇
年
八
月
を
境
に
し
て
国
の
か
た
ち
が
ま
る
で
違
う
も
の
に
な
っ

た
か
ら
、
戦
前
戦
後
と
あ
え
て
言
わ
し
て
も
ら
う
。
そ
の
戦
前
、
電
話
が
あ
る

の
は
村
長
、
医
者
、
商
家
そ
し
て
一
部
富
裕
族
に
限
ら
れ
て
い
た
。
あ
の
家
に

は
電
話
が
あ
る
と
言
え
ば
、
一
般
の
人
々
は
そ
れ
相
応
の
眼
ざ
し
で
見
た
も
の

で
あ
る
。
電
話
の
な
い
家
庭
は
電
話
が
あ
る
家
に
行
っ
て
使
わ
し
て
も
ら
っ
た
。

だ
か
ら
自
宅
の
電
話
番
号
を
刷
り
込
ん
だ
名
刺
は
そ
れ
だ
け
で
ス
テ
イ
タ
ス
シ

ン
ボ
ル
に
な
っ
た
。
戦
前
、
駅
前
な
ど
に
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
っ
た
が
、
呼
び

出
し
先
に
電
話
が
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
ご
く
限
ら
れ
た
利
用

状
況
で
あ
っ
た
。

戦
後
も
一
〇
年
た
っ
た
昭
和
三
○
年
頃
に
は
、
日
本
は
敗
戦
の
荒
廃
か
ら
立

ち
上
り
、
工
業
生
産
量
は
戦
前
の
そ
れ
を
上
廻
り
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
と
言

熟

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
冷
蔵
庫
、
掃
除
機
の
電
化
製
品
が
普
及
し
、
大
衆
が

詑

あ
れ
ほ
ど
憧
れ
て
い
た
電
話
も
三
〇
年
代
後
半
か
ら
各
家
庭
に
入
り
、
電
話
所

道

有
の
貴
重
さ
は
次
第
に
薄
れ
て
行
く
。
が
、
各
家
庭
に
入
り
込
ん
だ
電
話
に
外

難

か
ら
か
け
る
と
き
、
駅
前
や
道
路
上
に
あ
る
電
話
ボ
ッ
ク
ス
は
大
い
に
役
立
っ



た
。
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
黄
金
期
は
、
各
家
庭
に
個
人
用
の
電
話
が
入
っ
て
来
た

こ
と
･
ほ
ゞ
期
を
同
じ
く
す
る
。
こ
れ
か
ら
中
村
嘉
伸
氏
が
書
か
れ
た
電
話
ボ

ッ
ク
ス
の
い
る
い
ろ
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
ふ
ま
え
た
上
の
話
で
あ
る
。
た

だ
、
公
園
や
駅
前
広
場
に
あ
る
電
話
ボ
ッ
ク
ス
と
道
路
上
に
占
用
物
件
と
し
て

設
置
す
る
電
話
ボ
ッ
ク
ス
と
で
は
許
可
条
件
の
上
で
制
約
の
違
い
が
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
方
で
、
携
帯
電
話
や
自
動
車
電
話
な
ど
の
無
線
電
話

の
普
及
で
わ
ざ
ノ
＼
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
入
ら
な
く
て
も
目
的
を
達
す
る
電
話
シ

ス
テ
ム
が
普
及
し
、
国
独
占
の
事
業
か
ら
各
種
分
散
型
の
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し

つ
･
あ
り
、
将
来
、
電
話
事
業
は
ど
の
方
向
を
目
指
す
に
し
ろ
、
無
限
に
拡
が

り
を
持
ち
予
測
は
多
岐
に
わ
た
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
電
話
機
の
限
り
な
い
展
開
に
対
し
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
は

ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
来
た
か
、
ま
た
た
ど
り
つ
＼
あ
る
か
。
こ
れ
は

本
文
を
お
読
み
い
た
ゞ
き
た
い
が
、
一三
函
で
言
え
ば
そ
の
地
方
ノ
ー＼
‐に
合
っ
た

59

多
極
型
電
話
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
展
開
だ
ろ
う
。
戦
後
か
ら
つ
い
最
近
ま
で
国
内
の

2

電
話
を
独
占
し
て
い
た
日
本
電
話
電
信
公
社
が
N
T
T
数
社
に
分
散
し
た
今
日
、

セ一丁

電
話
ボ
ッ
ク
ス
も
ま
た
地
域
に
と
け
込
み
、
あ
る
い
い
は
地
域
を
象
徴
す
る
電

漸

話
ボ
ッ
ク
ス
へ
と
移
行
し
つ
＼
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
電
話
機
が
内
蔵
す
る
機
能

シ
ス
テ
ム
は
日
進
月
歩
の
勢
い
で
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
承
知
し
て
も
、

私
達
は
電
話
機
は
電
話
機
械
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
。
が
電
話
ボ
ッ
ク
ス
は

そ
の
街
、
そ
の
土
地
の
文
化
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
大
い
に
期
待
さ
れ
る

存
在
で
あ
り
続
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
と
願
っ
て
い
る
。

(道
路
広
報
セ
ン
タ
ー
)

電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
変
遷

現
代
人
の
暮
ら
し
に
、
電
話
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と

な

っ
て
い
る
。
離
れ
た
場
所
に
い
る
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
時
、
も
し
電
話
な
ど
の
通
信
機
器
が

な
か
っ
た
ら
、
郵
便
で
や
り
と
り
す
る
か
、
そ
こ
ま
で
出

向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
瞬
時
に
連
絡
を

取
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
電
話
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
言
っ
て
も
い
い
だ
る

ネ
ノ
oま

た
、
外
出
し
た
際
に
便
利
な
の
が
、
道
路
上
に
設
置

さ
れ
た
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
こ
れ
も
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
設
置
用
地
の

確
保
や
街
頭
の
美
観
な
ど
の
問
題
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
こ
と
も
し
ば
ノ
＼
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
公
共
性
と

い
う
意
味
に
お
い
て
、
道
路
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の

と
言
え
よ
う
o

こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
姿

･
形
ま
た

は
機
能
面
に
お
い
て
、
時
代
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
遷

し
て
き
て
い
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

街
の
景
観
と
調
和
す
る
定
め
の
工
夫

公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
第
一
号
は
、
明
治
三
三
年
、
東
京
･

京
橋
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
六
角
錐
形
に
白
塗
と
い
う
モ

ダ
ン
で
堂
々
と
し
た
作
り
を
し
て
お
り
、
｢目
働
電
話
｣と

呼
ば
れ
て
い
た
。
明
治
末
期
に
は
、
赤
塗
り
の
も
の
に
変

身
。
全
国
で
二
〇
〇
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま

で
富
裕
階
級
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
電
話
が
こ
の
公
衆
電

明治33年



話
ボ

ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
誰
で
も
使
え
る
｢庶
民
の
電
話
｣

と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
設
置
台
数

が
増
え
た
昭
和
初
期
に
な
る
と
、
六
角
形
の
も
の
か
ら
設

置
場
所
を
と
ら
な
い
四
角
形
と
な
り
、
洗
練
さ
れ
た
ス
タ

イ
ル
が
注
目
の
的
と
な
っ
た
。

鋼
製
の
も
の
が
登
場
し
た
の
は
昭
和
二
九
年
の
こ
と
。

ク
リ
ー
ム
色
の
ボ
デ
ィ
と
赤
い
屋
根
か
ら

"丹
頂
形
“
と

呼
ば
れ
、
街
角
を
色
ど
っ
た
。
高
度
成
長
期
に
入
り
、
都

市
環
境
の
変
化
、
交
通
の
繁
雑
化
が
す
す
む
と
、
電
話
ボ

ッ
ク
ス
も
じ
や
ま
に
な
ら
な
い
見
通
し
の
利
く
も
の
が
必

要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
、

透
明
性
の
高
い
四
方
ガ
ラ
ス
張
り
の
組
立
式
ボ
ッ
ク
ス
で

あ
る
。
ま
た
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
か
ら
、
電
話
柱
に

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
取
り
つ
け
た
だ
け
の
簡
易
タ
イ
プ
の
公

衆
電
話
が
普
及
し
始
め
た
の
も
、
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
ラ
イ
ト
ブ
ラ
ウ
ン
、

ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
、
グ
レ
ー
と
い
っ
た
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
揃
え
る
な
ど
、
よ
り
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、

街
の
景
観
を
損
な
わ
な
い
工
夫
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
二
年
に
登
場
し
た
の
が
、
高
度
･

多
様
化
し
た
情
報
通
信
に
対
応
で
き
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

デ
ィ
ジ
タ
ル
公
衆
電
話
に
接
続
す
る
モ
ジ
ュ
ラ
ー
、
携
帯

端
末
用
大
型
テ
ー
ブ
ル
な
ど
が
装
備
さ
れ
、
上
部
に
は
ダ

イ
ヤ
ル
番
号
な
ど
を
表
示
す
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
。
通
話
だ
け
で
な
く
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
や

デ
ー
タ
送
信
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
施
設
と
し
て

千葉県 ･銚子 (灯台)
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行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
街
の
小
さ
な
サ
テ
ラ

イ
ト
･
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

P
R
装
置
と
し
て
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス

こ
う
し
た
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
め
ぐ
る
変
遷
か
ら
言
え
る

こ
と
は
、
当
初
は

｢
こ
こ
に
電
話
ボ

ッ
ク
ス
が
建

っ
た
｣

と
い
う
感
覚
で
、
提
供
さ
れ
た
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
利
用
者

の
方
が
な
じ
ん
で
い
く
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
設
置

台
数
が
増
え
る
と
と
も
に
、
環
境
に
調
和
さ
せ
る
必
要
性

が
生
じ
て
き
た
。
そ
こ
で
登
場
し
て
き
た
の
が
、
ガ
ラ
ス

張
り
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
小
さ

い
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
街
と
の
調
和
と
い
う
点
で
注
目
に
す
べ

き
は
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
装
飾
化
･
個
性
化
で
あ
る
。
例

え
ば
、
有
名
な
神
社
･
仏
閣
の
あ
る
街
で
は
、
そ
れ
に
似

せ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
地
域
の
観
光
協
会
や
商
店
街
が
広

場
な
ど
に
自
発
的
に
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の



電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
、
そ
の
街
の
名
所
･
名
物
を
P
R

す
る
媒
体
と
し
て
の
役
割
を
持
た
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
海
に
近
い
街
で
は
、
灯
台
の
カ
タ
チ
を

模
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
電
話
ボ
ッ
ク
ス
。
古
い
町
並
み

が
保
存
さ
れ
た
観
光
地
で
は
、
民
芸
風
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス

が
、
さ
ら
に
魚
の
ふ
ぐ
の
産
地
に
お
い
て
は
、
大
き
な
魚

の
ふ
ぐ
の
置
物
を
屋
根
の
上
に
載
せ
た
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が

そ
れ
ハ
＼
街
の
た
め
の
看
板
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。姿
･

形
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
あ
り
、
見
て
い
て
実
に
興
味
深

い
も
の
で
あ
る
。
環
境
と
の
調
和
を
目
指
す
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
、

さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
発
想
と
言
え
よ
う
。

今
後
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
と
道
路
の
関
係

電
話
ボ
ッ
ク
ス
は
、
防
犯
や
事
故
な
ど
の
非
常
通
報
の

必
要
か
ら
も
、
あ
る
エ
リ
ア
内
に
は
必
ず
設
置
す
る
と
い

う
公
共
性
を
有
し
て
い
る
。
普
段
は
気
に
し
な
い
も
の
の
、

な
く
て
は
不
便
な
存
在
で
あ
ろ
う
。
そ
の
反
面
、
年
々
設

置
場
所
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
必
要
と
考
え
ら

れ
る
場
所
に
設
置
で
き
な
い
と
い
っ
た
問
題
も
起
き
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

今
後
は
、
加
速
度
的
に
普
及
し
て
い
る
携
帯
電
話
が
そ

の
ニ
ー
ズ
を
吸
収
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
確

実
に
通
話
す
る
に
は
、
電
話
ボ

ッ
ク
ス
の
方
が
適
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
し
、
前
述
の
よ
う
な
デ
ー
タ
送
信
基
地
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
使
命
を
持
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
利
用
者
の
こ
と
を
第
一
優
先
に
考
え
、
総
合
的

な
見
地
か
ら
設
置
場
所
を
確
保
し
、
よ
り
よ
い
道
路
と
の

関
係
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

岩手県 ･岩泉 (島の越)

(フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

高知県 (尾長鳥) 下関市 は、ぐ) 京都府 ･長岡京跡 (鳩尾)

長野県 (善光寺)
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1 月
･
日

世
界
の

動

き

○
欧
州
連
合

(E
U
)
の
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
が
、
独
仏
な
ど

=

ヵ
国
に
導
入
さ
れ
た
。
独
マ
ル
ク
、
仏
フ
ラ
ン
な
ど
の
各
国
通
貨

は
、
ユ
ー
ロ
の
紙
幣
、
硬
貨
が
出
回
る
二
〇
〇
二
年
ま
で
使
わ
れ

る
。
一
月
四
日
以
降
は
金
融
市
場
に
登
場
し
、
ド
ル
、
円
な
ど
と

取
り
引
き
さ
れ
る
。

○
米
労
働
省
発
表
の
昨
年
三
一月
の
米
雇
用
統
計
に
よ
る
と
、
一

二
月
の
失
業
率
は
前
月
の
四
･四
%
か
ら
○
･
一
%
減
少
し
、
四
･

三
%
に
改
善
さ
れ
た
。
日
本
の
失
業
率
四
･
四
%

(
三

月
)
を

下
回
り
、
日
米
の
関
係
が
逆
転
し
た
。

○
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
は
、
米
経
済
の
先
行
き
に
楽
観
的
な
雰
囲

気
が
広
が
り
、
ダ
ウ
工
業
株
平
均
が
前
日
終
値
よ
り
六
九
･
二
六

高
の
九
、
六
〇
七
･
0
二
ド
ル
ま
で
跳
ね
上
が
り
、
史
上
初
め
て

九
、
六
〇
〇
ド
ル
の
大
台
を
突
破
し
た
。

○
ブ
ラ
ジ
ル
中
央
銀
行
は
通
貨
レ
ア
ル
を
同
日
か
ら
市
場
の
動
き

に
ま
か
せ
る
変
動
相
場
制
に
移
行
さ
せ
る
と
正
式
に
発
表
し
た
。

事

項

12
･
第

を
月
･
日

国

内

の

動

き

○
小
渕
恵
三
首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
経
済
戦
略
会
議

(議
長
、

樋
ロ
広
大
郎
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
会
長
)が
、
｢日
本
経
済
再
生
へ
の
戦

略
｣
と
題
す
る
中
間
報
告
を
首
相
に
提
出
。
具
体
策
と
し
て
国
家

公
務
員
数
の
削
減
な
ど
に
よ
る
公
的
部
門
の
ス
リ
ム
化
、
バ
ブ
ル

経
済
の
清
算
、
新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
を
挙
げ
た
。

○
総
務
庁
発
表
の
労
働
力
調
査
で
、
一
一
月
の
完
全
失
業
率
が
四
･

四
%

(季
節
調
整
値
)
と
現
行
調
査
開
始

(
一
九
五
三
年
)
以
来

の
最
悪
記
録
と
な
っ
た
。
前
月
比
○
･
一
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
。

○
政
府
は
臨
時
閣
議
で
総
額
八
一
兆
八
、
六
〇
一
億
円

(本
年
度

当
初
比
五
･
四
%
増
)
の
一
九
九
九
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
決

定
。
財
政
投
融
資
総
額
は
五
二
兆
八
、
九
九
二
億
円
で
本
年
度
当

初
比
五
･
九
%
増
。

○
郵
政
省
発
表
の
郵
便
貯
金
速
報
に
よ
る
と
、
将
来
の
利
払
い
分

も
含
め
た
郵
貯
の
残
高
は
二
五
一
兆
四
、
一
二
七
億
円
と
な
り
、

初
め
て
二
五
〇
兆
円
を
超
え
た
。

○
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
の
発
表
に
よ
る
と
、
九
八
年
の

新
車
販
売
台
数

(軽
を
除
く
)
は
、
前
年
比
一
六
･
二
%
減
の
四

三
三
万
五
、
三
一
八
台
で
、
二
年
連
続
の
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。

○
気
象
庁
の
昨
年
の
気
象
統
計
値
に
よ
る
と
、
日
本
全
体
の
平
均

気
温
が
平
年
を
一
･
三
度
上
回
り
、
記
録
の
あ
る
一
八
九
八
年
以

降
で
最
も
暑
い
年
と
な
っ
た
。

○
小
渕
恵
三
首
相
が
内
閣
を
改
造
、
自
由
党
の
野
田
毅
幹
事
長
を

自
治
相
に
入
閣
さ
せ
、
自
民
、
自
由
両
党
の
連
立
政
権
が
発
足
し

た
。
閣
僚
数
は
二
〇
人
か
ら
一
八
人
に
削
減
し
た
。

○
奈
良
県
明
日
香
村
の
飛
鳥
池
遺
跡
か
ら

｢富
本
｣
の
文
字
の
あ

る
七
世
紀
後
半
の
銅
銭
な
ど
が
出
土
し
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
が

｢わ
が
国
最
初
の
流
通
貨
幣
の
可
能
性
が
高
い
｣
と
発
表
。

事

項

掟
･
第

月
･
日

道
路
行
政
の
動

き

○
第
三
一
回
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
が
開
催
さ
れ

東
北
横
断
自
動
車
道
等
の
一
三
区
間
二
二
一
畑
に
つ
い
て
整
備
計

画
が
決
定
さ
れ
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
･
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
追

加
さ
れ
る
八
箇
所
に
つ
い
て
整
備
計
画
が
変
更
さ
れ
た
。

ま
た
北
海
道
横
断
自
動
車
道
等
二
八
区
間
五
八
八
癜
に
つ
い
て

施
行
命
令
が
出
さ
れ
た
。

○
政
府
予
算
案
が
決
定
さ
れ
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
事
業
費
ベ

ー
ス
で
七
兆
四
、
一
八
六
億
円

(対
前
年
度
比
○
･九
八
)、
う
ち

国
費
は
二
兆
五
、
八
三
一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
二
)
と
な

っ
た
。

事

項
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易
六
四
卦
の
一
つ
に
澤
山
戒
と
い
う
の
が
あ
る
。

こ
の
卦
は
若
い
男
女
が
気
を
通
じ
合
う
さ
ま
を
威
と

…
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
戒
は
感
と
同
じ
で

｢心
に
触

一
れ
て
響
き
動
く
｣
と
の
意
味
で
あ
る
。
感
情
の
高
揚

…
は
な
に
も
異
性
間
に
限
ら
な
い
が
、
若
い
男
女
は
特

…
に
著
し
い
。
で
は
、
な
ぜ
こ
う
解
釈
さ
れ
る
の
か
を

…
説
明
し
た
い
。

　{

易
の
基
本
は
陰
陽
二
元
論
だ
か
ら
八
卦
も
男
性
を

天

山

水

需

表
わ
す
陽
卦
霊
･
鞭
･
薹
･
霊
と
、
女
性
を
表
わ
す

　

　

　

　

陰
卦
薹
･
M-㈲
･
霊
･
藁
に
分
け
ら
れ
る
。
分
け
る
基

天

地

凖
は
陰
卦
多
し陽
、
陽
卦
多
し陰
と
言
っ
て
霊
鮴と
甜簿…を

除
い
た
他
の
六
つ
の
卦
は
州
と

囲
の
マ
ー
ク
の
数
の

少
な
い
方
が
、
そ
の
卦
の
陰
陽
を
決
め
る
主
導
権
を

持
つ
と
い
う
小
数
支
配
の
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
男

女
そ
れ
ハ
＼
の
世
代
の
別
は
、
上
か
ら
下
に
小
･中
･

長
の
三
段
階
に
区
別
す
る
。
右
の
小
数
支
配
の
考
え

　

に
よ
っ
て
薹
を
陰
卦
と
決
め
つ
け
た
州
の
マ
ー
ク
(こ

れ
を
主
炎
と
い
う
)
は
、

一
番
上
に
あ
る
か
ら
小
女
。

,山難
も
同
様
で
主
交
の
皿
が
一
番
上
に
あ
る
か
ら
小
男

に
な
り
、
小
女
･
小
男
は
若
い
男
女
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。
次
に
こ
の
卦
を
男
女
が
気
を
通
じ
合
っ
て

い
る
と
み
る
の
は
、
陰
の
気
は
下
に
流
れ
、
陽
の
気

は
上
に
昇
る
と
易
で
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
陰
陽

二
気
が
岬豊
麗
戒
の
よ
う
に
一
つ
の
卦
の
中
で
交
り
合

う
の
を
古
卦
、
交
わ
ら
な
い
の
を
一
般
的
に
凶
卦
と

澤
山

ムー･1

す
る
。
琳豊
麗
…成
の
組
合
わ
せ
を
上
･
下
逆
に
し
た
離

間
圃の
組
合
わ
せ
で
は
陰
･
陽
二
気
は
交
わ
ら
な
い
か

ら
豊
解離

(さ
ん
た
く
)
損
と
い
う
物
事
に
失
敗
す
る

意
味
の
卦
に
な
る
。
次
に
易
本
文
を
見
て
み
た
い
。

澤
山【か
ん

　　
　
　かんは

とおる

ただしさによろし
おんなをめとるは魯ち

成

亨
。
利
し貞
。
取
し女
吉
。

し
ょり
く

そ
のほ
にか
んず

初
六
、
戒
÷耳
拇̂
〆

りく
じ

そ
のひ
にか
んず

きょう

骸ればきち

六
二
、
威
二其
腓
へ
凶
、
居
吉
。

きゆつさ
ん

そ
のまた
にか
んず

とりてそれし寿ぎ

ゆけばりん

九
三
、
戒
三其
股
＼
執
其
隨
。
往
香

きゅう
し

て
いきちくいほろぷ
しようしようとゆけば
ともなんじのおもいにしたがう

九
四
、
貞
吉
悔
亡
。憧
憧
往
来
、朋
從
二爾
思
一。

"ゆぅ
と

そ
のぽ
いにか
んず

九
五
、
戒
二其
胸
＼
元
悔
。

きゅうりく

そ
のほき
ようぜ
つにか
んず

九
六
、
威
二其
輔
類
舌
一。

こ
の
文
章
を
見
た
限
り
、
若
い
男
女
の
接
触
の
事

実
が
判
ら
な
い
。
で
は
、
今
迄
述
べ
て
来
た
こ
と
は

澤"
避

け

ど
こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
薹
轟
成
の
卦

しよう
象
の
中
で
下
る
陰
の
気
と
上
る
陽
の
気
が
交
り
合
っ

て
い
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
易
本
文
は

簡
潔
す
ぎ
て
理
解
に
困
し
む
。
こ
れ
に
注
釈
を
加
え

判
り
や
す
く
し
た
の
が
、
孔
子
達
の
儒
家
だ
っ
た
。

　　　　　　　

注
釈
は
一
〇
種
の
伝
書
に
な
り
、
こ
れ
を
十
翼
と
い

う
。
易
経
を
み
る
と
家
日
と
か
象
日
と
し
て
各
々
の

卦
に
長
々
と
し
た
注
釈
が
あ
る
。
が
注
釈
の
中
心
思

想
は
、
集
団
の
為
に
個
人
が
あ
る
と
す
る
儒
教
的
倫

理
感
だ
っ
た
。
か
く
し
て
易
は
占
い
と
倫
理
の
二
面

を
持
つ
易
経
に
な
る
。
だ
か
ら
占
い
の
書
と
し
て
易

経
を
読
む
と
き
に
は
、
哲
学
的
な
注
釈
文
よ
り
も
籤

と
㈱
三
本
一
組
の
八
卦

(小
成
の
卦
)
と
そ
れ
を
重

ね
た
六
本
一
組

(大
成
の
卦
)
の
卦
象
を
占
的
に
合

わ
せ
て
推
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

感
の
卦
の
本
文
は
、
戒
、
亨
。
利
し貞
。
取
し女
吉
。

と
あ
る
だ
け
で
こ
れ
を
解
釈
す
る
と
、
こ
の
恋
は
祝

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に
書く建前をとっております。したがって意見
にわたる部分は個人の見解です。また肩書は
原稿執筆及び座談会実施時のものです。

福
さ
れ
る
と
の
意
昧
だ
が
、
こ
の
郡壽
栽
の
上
下
の

…
を
除
い
た
粗
合
わ
せ
は
菫
霊
天
風
婦
に
な
り
、
陽

が
上
、
陰
が
下
で
気
が
交
ら
な
い
凶
卦
に
な
る
。
姫

の
卦
の
易
本
文
は
、
垢
、女
壯
。
勿
し用
し取
し女
と
あ

る
。
将
来
、
女
性
が
強
く
な
り
過
ぎ
て
破
綻
す
る
か

ら
や
め
た
方
が
よ
い
と
の
意
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

威
の
卦
が
出
た
と
き
、
素
直
に
成
卦
を
と
る
か
そ
れ

と
も

一
ひ
ね
り
し
て
蠣
の
卦
を
と
る
か
、
易
者
の
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
経
験
が
も
の
を
言
う
。
な
お
、

威
の
易
本
文
で
初
六
か
ら
上
六
ま
で
あ
る
の
は
感
じ

方
を
人
体
に
た
と
え
て
足
の
先
か
ら
か
ら
始
ま
り
頭

ま
で
六
段
階
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
中
の
九
三
、

そ
のま
た
にか
んず

威
二其
腰
一は
若
い
男
女
の
こ
と
だ
か
ら
説
明
す
る
ま

で
も
な
い
。

ぢ
ら
いふく

ー
地
雷
復
-
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